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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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■プロローグ







　聖書の一節、知恵の樹きの話は理不尽だ。

　神様が世界に産み落とした、最初の人間であるアダムとイブ。二人が産み落とされたエデンの園には、美お味いしそうな果実をならす、知恵の樹と呼ばれる樹が生えていた。

　だが、アダムとイブは、この知恵の樹の果実を食べることを、神様に禁じられてしまう。

　それでも、運命に背き食べてしまった二人は罰を受けた。

　それまでは感じることのなかった『苦しみ』や『痛み』という感覚を覚え、生命はいずれ尽きるという『死』の運命を、与えられてしまったのだ。

　しかし隼はや人とは、この話をおかしいと思った。

　わざわざ二人の近くに知恵の樹を生やした神様こそが、間違っていると思った。

　だって神様なのに、こうなるとわからなかったはずがないだろう。

　だからあの日、崩壊する世界を眺めながら、隼人は誓ったのだ。




　運命への、反逆を。





■第一章　護樹議会ヴアルキユリア







　隼はや人とを乗せた赤のバンが、時速百二十キロという猛スピードで深夜の山道を走っていた。日本の法定最高速度は一般道で通常六十キロ。当然ながら速度違反である。

　しかも、走っている山道は整備されておらず、車両をガタガタと激しく揺らしていた。おまけにろくに灯あかりもない細道で、少しでも運転をしくじればたちまちなにかに衝突するか、もしくは崖がけから転落してしまいそうなほどである。

　つまり、今隼人たちは、命を危険に曝さらすような危険な運転をしているというわけだ。

「だ、大丈夫なんですか？　こんなに飛ばして」

　窓側の後部座席に座る隼人が、運転席に向かって焦り気味に尋たずねる。

　運転席にいるのは、細身の白い甲かつ冑ちゆうを身につけた女性だ。

　パーマのかかったショートカットが揺れると、隼人の方を振り向き、

「ん～、だって今は急がないとまずいし～」

「って、緑みどり川かわ先輩、こっちを向いちゃ危ないですって！」

「え～、どうして～？」

「いや、運転してるでしょ!?　いやだから前、前！　頼むから前向いてください！」

　車を運転しているのは緑川一かず葉は。

　過去、第六因果領域に所属していたことのある元悠久騎士フレースヴエルグである。

「もう～、隼人くんは心配性なんだから～。この時間帯は車も少ないし大丈夫だよ～。私凄すごく視力がいいから、遠くに人がいてもわかっちゃうし～」

「そういう問題じゃなくてですね……それに、べつに俺が特別心配性なわけじゃないですよ。ほら、となりの玲れい奈なだって……」

　隼人はそう言うと、となりで体育座りをして震える玲奈を示す。

「ば、馬ば鹿か！　怯おびえてなんてないわよ！　べつに怖くなんてないんだから！　運転が荒いからちょっと驚いてるだけ！」

　玲奈が涙目でそう主張すると、琴こと美みが苦笑いを浮かべた。

　彼女は強がっているが、どう見てもガクガクと震えまくっている。

「玲奈ちゃん、自分で空を飛ぶ時はこれより速いんじゃないの？」

「じ、自分で空を飛ぶのと人の車に乗るのとではハラハラ度が違いますよ！　こ、こんなの、遊園地の絶叫マシンみたいですし！」

「わかるような、わからないような……。玲奈ちゃん、絶叫マシン苦手なの？」

「あはは、相変わらず騒がしいメンバーだね」

　助手席の花か音のんが面白がって笑う。

　──隼人たちは、柏かしわ木ぎ家の一同とともに、本州西部にある護樹議会ヴアルキユリア本部を目指していた。

　護樹議会ヴアルキユリアが所有する山奥にある、〈護樹の社やしろ〉と呼ばれる神社を中心とした山村のような居住区。そこが護樹議会ヴアルキユリアの本部である。

　その際、緑みどり川かわ一かず葉はと双ふた葉ばの二人も同行することとなり、隼はや人とたちは二人のそれぞれの車に乗ることになったというわけだ。

　一葉の車に乗っているのは、隼人、玲れい奈な、琴こと美み、花か音のんの四人。

　詩し愛あと飛鳥あすか、そしてあかりの三人は双葉の車に乗車していた。

「それにしても他ほかの車を離しましたね。俺たちだけ随分と先行しちゃってるような」

「そうね～。他の車はきちんと安全運転してるから」

　琴美が苦笑いをしながら答えた。

「あら～、失礼な～。それじゃ私が安全運転じゃないみたいじゃない～」

「ど、どう考えても安全運転ではないでしょう……」

　一葉の言葉に、玲奈が震えながら突っ込んだ。

「それに双葉の車はきちんと付いてきてるわよ～？」

「その車しか付いてきてないってことなんじゃないかな？」

　そんな調子の現状を見ながら、隼人が不安げに呟つぶやいた。

「事故らなきゃいいですけどね。もしくは警察に捕まるとか」












「大丈夫よ～。警察くらい私たちならちょちょいのちょい、じゃない～？」

「倒しちゃまずいでしょう……」

　隼はや人とはボソリと呆あきれながら呟つぶやく。

「でもほら～、おかげでもうすぐ到着だよ～。この細い道を抜けて右に曲がって左に曲がってちょっと坂を登ったら──」

　──グワン。

　隼人たちはピンと張ったエーテルで出来た膜のようなものをすり抜ける感覚を覚え、

（──っ!?）

　思わず、はっと息を呑のんだ。

　この感覚は魔術ではない。赤気結界の内側に入った時の感覚だ。

「ちょっとごめんね～！」

　と、すぐに彼女がブレーキを踏む。

　──キキィッ！

　隼人たちは衝撃に身体からだを揺らして小さな悲鳴を上げると、何が起こっているのかを確かめるため、すぐにシートベルトを外して外に出た。

　すると、

「なっ……!?」

　隼人は思わずそれを見上げて、唖あ然ぜんとする。

　そこには、道の先──山頂に近い上の方で、周囲の建造物や木々を押し倒しながら暴れる、仄ほのかなエーテル色を纏まとった歪いびつな黒い竜の姿があった。

　全長四十メートルくらいだろうか。胴から枝分かれするように八つの頭が伸びており、いくつかの口からは激しく水を吐き出していた。

「水すい竜りゆう、八岐大蛇やまたのおろち。水の力を司つかさどる竜ドラゴンの中では最上位の存在です。格としては、私たちが以前戦ったヨルムンガルドと変わらないはずですが……」

「明らかにあれよりも強力ですね」

　隼人の言葉に、琴こと美みが厳しい眼まな差ざしで頷うなずく。

　おそらく、召喚した魔術師ウイザードの能力や使っている術式の力が上なのだろう。

「にーさん！　どうなってるのこれ！」

　と、すぐ後ろを走っていた飛鳥あすかたちも車を降りて、隼人たちのところに駆け付けてくる。

「わからない！　でも……」

（あの竜ドラゴンを呼び出したのは間違いなく魔術師ウイザードだ。となれば……）

　すると、今度は近くから隼人たちの方へと、ボロボロになった鎧よろい姿の少女が逃げるように走って来る。

　少女は隼人たちを見るとハっと驚き、剣を構える。

「ちっ……こんなところにも魔術師ウイザード!?」

　どうやら少女は誤解をしたようで、隼はや人とは慌ててかぶりを振った。

「ま、待ってください！　俺たちは魔術師ウイザードじゃなくて、悠久騎士フレースヴエルグです！　ええっと、あなたの仲間です！」

「え？」

　少女の顔の緊張が緩む。

　おそらく少女は、護樹議会ヴアルキユリア本部にいた悠久騎士フレースヴエルグなのだろう。

「その～。あなたはどうしてここに～？　というか、今何が起こってるんですか～？」

　一かず葉はの質問を受けて、少女が何かを思いだしたように慌て始めた。

「え、えっと、突然たくさんの魔術師ウイザードと理術人形ゴーレムが攻めて来て、それでなんとか防ごうと頑張っていたんですが、状況が悪かったので私はひとまず外に応援を呼びに行こうとしてたんです。でも、その最中に何度も魔術師ウイザードに襲われて……」

　やはり、と隼人は状況を理解しながら周囲を見回すと、他ほかの皆も理解したように頷うなずく。

　護樹議会ヴアルキユリアの本部が魔術師ウイザードに──おそらくは〈創世の執行者ニーズヘツグ〉に襲われているのだ。

（でも、さっきまで学園を攻撃していたのに……）

　──と、そこで隼人はハっとする。

　きっと、先日洞どう窟くつにワープするのに使っていた理術具アーテイフアクトを使っているのだろう。

「……あの扉。あれを使えばすぐにどこにでも繋つながるから……」

　花か音のんが舌打ちをしながら悔しそうに頷く。

「だね。迂う闊かつだった。まさか相手の動きがここまで早いなんて」

　琴こと美みも、苦虫を噛かみ潰つぶしたような顔になった。

「家を出る前、お母さまが一度護樹議会ヴアルキユリアとは連絡を取り合っていたはずです。その時は何もなかったはずですから──」

　護樹議会ヴアルキユリア本部が襲われたのはその後、ということになる。

　もしかすると、隼人たちの動きを予想して、先回りしたのかもしれない。

　──刹せつ那な、隼人は奥の茂みから殺気の混ざったエーテルの気配を感じた。

　一人ではない。二、三……ざっと十人近くはいるのがわかる。

　中には、人でない気配も交ざっているのがわかった。

（……理術人形ゴーレムも交ざってるか）

　隼人は、他のみんなと顔を見合わせるとすぐに、

「接続コネクト、〈律因の環ニーベルゲン〉」

　理パーマネントを呼び出して身構える。

　すぐに他のみなも理パーマネントを呼び出して、それぞれ構えた。

「先手必勝だよっ！」

　飛鳥あすかが先制して奥の茂みに向かって斧おのを投げる。

　すると、突如飛鳥の投げた斧に向かって突風が走り、辺りの木々を激しく揺らした。

（風……!?）

　やがて、投げた斧が、押し返されるようにして飛鳥に襲いかかってくる。

「きゃっ！」

　飛鳥がすんでのところで自分の斧を避よけると、今度は同方向から巨大な火球が飛来する。

　隼はや人とたちを喰くらおうと燃えさかる、球状の業火だ。

　それを見た琴こと美みが、すかさず飛鳥の前に出て〈絶対防御泡ウオーターカプセル〉を展開する。

　──ボウッ。

　琴美の作った水の泡が、飛んできた炎の球を蒸発させた。

「大丈夫？　飛鳥ちゃん」

「え、ええ。ありがとうございます」

　炎弾の出現方向から、厚みのある判型の大きな本を持ったローブ姿の女が現れた。

「悠久騎士フレースヴエルグの増援……男が交じっている？　ということは、もしかしてこいつが魔ロ王キ……!?」

　本を持った魔術師ウイザードは、隼人を見て目の色を変えた。

　今攻撃してきたのはこの魔術師ウイザードで、持っている本が理パーマネントなのだろう。

　突風や火球など、特殊な攻撃を加えることが出来る理パーマネントのようである。

「おい！　大物だ！　魔ロ王キを捕まえるぞ！」

　少女に続くように、茂みから二人の魔術師ウイザードと六体の理術人形ゴーレムが、バサバサと音を立てて姿を現した。

　花か音のんがあっけらかんと言い放つ。

「うーん、隼人くんが狙ねらわれちゃってるねぇ。どうする？　逃げる？」

　その様子を見て、すぐにあかりは槍やりを地面に突き刺した。

「……先に社やしろに向かった方がいいかも。どのみち、本部が落ちたらゲームオーバー」

「そうね。私もそれがいいと思う。本部を助けるのが最優先だし、ここで戦ってグズグズしててもね……いずれにせよ、逃げる選択肢なんてないわけだし」

　あかりの提案に琴美が頷うなずく。

　隼人は玲れい奈なと、そして詩し愛あを見た。確かに空の飛べるこの三人であれば、先行して竜ドラゴンの暴れている場所まで向かうことが出来る。

「……でも、先輩たちは別行動を取って大丈夫ですか？　まだまだ敵が来る可能性は高い気もしますが」

　琴美が、隼人に余裕の笑みを返す。

「すぐにお母さまたちもやって来るわ。理パーマネントはないけど、柏かしわ木ぎ家の人間だって戦えないわけではない。私たちはお母さまたちと合流しながら向かいます。最悪の場合を考えて、退路を確保しておく必要もあるでしょ？」

「でしたら──」

　隼はや人とは指輪にエーテルを集めると、自在変形メタモルフオーゼを使って指輪を〈天翔覇者エリアルブレイド〉の姿へと変えた。

「……何度見てもそれ、インチキ臭くていい気分がしないわね」

　隼人が〈天翔覇者エリアルブレイド〉を作り上げるのを見て、不満そうに玲れい奈なが漏らす。

　自分の理パーマネントを真ま似ねされ、強みであった飛行能力を容易たやすく再現されるのは、あまり面白いことでもないだろう。

「でも、おかげで今は助かるだろ？」

「……まぁ、そうなんだけどね」

　魔術師ウイザードたちは隼人たちが仕掛けて来るのを待っているのか、それぞれが武器を構えたまま動かない。

「じゃあ、玲奈、藍あい田だ」

　隼人が玲奈と詩し愛あを見ると、三人が視線を重ねてこくりと頷うなずく。

　すると、近くで様子を伺っていた花か音のんが隼人の手を掴つかんだ。

「待って、ボクも行く」

「先輩も？」

「護樹議会ヴアルキユリア本部が劣勢になるくらいの状況だ、強い魔術師ウイザードがたくさん集まっているんだと思う。もう一人くらいはいた方がいいんじゃないかな？」

「そうね～。こっちはとりあえずこれだけいれば十分じゃないかしら～。私だって戦えないわけじゃないし～。よっと」

　一かず葉はが懐から拳けん銃じゆうを取り出す。護身用に使っている理術具アーテイフアクトなのだろう。

「にーさん、そういうことだから。ここはあたしたちに任せて」

　飛鳥あすかが心配そうに続いた。

　そして、心配そうに目を潤ませながら──

「あと、絶対無理しないように、ね？　にーさんにもしものことがあったら……あたし……風かざ見み先輩を生かしておけなくなるからっ！」

　玲奈の方へと斧おのを向ける。

「なんでそこで私のせいになるのよっ!?」

　隼人は、こんな状況でも揉もめる二人を見て、「はぁ」と苦笑いとともに溜ため息いきをこぼすと、

「とりあえず、二人は面倒だからちょっと黙って。先輩はしっかり捕まっててくださいね」

「うん！」

　花か音のんが、振り落とされないように隼はや人との腕をしっかりと掴んだ。

　それを確認したあかりが、すうっと小さく息を吸い込むと、

「──飛んで！」

　四人に向かって合図をする。

　隼人たちが勢い良く空へと飛び上がった。

　すると、様子を見張っていた魔術師ウイザードや理術人形ゴーレムたちが一斉に理パーマネントを隼人たちに向ける。

　本を持った魔術師ウイザードは、再び巨大な火の玉を形成していた。

　また、他ほかの二人の魔術師ウイザードはそれぞれ弓と円月輪を、理術人形ゴーレムたちはマシンガンとなる両腕を構える。

　だが、そこへすかさず──

「──〈激動する大地アースクエイク〉！」

　あかりが地面を揺らした。

　槍やりを地面に突き立て、地脈にエーテルを注ぎ込むことにより震動を起こす技である。

　魔術師ウイザードたちが体勢を崩し、慌てながら驚きよう愕がくする。

「なっ──!?」

　しかしそこへ、こうなることを察していた琴こと美みと飛鳥あすかが──既に武器を構えて飛び込んでいた。

　言うよりも早く、息を揃そろえるように同時攻撃。

　先日、試練の洞どう窟くつで培われたチームワークの成果である。

「今よ、飛鳥ちゃん！」

「……わかってますよ先輩！　あたしたち越因騎士団イクシードの力、見せてあげるんだから！」

　琴美が水衣から鞭むちを取り出し、理術人形ゴーレムのうち一体の両腕を切断する。

　飛鳥は、魔術師ウイザードのうち一人が構えた弓を目掛けて斧おのを振り下ろし、その強烈な威力で弾はじき飛ばした。

「くっ……！」

　突然攻め込まれて動揺する魔術師ウイザードたち。一斉に琴美と飛鳥を狙ねらって攻撃を放つが、それら全すべてを琴美の絶対防御泡ウオーターカプセルが無効化する。

「あらら～……じゃあ、私も～」

　──パァン！

　穏やかな口調とは対照的に、すぐさま体勢を立て直した一かず葉はも、二人を加勢するために銃弾を放つ。

　こうなると、魔術師ウイザードたちはさすがに隼人たちを追ってはいられなくなる。

　なんとか銃弾を避よけると、すぐに琴美たちに応戦した。

　隼人たちへの攻撃の手が緩む。

（みんな、後は頼んだ……！）

　その様子を確認しながら、玲れい奈なや詩し愛あとともに、暴れる竜ドラゴンを目指して空中を加速する。

「とりあえず、竜ドラゴン退治ってところかしら？」

「……この人数だけでやれるのかな」

　玲奈の強気な口調に、詩愛の弱気な言葉。

　だが、こうなってしまった以上はやるしかない。

　それに、いくら強力な竜ドラゴンとはいえ──

「やれるさ。今の俺たちなら」

　隼はや人とにはその確信があった。

　今の隼人たちは、過去ヨルムンガルドと対たい峙じした時とは違う。

　かつては竜ドラゴンを召喚して、世界の毒を消そうとした詩愛だって、随分と成長していた。

　隼人は、隣を飛ぶ玲奈と詩愛を見る。

「な、なによ」

「……ど、どうしたの？　夕ゆう霧ぎりくん」

　二人は、急に隼人に見られてどきりとしたのか照れた。

「いや、なんでもない。ごめん」

（……うん、強くなったんだ。きっとやれるさ）

　やがて、目標の竜ドラゴンに近付くと、付近で魔術師ウイザードと悠久騎士フレースヴエルグが戦っているのがわかった。

　全部で数十人はいるだろうか。それぞれが羽の生えた剣や空飛ぶ箒ほうきのような形をした理パーマネントなどの力を使って空に浮かんで交戦している。

「ど、どうするのこれ。なんだか凄すごいことになってるわよ」

「……ここにいる騎士たちは竜ドラゴンに手を出せてない。魔術師ウイザードたちが邪魔してるから……」

　──ひとまず、他ほかの騎士たちを手伝い、周囲の魔術師ウイザードを相手にすべきか。

　一瞬、隼人が悩んでいると、花か音のんが彼に向かって、

「隼人くん、全部無視してあの竜ドラゴンまでボクを運んで」

「え？」

「思ってたより混戦してるみたいだし、まずはボクが全力であの大きいのを片付ける」

「まずは、って──」

　隼人は、おぞましいエーテルを全身から奮い立たせる八岐大蛇やまたのおろちを見た。

　八岐大蛇は、以前隼人たちが戦ったヨルムンガルドよりも強力な気配を放っていて、簡単に倒せるような代物ではないはずだ。

　玲奈と詩愛も、隼人と似たような反応をする。

「ちょ、ちょっと先輩。さすがにそれは難しいんじゃないですか？」

「……さすがに無理だと思いますけど……」

　それでも花か音のんは自信満々に頷うなずく。

「まぁまぁ、ここはボクの言葉を信じて。風かざ見みさんと藍あい田ださんは、ちょっとの間他の魔術師ウイザードを引きつけておいてくれるかな」

　と、その時、近くの騎士と魔術師ウイザードたちが交戦するのを止やめて、自分たちの方へと向かってくる隼はや人とたちを一斉に見た。

「あれは……男？　どうして男が理パーマネントを……」

「もしかして、あいつが例の……」

　周辺にいた騎士三人と魔術師ウイザード五人が、一斉に隼人を見て困惑しつつも、誰だれだかわかったのかすぐに理パーマネントを構えた。

　咄とつ嗟さに玲れ奈なが前に出て、隼人を庇かばうようにして剣を構えた。

「で、どうするの？　隼人」

　隼人は、迷わず即答する。

「すまんが、進路を拓ひらいてくれるか？……一人でやれるんですよね、先輩」

　花音がにやりと笑った。

「学校の時は遅れを取っちゃったけど……大丈夫、あのくらいならやれるよ。あんなでかぶつが暴れていると被害は大きくなる一方だろうし、さくっとやっつけちゃうべきだね」

　花か音のんが自信満々に頷うなずき、そう返した。

「了解です。玲奈と藍田は、俺たちの進路を確保してくれ！」

「う、うん！　わかったわ、夕ゆう霧ぎりくん！」

「もう、どうなっても知らないわよ！」

　まずは玲奈が手前に飛び込んで行って、わざとらしく大振りに剣を一いつ閃せんする。

　空中で体勢を崩してしまいそうなほど大きく、周囲の魔術師ウイザードたちに隙すきを見せつけるかのような斬ざん撃げきの動作。

　当然、周囲の魔術師ウイザードたちはそれを見逃すはずもなく、玲奈目掛けて攻撃を繰り出そうとし──これを、隼人は狙ねらっていた。

　魔術師ウイザードたちが玲奈を攻撃しようとした一瞬の隙を突いて、隼人は一気に空を加速して八岐大蛇やまたのおろちの頭上を目指す。

「ちぃっ！」

　隼人の動きに気付いた魔術師ウイザードたちがすかさず追い縋すがるが、その行く手を詩し愛あが阻む。

　詩愛は魔術師ウイザードに向かって、右足を突き出した。

「やらせないっ！」

〈重力の万力グラヴイテイボール〉を発生させ、追いかけてくる魔術師ウイザードに向かって放つ。

　隼人ばかりを見ていた魔術師ウイザードは避よけきれず、重力の鎖を足にかけられ、地上へ墜落した。

　自分を追ってくる敵がいないことを確認すると、隼人は全速力で八岐大蛇の間近まで迫る。

　──シュアアアアアアアアアア！

　気配に気付いた八岐大蛇やまたのおろちが、威嚇するように鳴きながら、八つあるうちのいくつかの顔を隼はや人との方に向け、口から水流を放ちはじめた。

「先輩、しっかり捕まっててください！」

「うんっ！」

　周囲を飛び回りながら、八岐大蛇の吐く水に飲み込まれないように、必死にかわす。

　地上をちらりと覗のぞくと、八岐大蛇の足下では、数人の騎士たちが円形に取り囲み攻撃を仕掛けていた。だが、巨大で屈強な八岐大蛇には力が及んでいない様子だ。

　騎士の放った矢や剣は頑丈な大蛇の皮膚に弾はじかれ、騎士たちは吐き出された水に飲まれそうになる。それでも周囲に大きな被害が出ていないのは、護樹議会ヴアルキユリアの騎士たちが、八岐大蛇が放つ凄すさまじい量の水を理パーマネントの力で必死に打ち消しているためだ。

　もしあれが周囲に流れ出たら、たちまち本部である神社とその周辺の木々や建物は津波によって壊滅してしまうであろう。

（あっちもいっぱいいっぱいだな……）

　隼人は花か音のんに質問する。

「で、先輩どうするんですか？　近付きましたけど」

「……こうするのさ！」

　そう言うと、花音が隼人を掴つかむ手を離した。

（なっ──!?）

　隼人が驚きよう愕がくする。

　ここから地面まで、少なくとも五十メートルはある。理パーマネントの力があるとはいえ、地面に叩たたき落とされれば少なからずダメージは受けてしまうだろう。

　それに、こんな場所で無防備な状態を晒さらせば良い的だ。

　鋭い牙きばの覗のぞく巨大な口で食い付かれでもしたら、一ひと溜たまりもないだろう。

「せ、先輩!?」

「大丈夫だって、任せて！」

　──案の定、八岐大蛇は頭部の内の一本を花音に向けて伸ばしてくる。

　口を大きく開き、噛かみ付こうとするような体勢だ。

　だが花音は気にせずに、もう片方の手で持っていた弓を構えると、

「一撃で終わらせてあげるよ」

　そう言い放って、全身から夥おびただしい量のエーテルを解放した。

　放出されるエーテルによって、花音の身体からだは激しい緑色に包まれる。




　悠久神化エターナルエヴオルブ。




　理パーマネントの真の力を解放して、潜在能力を最大限発揮した状態である。

「指輪の力を使わなくてもここまで……」

　初めて見る花か音のんの力は、騎士覚醒アウエイクの力を得た玲れい奈なや飛鳥あすかを上回るものだった。

　負傷していたから当然なのかもしれないが、どうやら学園地下でエイオンから逃げる際に見せたあの力は、まだまだ本領ではなかったらしい。

　花音が引く矢の先端にエーテルが集い始め、やがてそれらは緑色の炎の渦へと変わる。

　炎の渦はどんどん大きくなっていき、次第にぐるぐると巻き込むようにして球形を描き出すと、八岐大蛇の全身よりも大きな火の玉へと変わった。

　危機を察したのか、八岐大蛇やまたのおろちが全すべての首を一斉に花音の方へと向け、水のブレスをぶつけようとする。

　──だが、もう遅い。

　花音の形成した巨大な火球は、今まさに彼女に食らい付こうとする竜ドラゴンへと放たれ──

「──獄炎の女王ヘル・アリア！」

　空を赤く灼やきながら、八岐大蛇の全身に食らい付くように包み込む。

「グオオオオオオオオオオオオオオオオオオ！」

　八岐大蛇はいくつもある頭部から水を吐きながら、自身が纏まとった炎の鎧よろいを払おうとするが、やがて業火に飲まれて全身を緑色の灰へと変えていく。

　エーテルに分解された八岐大蛇は、あっと言う間に花音によって焼き殺され空へと舞い消えて行った。

　と、同時に宙から落下していた花音は、力を使い果たしたのか受け身を取ることもなく真っ逆さまに地面へと落ちていって──

　──ドサッ。

「花音先輩っ！」

　慌てて隼はや人とが地面へと降りると、花音が尻しりを摩さすりながら立ち上がるところだった。

「いてて……さすがにあの高さからだと少し痛むね。ちょっと捻ねん挫ざしたかも」

「それはそうでしょ。急に飛び降りるなんて驚きましたよ。むしろよくそれだけで済んでますね……」

　いくら騎士といえど普通に考えると無事では済まない高さだ。

「それに、あんまり痛がってもいられないよ。この調子だと巫み女こが心配だ」

「巫女？」

「桜の巫女、神楽かぐら坂ざか舞まい──護樹議会ヴアルキユリアの代表のことさ」




　燃え上がる社務所を駆け、土足で本殿へと上がる。

　すると、本殿の中央に巨大な鏡が配置されており、その周囲を二人の魔術師ウイザードたちが理パーマネントを構えて護まもっていた。

　それぞれが錫しやく杖じようの形をした理パーマネントを持っており、上がってきた隼はや人とたちにそれを向ける。

「何者！」

　魔術師ウイザードが叫ぶより前に、花か音のんが片方に矢を放ち、隼人がもう一方に剣を振るった。

「ぬわっ！」

　──バタン。

　息もつかせぬ攻撃に、二人の魔術師ウイザードはあっと言う間に倒れる。

「この中に入るよ」

「え？」

　花音が鏡を見て言った。

「試練の洞どう窟くつと同じで、護樹議会ヴアルキユリア本部は山の中に存在していてね。この鏡がその空間へと繋つながっているんだ」

　そう言うと花音は、鏡面へと飛び込んだ。

　彼女の身体からだが、まるで吸い込まれるようにして鏡の中へと入り込んでいく。

　隼人は今倒した魔術師ウイザードたちが起き上がらないことを確認すると、慌てて花音の後を追って、自分も鏡の中へと飛び込んだ。

　すると、一瞬目の眩くらむような光が走ったかと思うと、やがてぎいっと板の軋きしむ音とともに鶯うぐいす張りの廊下へと出る。

　廊下の幅は十メートルくらいあるだろうか。通路の脇わきには壁などがなく、代わりにどこまで続いているのかわからないだだっ広い水面が続いていた。まるで、海の上に建てられた橋のようである。

　また、周囲には巨大な桜の樹きの幹のようなものがうねうねと這はい回っていて、幹から伸びた枝の先からは桜の花を散らしていた。

「これはまた妙な場所ですね……」

　隼人は思わず言葉を漏らした。

　頭上を見上げると、どこまでも天井が遠く見えない闇やみとなっている。

「この場所こそが、護樹の社やしろが奉る樹術式〈久遠桜〉を護まもるための地下施設だよ。ほら、あれ──」

　花音が海上に延びる板張りの通路の先に生える、巨大な樹の形をした緑色の光を指差す。

　ここには他ほかに光源がないらしく、樹術式の薄緑の淡い光だけが、周囲を照らしていた。

「あれが〈久遠桜〉……ですか？」

「そう。この因果領域の──そして、日本で一番巨大な〈樹術式〉。遥はるか昔、国の最高権力者は、大切な国事の際にはここに来てお参りをしていたそうだよ。もっと昔になると、理パーマネントの力を使って直接樹術式を改変していたらしく──そしてその末まつ裔えいが護樹議会ヴアルキユリア本部の正体でもある」

「……なるほど。護樹議会ヴアルキユリアの悠久騎士フレースヴエルグたちも、元を辿たどれば魔術師ウイザードだった、と」

「ま、悠久騎士フレースヴエルグと魔術師ウイザードは同じ理パーマネント使いだからね。どっちになったか、ってだけの話で」

　隼はや人とは、先日リピカも過去に魔術師ウイザードだったと話していたことを思い出す。

「卑ひ弥み呼こって知ってる？　現存する資料の中では日本最古の理パーマネント使い。鬼道と呼ばれる不可思議な術を使い様々な奇跡を起こしていたとされているけど、それこそが理パーマネントの力であり、魔術だったってわけ。その儀式が伝承され、一部が神道となり、この国では魔術として伝わっていった。この護樹議会ヴアルキユリアトップの人たちは、かつて卑弥呼と呼ばれた人間の子孫でもあるんだ。そういう文献も残っていてね」

　これまた突拍子もない話ではあるが、いい加減その手のことに慣れてきていた隼人は、素直に頷うなずき納得した。

「……で、それがどうして魔術を阻止する側──騎士になったんですか？」

「理事長とエイオンが魔術について調べたからだよ。魔術とは何なのか。そして、世界にどういう影響を及ぼしているものなのか。護樹議会ヴアルキユリアの前身となる卑ひ弥み呼こ機関と呼ばれる組織でも、理事長たち同様に魔術についての調査は進んでいたんだ。当時は、もっと魔術を上う手まく使うために行っていた研究だけどね」

「研究を深めるうちにその危険を知った、と」

「んで、その過程で理事長たちと知り合い、魔術が危険であることを啓けい蒙もうされた」

　なるほど、と隼人は頷うなずく。

　そういうことであれば、かつて魔術を使っていた者たちが、今ごろになって騎士として活動していることにも納得がいく。

（でも、だったらどうして、理事長は護樹議会ヴアルキユリアとあまり仲が良くなさそうなんだろう）

　──疑問に思ったものの、今はそんなことを聞いているような場合でもない。

　隼人は花か音のんとともに、〈久遠桜〉を目指して鶯うぐいす張りの廊下を駆けた。

　樹術式に近付くにつれて、光が強く感じられるようになっていく。

　二人はやがて、樹術式を中心にした小さな板張りのホールのような広間へと辿たどり着いた。

　その根元で、見覚えのある白いフリルドレス姿の少女と数体の理術人形ゴーレムが、着物姿の小柄な少女を取り囲んでいた。

　着物姿の少女は全身がぼろぼろで満身創そう痍い。

　手には扇子のようなものを持っており──

　それを見た花音が呟つぶやく。

「彼女が巫み女こだよ。神楽かぐら坂ざか舞まい」

「……彼女が」

　花か音のんの呟きに隼はや人とが言葉を返す。

　すると、二人の気配にその場にいた一同が気付いて、隼人たちの方を見た。

　大おお袈げ裟さなフリルを纏まとう少女が、頭に着けた大きなウサミミ風のカチューシャをぴょこぴょこ動かしながら、嬉うれしそうに言う。

「あ、さすがだねおにーちゃんたち！　あの子を退治しちゃったなんて！」

　少女の背丈は低く、さらさらとした流れるようなブロンズの髪が降りていた。ぱっちりとした二重の瞼まぶたの愛らしさもあって、ドールショップに展示された可か憐れんな人形のようでもある。

　その手には、骸がい骨こつのデザインがあしらわれた奇怪な鋸のこぎりがある。

　彼女の使う解体の理パーマネント、〈快・昇天パラダイムチエンソー〉だ。

「乃の亜あ、か」

「うふふ、覚えていてくれて嬉うれしいな♪　数時間ぶりだね。というか速いよねおにーちゃんたち。まだ夜中だよ？」

「それを言うならお前の方が速いだろ。さっきまで学園に居たんじゃなかったのか？」

「だって、乃亜には転移の魔術があるから」

　やはり、と隼人は頷うなずいた。

　この迅速な魔術師ウイザードの動きは、〈転移扉ワープポータル〉によるものだったようである。

「いくら頑丈な護まもりでも、不意を突かれれば案外と脆もろいもの。ましてや、護樹議会ヴアルキユリア本部は現在手薄だしね」

「──手薄？　どういうことだ？」

「この因果領域で暴れてるのは乃亜たちだけじゃないってことだよ。同じ因果領域内の他ほかの場所で鷹たか音ねと香か澄すみも暴れてるし、ついさっき、他の因果領域も侵攻していたからそっちにも何人か派遣してるはずだよ」

「え……？」

　それはつまり、隼人たちの居た第六因果領域だけでなく、他の領域も一緒に攻めていたということになるが、そんなことをするには相当な数の手勢が必要だ。他の因果領域にだって悠久騎士フレースヴエルグはいる。あっさりと魔術師ウイザードの占拠を許すはずはない。

　あくまでも、普通に魔術師が攻めてくると考えれば、不可能なはずの状況だった。

　だが──

（〈転移扉ワープポータル〉と理術人形ゴーレム、それに悪バ魔グさえあればやれるのか……？）

　そう、今の創世の執行者ニーズヘツグには〈転移扉ワープポータル〉があるし、理術人形ゴーレムや悪バ魔グもある。

　乃亜が、無邪気に笑いながら続けた。

「手て駒ごまの大半は理術人形ゴーレムに悪バ魔グ、そして竜ドラゴン。先に支配を済ませておいた攻略の楽な因果領域で、悠久騎士フレースヴエルグに邪魔されることなく悪バ魔グや竜ドラゴンを準備して、扉を使ってワープさせてどかーんとぶつけるの」

　花か音のんが感嘆する。

「なるほど。確かに一度どこかを支配してしまえば、そこではいくら悪バ魔グや竜ドラゴンを量産しても悠久騎士フレースヴエルグに邪魔されないからね。そいつらを一気にここに送り込んで来た、と」

「乃の亜あたちが理術人形ゴーレムの開発に勤いそしんでいた理由であり、召喚魔術を研けん鑽さんしていた理由でもある。……すべてはこの日のために、ね」

　これまでの一連の魔術や戦闘は、どうやらこの準備だったものらしい。

「でも、さすがは護樹議会ヴアルキユリア本部、一筋縄ではいかないね。乃亜たちの準備した軍勢はほとんどやられちゃうし、おまけにおにーちゃんたちまでやって来ちゃったし……これはちょっと旗色が悪いかな」

　口ではそう言いつつも余裕の笑みは崩さないまま、乃亜は持っていた鋸のこぎりを構える。

　すかさず、花音と隼はや人ともそれぞれの武器を構えた。

「先輩、戦えますか？」

「消耗してるのはあのちっこいのだって同じだと思うよ──追撃の焔弾フレイム・フライシユツツ！」

　花音が迷わず火の矢を放つと、乃亜がチェンソーでそれをぶった切る。

　解体された炎は小さな音を立てて空にシュンと消えた。

「おっとっと、勘違いしないで。乃亜はもう戦う気なんてないよ。そっちのおにーちゃんまだ力残ってそうだし」

　そう言った刹せつ那な、乃亜の後ろに突然エーテル色に発光する扉のようなものが出現する。

　以前、試練の洞どう窟くつでも見かけた〈転移扉〉だ。

「おにーちゃんたちがここに来てるのに気付いてすぐ、お迎えを要請してたの。備えあれば憂い無し、って言うでしょ？　だからさぁ～」

　扉がガチャリと開くと、中からわらわらと大量の悪バ魔グと理術人形ゴーレムが出現した。

　合計三十体はいるだろうか。

　ぞろぞろと這はい出てくるそれらは、ゆっくりと隼人たちを取り囲んでいく。

「ははは……なるほど、こいつは強烈だね」

　乃亜がにまぁと笑う。

「じゃあ、おにーちゃんたちは精々こいつらの相手をしていてよね。ばいば～い」

　と、そこへ、

「行かせないわよっ！」

　後ろから物もの凄すごい速度でやって来た玲れい奈なが、逃走する乃亜に対して勢い良く剣を振るった。

　──キィン！

　だが、乃亜はすかさず鋸を振るって、玲奈の剣を防ぐ。

「……ちっ！」

　鋸のこぎりの力で解体されないように剣を退くと、玲れい奈なはすぐさま距離を置いて剣を構え直した。

　すると、その間を逃すことなく、乃の亜あが〈転移扉ワープポータル〉へと駆け込んで行く。

「待ちなさいっ！」

　玲奈が追いかけようとするが、すぐに悪バ魔グと理術人形ゴーレムが行く手を阻む。

「じゃあね、おにーちゃんたち！　おにーちゃん、また乃亜と気持ちいいことしようね！　今度はちゃんと言うこと聞くように身体を開発してあげるから♪」

　乃亜は振り返ることなくそう叫ぶと、そのまま扉の奥へと消えて行った。

「ちょ、ちょっと隼はや人と！　今あの子が言っていたのは何の話!?　か、かかか、身体からだを開発って何のことよ!?」

　玲奈が、悪バ魔グの槍やりを剣で凌しのぎながら、必死の形相で叫んだ。

「い、今はどうでもいいだろそんなこと！　それより──」

　乃亜は逃がしてしまったが、まだ敵は残っている。

　今は、周囲の悪バ魔グや理術人形ゴーレムをどうにかするのが先決だ。

「隼人くん、一気に片を付けるよ」

「……言われるまでもないですよ！」





　　　◆






　それから数時間後。

　無事、創世の執行者ニーズヘツグの襲撃を追い払った隼人たちは、追って来た響ひびきたちと合流すると、護樹議会ヴアルキユリアが会議などに使っているという社務所の一室にて、桜の巫み女こと対たい峙じしていた。

　護樹議会ヴアルキユリア代表、神楽かぐら坂ざか舞まい。

　改めて見直すと、とても日本を守護する正義の組織を司つかさどっているようには見えない幼い少女である。

　隼人は、少女にこれまでの経緯を説明して、護樹議会ヴアルキユリアが取るべき行動について、改めて意見を聞いた。

　だが──




　…………。




　皆、なかなか口を開かない。

　察するに、舞と柏かしわ木ぎ家の関係性はあまり良好ではないのだろう。

　この部屋に集まった時から、なんとなく険悪な空気がそれとなく漂っていた。

　いや、隼はや人とたちにとって、理由はそれだけではなかった。

　隼人は舞まいの顔を見ながら、先日柏かしわ木ぎ家の洞どう窟くつ内で、悠久騎士フレースヴエルグに命を狙ねらわれた時のことを思い出す。

　自分の命を狙った相手。

　そんな相手を前に、緊張するなという方が無理だ。

（……でも、今それを言っても仕方がないよな）

　隼人は心の中でそう割り切りながら、黙ったまま周囲を見回した。

　部屋の広さは、二十畳くらいあるだろうか。簡素ながら掛け軸や花などが飾ってある畳貼りの部屋である。

　その部屋を、隼人と並んで座る玲れい奈なや飛鳥あすかと詩し愛あも、落ち着きのない様子で見回し、対する琴こと美みとあかり、それに花か音のんと響ひびきは、落ち着いた様子でお茶をすすっている。

　皆誰だれかが口を開かないか窺うかがっているのだろう。

　やがて、三分ほどが経たっただろうか、響が持っていた湯飲みをトンと盆において、

「……なにはともあれ、無事で何よりでした」

　と、ゆっくりとみんなに言った。

　すると舞が、不機嫌そうに顔を歪ゆがませながら答える。

「ふんっ……何が無事なものか。あっという間の襲撃で護樹議会ヴアルキユリアは壊滅寸前。本部を護まもっていた結界は破壊され、所属騎士の半数近くが理パーマネントを失い、結果的に組織存続が困難な状態となってしまっている。また奴やつ等らに攻められた時、間違いなくここは終わるだろうな」

　舞の言葉に同意したのか、花音がやや顔を引きつらせながら──それでもどこか呑のん気きそうに笑って返す。

「ま、そう心配しなくてもいいさ。どうせしばらくはあちらさんも攻めてはこられないと思うよ。今回の侵攻で随分と体力──なにより理の欠片ミスリルを消耗しちゃっただろうからね」

　確かにその通りだ。今回の戦いに投じていた悪バ魔グや理術人形ゴーレム、そしてなによりも竜ドラゴンを準備するのに、創世の執行者ニーズヘツグの持っている貴重な理の欠片ミスリルをずいぶん消費してしまっただろう。

　すると、舞の傍らにいる袴はかま姿の女性が、美麗な黒髪を掻かき上げながら続ける。

「……魔術師ウイザード側も理パーマネントを失った者が多数でしょう。再び侵攻を開始するためには準備の時間が必要だと思います。あれだけの総攻撃をかけてきておきながらここを墜おとせなかったのは、向こうにとっても想定外のことだったと思っていいかと」

　那な珂かあやめ。

　舞の右腕である、護樹議会ヴアルキユリア最強とも名高い悠久騎士フレースヴエルグである。

（近くにいるだけで強さが伝わってくる……）

　闘気、とでも呼べばいいのだろうか。

　エーテルを解放するまでもなく伝わってくる、力の気配のようなものだ。

　この騎士が、花か音のんや三魔柱ソフイアと同格の力を持つ理パーマネントの使い手なのだということが、隼はや人とにはわかる。

「だが、それもしばらくの話だろう。奴やつ等らはまた来るぞ。必ず、な。あれだけ入念に準備をしていたのだ。他ほかの因果領域だっていくつも占領してきている。ここで退くことなんて出来るはずもあるまい」

　すかさず舞まいが、苛いら立だたしそうに返した。

　確かに、このまま創世の執行者ニーズヘツグが引き下がるとは思えないし、戦力の回復が難しいという意味ではこちらも同じである。

　むしろ、向こうには理術人形ゴーレムの製作や悪魔召喚サモン・バグという手段がある分、騎士側よりも回復が早いはずである。

（待っていてもやられるだけ、か……）

　このまま時間を費やすと、間違いなくこちらが不利だ。打開策を考える必要がある。

　一同が再び沈黙した。

　柏かしわ木ぎ家の知識を以もつてしても良い策が浮かばないのだろう、響ひびきも琴こと美みも難しそうな顔をして考え込んでいる。

　当然ながら隼人には、どうにかなりそうな方法なんて浮かばない。

（万事休す……か）

　そんな中、突然あやめが隼人たちに向かって、深々と頭を下げた。

「……それにしても、あなたたちが来てくれて助かりました。もし私たちだけだったら、今ごろどうなっていたか」

　響が苦笑いを返す。

「いいえ。どの道ここが落ちたら私たちだってどうしようもなくなったわけですし。当然のことですよ」

「しかし──」

　あやめが隼人の方をちらりと見る。昨日、隼人を狙ねらったことを気にしているのだろう。

（このあやめって人は、あまり悪い人ではないのかもしれないな）

　もしかすると彼女は、先日、護樹議会ヴアルキユリアが隼人を狙ったことについて、あまり賛同的ではなかったのかもしれない。

　淡々とした表情からは読み取れないが、隼人に対してあまり悪意を抱いていないように思えた。

（信用できる相手──？）

　──だが、

「実は、あなたを殺せと令を出したのは私なのです」

　彼女はそんなことを言ってのけてみせて、一同の顔を引きつらせた。

（というわけでもないのか）

　隼はや人とも、乾いた笑みを浮かべる。

「ちょ、ちょっと、うちのにーさんを殺そうとしておいて、そんな当然みたいな口ぶり──！」

　すかさず飛鳥あすかが立ち上がって糾弾するように叫ぶ。

　だがその様子には動じることなく、あやめは当然のように言った。

「悪意があったわけではありません。ただ、彼を殺すのが状況に対する最適解だと考えただけです。老人たちの声も、そうしろとうるさかったですし」

「──老人？」

　隼人の質問に響ひびきが説明する。

「護樹議会ヴアルキユリアのＯＢたちです。今の護樹議会ヴアルキユリアは、彼女たちの言葉の影響を強く受けています。指輪の存在を執しつ拗ように否定しているのも、彼女たちの意思があってのことなんですよね」

「ＯＢ、ですか」

「柏かしわ木ぎ家と同じですよ。護樹議会ヴアルキユリアも不幸な伝統が続いていて、騎士の力を失った元護樹議会ヴアルキユリアの人間が、それを仕切っているのです」

　響の言葉に、舞まいが苛いら立だたしげに眉まゆを顰ひそめた。

「不幸な伝統とは、聞き捨てならないな柏木」

「本当のことでしょう。過去への懺ざん悔げと、そこから始まった英雄ごっこ。形けい骸がいはやがてプライドを生み、自分たちこそが英雄でないと気が済まなくなった。魔術師ウイザードを討ち、世界の安寧を護まもる存在でなければ気が済まなくなったわけです。──だから、指輪を否定した。自分たちより上の人間を、作り出さないために」

「……え？」

「だから、あなたたちは指輪を信じなかった──いや、信じようとしなかった。その方が自分たちにとって都合が良かったから。……ですよね？」

　響がそういうと、そのまま二人が黙ってしまう。

（なるほど……）

　隼人は、どうして護樹議会ヴアルキユリアが指輪の力について──リピカが見たという未来の危機について信じなかったのかを理解する。

　護樹議会ヴアルキユリアでは、良くも悪くも自尊心が育ちすぎてしまったのだ。自分たちの信念と正義にわがままになりすぎた結果、行為が目的と化してしまったのだ。

「……ふんっ。先祖は組織に異分子が入ることを危き惧ぐしただけだ。それに、あの二人が見たという未来についても信用に足るものではなかったということだろう」

「そういう考え方もある、と。臆おく測そくでしかないけどね。それに、利権だって絡んでるんだろ？」

　険悪になった響ひびきと舞まいの間に、花か音のんが割って入る。

「利権？」

　隼はや人とが聞くと、舞が押し黙る。

「理術鍛冶ラタトスクも悠久騎士フレースヴエルグも、そこに荷担しているお国のお偉いさん方も、悠久騎士フレースヴエルグが魔術師ウイザードを退治するという一連の構造を使ってお金を得ているわけさ。世界平和というものを担保に仕事にしているわけ。だから、これだけ長い期間があっても魔術師ウイザードは世界から消えないし、消せなかった。そっちの方が、みんなにとって都合が良いってわけ」

「なっ──？」

　さすがにこの話に絶句したのは、隼人だけではない。

　玲れい奈なも、飛鳥あすかも──琴こと美みもあかりも詩し愛あも、全員だ。

　それじゃまるで、悠久騎士フレースヴエルグはわかっていて人々を危険な目に──。

「もちろん、そういう思惑が全すべてではないよ。ただ、悠久騎士フレースヴエルグの中にはそういう風に考える連中もいるし、そういう思惑で動いている連中もいる。人が集まって古くなるとね、どこだってそうなってしまうものさ」

「……私にはピンと来ない話だけど……」

　玲奈が、いまいちわかってない風に呟つぶやく。

「だからボクは、一人で行動することにした。組織に属するのって面倒だからね」

　花音が肩をすくめながら言ってみせた。

　わかっていたことだが、柏かしわ木ぎ家だけでなく花音も護樹議会ヴアルキユリアが嫌いらしい。

　あやめが臆おくすることなく言葉を発した。

「これだけは誤解しないでもらいたいのですが、多数の悠久騎士フレースヴエルグは世界平和を願っています。これは理術鍛冶ラタトスクだって同じです。ただ、そうは言っても人が多くなれば、一枚岩にはなれないというだけの話です。──そういう思惑こそが、集団の足を引っ張るのです」

　飛鳥が手をあげる。

「ええっと、学級集会なんかで、男子が余計なことを言って話が進まなくなる、あの状況に似た感じかな？」

「……それはちょっと違うんじゃないか？」

　すると、響が微笑ほほえみながら言った。

「組織は肥大化するほどその本質を見失い使用に堪えうるものではなくなる、という意味では一緒ですね。組織には体積の最大値と耐用年数があるんですよ。だから拡張を求められるし、変化を求められます。歩みを止めれば、その時点で死ぬのです」

　あやめが、僅わずかながら棘とげのある口調で返した。

「護樹議会ヴアルキユリアはもう耐用年数的に限界だ、と？」

「べつに、そこまでは言ってませんけども」

　と、二人の様子を眺めていた隼はや人とに、琴こと美みが顔を近付けてきて耳打ちする。

「……柏かしわ木ぎの家と神楽かぐら坂ざかの家は仲が良くないんです。うちは代々理事長と仲が良く、あの因果領域を守護してきましたけど、護樹議会ヴアルキユリアはそんな理事長と仲が悪かったので──」

「察してはいました」

　まぁ、組織の内情を聞くに、それもわからないわけではないが──

　それ以前に、結局は長年続いた悪あしき風習──呪のろわれた因果というやつなのだろう。

　きっと根深い、いがみ合いの文化が存在しているに違いない。

　怨えん嗟さというのは勝手に強くなり、雁がん字じ搦がらめになるものだ。

　──復ふく讐しゆうとか恨みとか、その手の心は勝手に膨らんでいく。

　そうしてそれは巨大な意思となり、力となって──




　──ドクン。




　と、そこで隼人は、自分の胸の奥でその手の気持ちが強く反応するのを感じた。

　誰だれかを恨み、復ふく讐しゆうを果たそうとする因果。何度も夢に見た、遠い日の記憶。

　魔ロ王キを名乗る、指輪を持った自分の姿。

「……どうしたの？　隼人」

　と、心配するように隣の玲れい奈なが窺うかがっていた。

　気が付けば飛鳥あすかも──その隣の詩し愛あやあかりや琴美さえも、隼人の方を見ていた。

「え？　あ、いや、なんでもないよ」

　ごまかす隼人。

　寮でならともかく、こんな護樹議会ヴアルキユリアの本拠地で自分が魔ロ王キを名乗る夢を見ただなんて、喋しやべるわけにはいかない。

（──しかし、そうか。組織の耐用年数、か）

　組織とは、なんらかの共通認識を持つ人間が集まって形成される構造システムのことである。

　組織の耐用年数が切れるということは、つまりそれまで通用していた構造システムが役割を果たせなくなってしまったということだ。

（構造システムのエラー……）

　隼人はどうも、その言葉が気になった。

　なんだか今、自分がとても大切なことを思い出しそうになった気がしたのだ。




　──ドクン。




　再び、隼はや人との胸の奥でなにかが反応する。

　隼人に──そう、彼に寄生したなにかが、呻き声をあげる。

（やっぱりそうだ。なにか、今大事なことを──）

「とにかく、舞まいさまも響ひびき殿も、今必要なことは争うことではなくて打開策を考えることではありませんか？」

　あやめが場に正論を飛ばした。その声に、舞と響は言い合いを止やめて、隼人たちもまた一斉にあやめの方を見る。

　しかし、舞があやめに、不満そうに言った。

「とは言っても、その手段がないから困っているのではないか。こんな状況から魔術師ウイザードを倒して、形勢を逆転する方法など──」

「ないわけではないですよ」

　舞の不満に、あやめがピシャリと言い切る。

「え？」

　呆あつ気けに取られる舞。

　驚いたのは彼女だけではなかった。

　隼人や他ほかの皆も一斉にあやめを見て、次の言葉を待つ。

「一か八かですが……」

　そう言うと彼女は、真まっ直すぐに隼人を見た。

（──え？）

　そこで花か音のんはポンと手を叩たたき、納得したように頷うなずく。

「……なるほど。というか、まぁそりゃそうだよね。もし可能性があるとすれば、それは隼人くんしか──指輪しかない、と」

　花音の反応に、不思議な表情を浮かべながら──でも、二人がなんとなく何を言っているのか理解した隼人は、困ったようにあやめを見た。

「ええっと……倒すって言っても、俺一人の力じゃどうしようもならないような……」

　確かに、隼人の指輪の力は少しずつ成長してきてはいる。

　今では契約した悠久騎士フレースヴエルグの理パーマネントのコピーまで可能だし、一同の中ではトップクラスに汎はん用よう性の高い能力であることは間違いないだろう。

　だが、それも所しよ詮せんは個人の力だ。予見書では物もの凄すごい力を持ち、世界を救うとまで書かれていたが、現実は三魔柱ソフイア一人を相手にするのも不可能なレベルである。

　とても隼人が一人頑張ったところで、どうにかなるようには思えない。

　それに、隼人より強い騎士なら既にいる。

「俺なんかよりも、花音先輩の方が断然強いように思えるんですけど……」

「無理無理、ボクじゃエイオンには勝てない。一度捕まった時にわかってるよ。きっと、そこにいるあやめさんでも無理じゃないかな」

「じゃあ、ますます俺なんかじゃ……」

　無理だ、隼はや人とがそう言おうとすると、

「強くすればいいんじゃないかな」

　花か音のんがこともなげに言った。

「……強く？」

「指輪の力があるじゃないか。それ、契約すればするほど力が上がるんでしょ？　んで、ここには五十人近くの悠久騎士フレースヴエルグがいるわけだよね」

　そこまで言って、花音の発言の意図を理解した一同は表情をハっとさせた。

　舞まいが抗議するように声をあげる。

「──な。もしかしてお前は、護樹議会ヴアルキユリアの悠久騎士フレースヴエルグをそいつと契約させろと。指輪の危険性も、そいつの善悪の真偽すらも問えないまま、理パーマネントの安全が一いち蓮れん托たく生しようとなるかもしれない行為をしろと──そう言いたいわけか？」

「そう。絶壁も同じことを考えてたんじゃないかな」

　あやめが目を瞑つぶって頷いた。

「……他ほかに方法もないですし。それでなんとかなる保証もないですが、試してみる価値はあるでしょう」

「なっ！　ちょ、ちょっと。隼人とここにいる悠久騎士フレースヴエルグ全員と契約って。な!?」

　そこに立ち上がって抗議したのは玲れい奈なだ。

　続いて、飛鳥あすかも立ち上がる。

「に、にーさんが全員と契約だなんて、そんなこと許せません！　どこの馬の骨かもわからない騎士たちと、そんなこと……！」

「皆、素性はしっかりわかっていますよ。護樹議会ヴアルキユリアで勤めるには、しっかりとした身辺調査が必要ですし」

「いえ、そういう意味ではなくですね！」

　と、飛鳥が抗議していると、その隣に座っていたあかりがボソリと口を開く。

「……でも、確かにそれはありかも」

「さ、佐さ藤とう先輩まで、なにを言ってるんですか！　だって、契約ってことは、にーさんと見知らぬ女子が繋つながっちゃうんですよ？　身も心もリンクしちゃうんですよ!?」

「それは個人的な感情。……こんな状況下だからこそ、色々と試して見る価値はあると思う。どのくらい強くなれるのかは未知数だし、それで状況が劇的に変わるとも思えないけど──」

　──それでも、なんらかの可能性はある。

　たとえ一パーセント未満だったとしても、そこに状況を変えられる可能性があるのだとすれば。

　それが、ここにいる少女たちとキスをするということで良いのならば──

（──いい、のか？）

　これまで色んな女の子とキスをしてきているのだ、今更倫理観もなにもないのはわかる。それはわかる。

　それを見ていた響ひびきが、「ふむ」と納得したように頷うなずいた。

「まぁ、試してみる価値はありそうね」

　だが一方、舞まいは露骨に怪け訝げんな表情を示す。

「馬ば鹿かな。柏かしわ木ぎの人間と指輪持ちをここに引き入れているだけでも問題なのに、そこに加えて王オーデインに手を貸せ、だと？　それに、どうにかなる保証なんてないだろう」

「では舞さま、それ以外に何か方法が？」

　舞の言葉に、毅き然ぜんとした態度で返したのはあやめだ。

「いやしかし……護樹議会ヴアルキユリアの老人どもはどうするんだ」

「このままでは全滅すると言えば嫌でも従うでしょう。そもそも、創世の執行者ニーズヘツグにこれだけ出し抜かれていたのも、先代たちの怠慢が原因です。危険分子である魔術組織の壊滅にもっと力を注いでいれば、こんなことにはならなかったはずなのですから」

　自分の上司であるはずの舞に対して、物もの怖おじすることなく強く言葉を並べていくあやめ。

（なるほど、善い人ってわけでもなさそうだけど……）

　──視点が中立で、頼りになりそうだ。

　琴こと美みが再び説明してくれる。

「あやめさんが絶壁って呼ばれる理由はね、あの他人に流されない姿勢にあるの。護樹議会ヴアルキユリア──そして悠久騎士フレースヴエルグにとって何をするのが一番いいのか、それだけを考えながら動いてる。もし、現・桜の巫み女こである神楽かぐら坂ざか舞さまを一番評価する部分をあげるとしたら、彼女を信頼して自分の参謀役として扱っていることでしょうね」

「……なるほど」

　それでいて隼はや人とを殺そうとしてきたり、護樹議会ヴアルキユリアの内情というものもきちんと見えている、バランスの良い思考の持ち主なのだろう。

「夕ゆう霧ぎり隼人、と言いましたね。いくつかあなたに提案があります」

　隼人を真まっ直すぐに見つめ、あやめが冷めた口調で言った。

「え、えーっと……なんでしょう」

「指輪の力の可能性──これは、あなたが第六因果領域の悠久騎士フレースヴエルグとなった頃ころから密ひそかに記録を付けて測らせてもらっています。騎士と契約する度に増えている力は相当なものです。──もし、この護樹議会ヴアルキユリアにいる騎士たちと契約を結ぶことができれば、あのエイオンを倒すための切り札と成り得るでしょう」

「たしかに、一気に契約すれば……」

　一人や二人なら大差というほどでもないだろうが、五十人という数になれば双心の盟フアーストリンクでも大した力になり得るかもしれない。

　だが、それでも──

「……それでも、俺が一人強くなったところで、どうにかなるものでしょうか」

　相手は個人ではなく、組織だ。

　数多くの魔術師ウイザードは勿もち論ろん、理術人形ゴーレムと悪バ魔グ。

　そしてそれらをバックアップする強力な理術具アーテイフアクトの数々。

　そんなものに対して、隼はや人とが一人どうこうしたところで──

「誰だれも、あなた一人に戦わせるなんて話はしていません。指輪の力は、あなただけでなく契約対象──相手の力も上昇させるのでしょう？　それをここの騎士全員に適用させれば、あなた以外の騎士も強くなる」

「……指輪の力で騎士の力を上げて戦う、と？」

　確かに〈律因の環ニーベルゲン〉には、契約を結ばれた相手も強く──相互的に強化されるという特徴がある。つまり一緒にいる騎士だって強くなるわけだ。

　隼人の指輪は、戦力不足に悩む護樹議会ヴアルキユリア全体の力を上げることが出来る。

「そうして、強くなった騎士たちで──こちらから仕掛けます」

「こちらから!?」

　驚いたのは隼人だけではない。

　他ほかの皆も──特に花か音のんや響ひびき、そして舞まいさえもが驚きよう愕がくしてあやめを見ていた。

「む、無理だろう。こちらは戦力がないという話なのに──」

「だからこそやるんですよ。向こうは、こちらが攻めて来る可能性を低く見積もっているはずです」

　確かに、可能性を低く見積もっていればいるほど奇襲は成功しやすくなるだろう。

　上う手まく時間帯も選んでやれば、こちらが優位に立ち回れる可能性は高い。

「エイオンさえ討てば、こちらの勝ちのようなものです。そして、相手はほぼ間違いなく第六因果領域にいます。創世の執行者ニーズヘツグは、あそこを根城にしているみたいですからね。話を聞く限り、あの因果領域の樹術式を植え替えるつもりのようですから、他の場所にいる可能性は極めて低いです」

（学園の地下か……）

　おそらく、樹術式のあるあの部屋にいるのだろう。

　リピカもそこに囚とらわれているはずである。

「というわけで、変に色々と考えずに、今から一気に王オーデインと騎士を強化。仮眠を取った後、反撃に移る。……これでどうでしょうか」

　あやめの説明を聞いた花か音のんが、ピューっとわざとらしく口笛を吹いた。

「さすが、護樹議会ヴアルキユリアの絶壁。わかりやすい提案だね。ボクも賛成だよ。他ほかに手段なんてなさそうだしね」

　舞まいの表情が明らかに苛いら立だたしいものへと変わる。

「待て待て。私は賛成しないぞ。指輪なんかに頼るなどと──」

「じゃあ、それより良い方法は？」

「ぐぬ……」

　舞が困った顔で黙ってしまう。

「だ、だが、こいつが信用できる人間かどうか、まだわからない！　指輪のペナルティもある。もし全すべての騎士と契約させて、こいつが寝返ったりやられたりしたら──」

「ペナルティ？」

「指輪の力の一つに、指輪が力を失った時に契約対象の理パーマネントも力を失ってしまうというものがある！　お前は知らないのか？」

「え？　そんなことは……」

　隼人が周りを見ると、玲れい奈なやあかり、そして琴こと美みは、バツの悪そうな顔をしていた。

「私は知っていたわよ、先に理事長に聞かされていたもの。ただ、アンタの負担になるからってみんなで黙っていただけ。……だから最初、契約するのにも反対してたのよ」

「……（こくり）」

（そ、そうだったのか──）

　確かに、そんなペナルティがあるのなら、指輪の力を安易に使うのは危険極まりない。

「それはあくまでも、指輪が力を失ったらの話です。創世の執行者ニーズヘツグは指輪の力を欲しがっている。実は安全だと思いませんか？」

「……!?」

　あやめの言葉に、舞が──そしてその場にいる全員が驚いた。

「だからこそ、創世の執行者ニーズヘツグはせっかく逃げ出した指輪持ちである彼が、まさか攻めて来るなどとは思わないでしょう。指輪が相手の手に渡れば情勢はさらに悪化。もう終わってしまったも同然になってしまうのだから。──でも、そこにこそ」

（つけいる隙すきはある、か）

　確かに、そこまで聞けば、圧倒的に分が悪いことには変わらないにしても、勝てる見込みがまったくないわけでもないように思えてくる。

　あかりが頷うなずく。

「……理りには適かなってる」

　琴美も続いた。

「間違ったことを言っているように聞こえませんね……」

　二人の反応を見たあやめが、表情を変えることなく隣の舞まいに聞く。

「いかがでしょう？　舞さま」

「……ふんっ。私は端はなからお前の案に逆らう気などないよ。お前はいつだって私にとって正しい選択を用意してくれる。お前がそう言うのならそうなのだろうよ」

「ご理解感謝します」

　それまで能面のように淡々と語っていたあやめの表情が緩み、にっこりと破顔した。

　舞はそんなあやめの顔を見て照れたのか、頬ほおを真っ赤に火照らすと、「ふ、ふん！」と言いながらプイと横を向く。

「……しかし変な話だね。あれだけ抵抗していたボクたちに協力するなんて。ボクは護樹議会ヴアルキユリアが、そんなに聞き分けの良い組織だと記憶してないんだけど」

　花か音のんが皮肉混じりに返すと、あやめが首を大きく横に振ってこれまた否定した。

「べつに私は王オーデインに協力したくないなんて思っていませんよ。ただ、今までは指輪に賛同する理由が薄かったというだけで、これからは協力した方が良いと思っているだけです。老人たちを敵に回してでも」

「……相変わらず、物もの凄すごい中立っぷりだね」

　花音が両手の平を空に向けて、呆あきれるような素振りをしてみせる。

「そもそも、悠久騎士フレースヴエルグには指輪の存在を無視することに抵抗を覚えている勢力だっていました。柏かしわ木ぎ家なんてその最たるものです。この状況で尚なお、指輪の存在を無視して勝ち目のない抗戦に出れば、反乱分子だって生みかねません」

「あはは、ごもっともだ。ボクたちだって、今キミたちが隼はや人とくんをどうにかしようとしたら、抵抗せざるを得ないからね」

「そういうことです、なので──すみませんが、夕ゆう霧ぎり隼人殿」

　あやめが真まっ直すぐに、貫くような眼まな差ざしで隼人を見て告げる。

「一度命を狙ねらったこともある手前恐縮ですが、あなたにはこの世界を救う王オーデインとなってもらいたい」





■第二章　プロジェクトキス







　護樹議会ヴアルキユリア、本殿。樹術式のある地下へと続く鏡のある、畳貼ばりの八畳間。

　その部屋の中央に置かれた場違いな椅い子すに、隼はや人とは腰掛けていた。

　彼の手前には、膝ひざを付けるようにしておかっぱ姿の少女が座り、隼人の差し出す指──そこに嵌はめられた〈律因の環ニーベルゲン〉をあたふたと慌てながら見つめている。

「え、えええっと……こ、ここにキスすればいいんですよね！」

　少女の頬ほおは真っ赤に染まっていて、凄すごく恥ずかしそうだ。

（──気まずい）

　嫌な汗がたらーっと額から落ちる。緊張しているのは少女だけではない。

　隼人もまた緊張のあまり、鼓動が高鳴り、息苦しくなっている。

（いやだって、初対面の女の子に指とはいえキスなんて……。そりゃ、する方もされる方も恥ずかしくて当然だよな……）

　隼人は、なんだかイケナイことをしているような罪悪感に駆られながら、少女の言葉になんとか頷うなずいた。

「う、うん。ええっと……なんというか、ごめんね」

「な、なんで謝るんですか！　私はべつに嫌なことをされているつもりはないんですけど」

　両手をわたわたと振りながら少女が謝ってくる。

「あ、い、いや、それはわかってるんだけど……わかってるんだけどさ……」

　それに対して、隼人もまた二度目の申し訳なさを感じてしまい、深々と頭を下げた。

　少女は護樹議会ヴアルキユリアに所属する、飛鳥あすかと同じくらいの歳としの優ゆ美みという悠久騎士フレースヴエルグだ。

　そのまま二人は視線を合わせたり視線をどこか遠くに逸そらしたりと繰り返して、やがて恥ずかしそうにして動かなくなる。

（えーっと……）

　互いの視線を停滞させ、そのまましばらくジーっと動かないまま見つめ合っていると、

「いいから早く進めなさいよ！　後ろが詰まってるでしょ、後ろが！」

　部屋の端から隼人を見張っていた玲れい奈なが、彼に対して怒号をあげた。

　玲奈、飛鳥、あかり、琴こと美み、詩し愛あの五人が、隼人が騎士たちと双心の盟フアーストリンクを結ぶところを見守って──いや、見張っていた。

「ご、ごめん……」

　隼人は少女の後ろに並ぶ少女たちに向かって頭を下げた。

　少女たちの列は本殿の外まで続き、隼人と契約を交わすために順番待ちをしている。

「作戦まであんまり時間がないんだから、早くしなさいよね！　ったくもう！」

「わ、わかってるよ……」

　そう言われたものの、初対面の相手に（指とはいえ）キスされるのには抵抗がある。

　だが、隼はや人とに拒否権はないし、流石さすがにこの状況は受け入れざるを得ないのだろう。

（やるしか……ないのか）

　隼人が困惑していると、少女が上目遣いで隼人に聞く。

「あ、あの……じゃあ、いいですか？」

「あ、ああ！　うん！」

　──ぷにゅ。

　軟らかい唇の感触が、隼人の人差し指に触れた。

「んっ……」

　少女が小さく息を漏らす。

　途端、胸の奥からぼうっと熱いエーテルを感じて、隼人は少女と繋つながったことを知る。

　僅わずかながら、力の強まりを感じたのだ。

「で、では、ありがとうございました」

　少女が隼人にお礼を言うと、そそくさと立ち上がる。

「こ、こちらこそ」

　少女がそのまま慌てて立ち去ると、次の少女が隼人の前へと出てきた。

（と、とりあえず最初の一人はこれで終わり、と。で、残りは──）

　隼人は、自分の前に形成された五十人近くいる悠久騎士フレースヴエルグの列を確認する。

（今から、この子たち全員と契約していかなきゃいけないのか……）

　なんだかげっそりとした気分になる。

　作戦開始時刻は未定だが、できる限り迅速に決行されるようだ。先程話していたとおり、時間が経たつほどに不利ということで、善は急げという流れなのだろう。具体的な段取りについては、今いま頃ごろ柏かしわ木ぎ家の人間と、護樹議会ヴアルキユリアの人間が話し合っているはずだ。

　よって、今すぐ全すべての騎士と双心の盟フアーストリンクを結ぶようにと隼人は命じられ、こんな状況に陥ってしまっているのである。

　正直、これはかなりしんどい。

（でも、やんないとな……）

　まさか、女の子に「キスをされる状況」を辛つらいと思う日が来るとは思ってもいなかった。

　だが、今はまさにそんな感じである。

　本心ではどう思っているのかわからない相手に、義務感で口付けされ、しかもその状況を親しい玲れい奈なや家族である飛鳥あすかに見張られる。

　恥ずかしいし、とても普通ではない。

（この子たち全員とこれを繰り返すのか──）

　そうして、隼はや人とは何度も少女たちと双心の盟フアーストリンクを繰り返した。

「よ、隼人くん」

　そうこうしていると、やがて見知った顔の騎士が隼人の前に現れた。

「あれ、花か音のん先輩？」

「ん？　なにを意外そうな顔をしているんだい？」

「あ、いや……そっか、そうですよね。みんなと双心の盟フアーストリンクを結ぶってことは、当然花音先輩もってことで……」

「あはは。そんなに嫌だった？」

　花音の意地悪な笑みを、隼人は慌てて否定する。

「そ、そういうわけでなく。ただ、顔見知りだし、余計に緊張もしちゃうじゃないですか」

「お、それってつまり、普段からボクのことを女として認識してくれてたってことだね？」

「ああいや、そういう意味でもなくってですね……」

　花音は普段から、シャツにジーンズといった、女っ気の薄い格好を好む。本人の趣味と騎士としてのやりやすさの両取りでそうしているとは言っていたが、本人の顔が凛り々りしいこともあって、遠目には男にしか見えないことの方が多いだろう。

　だが、近くで見れば彼女だって立派な女だ。出るところは出ているし、女性特有の色気だってある。

　むしろ、どこか中性的な雰囲気のある彼女は、滅多に出会う機会のないタイプなので、他ほかにない魅力すらも感じることが出来た。

「んじゃ行くよ、隼人くん」

「……え、ええ」

　──ちゅっ。




（ああもう、隼人くんもデレデレしちゃって……）

　琴こと美みは、頬ほおを緩ませる隼人の姿を見ながらやきもちを焼いた。

　すぐ横では、玲れい奈なと飛鳥あすかが恐ろしい顔で隼人の方を見ている。

　詩し愛あは困ったように、複雑な表情でおどおどしていた。あかりはいつもの調子だが、内心怒り狂っているのだろう。

　──みんな、琴美と同じ心情なのだろう。

　隼人のことが、好きなのだ。

「ぐぐ……ぎぎぎぎぎぎ！」

　と、そんな風に隼人を見守っていると、玲奈が突然小さな声をあげながら身体からだを震えさせはじめた。

「ど、どうしたの玲奈ちゃん」












「い、いえ、なんでもないです。ただ、ちょっと寒気というか、頭に血が昇っていく感じが凄すごいっていうか……」

「ま、まぁ、その……許してあげて。作戦を成功させるためには仕方がないことだから。その、あまり嫉しつ妬とせずに、っていうか」

「べ、べつに嫉妬なんてしてません！」

　玲れい奈なが即座に否定する。

（ああ、めんどくさいな～……）

「……でも、気になるものは気になる」

　すると、今度はあかりが、釈然としないといった声色でボソリと呟つぶやいた。

　そしてなぜか、〈土龍槍ギガトンランス〉を生み出して、その砲口を隼はや人との方に向ける。

「え、ええっとあかりちゃん、落ち着いて」

　と、そうやって一同があたふたしていると、隼人との契約を終えた花か音のんがやってくる。

「キミたちはいつでも騒がしいよね。佐さ藤とうさんは物騒なものまで構えてるけど、どうしたんだい？」

　花音のそんな言葉に、玲奈と飛鳥あすかがキっと花音を睨にらんだ。

　詩し愛あも、どこか居心地の悪そうな表情を浮かべている。

　あかりも、ジトっとした攻めるような視線で彼女を見ている。

「……んー、ボクにも理由があったり？」

　琴こと美みが苦笑いを浮かべながら答えた。

「ええっと、隼はや人とくんがあんな感じなので、みんな落ち着かない感じになっちゃって」

「あはは。なるほど」

　花か音のんが、そんな玲れい奈なたちの悪意を気にもせず、可お笑かしそうに笑った。

「ボクも今丁度済ませてきたところだけど」

「だからみんな険悪になりましたね……。間が悪いというか……」

　すると、花音がそんなみんなを煽あおるように言った。

「でも、隼人くんはべつに誰だれかのものってわけでもないんじゃないの？　だったらべつに、誰とイチャイチャしてても勝手だと思うけどなー」

　と、花音がそう言うと、そこにいた一同の表情が凍り付く。

　それを見た花音は、ますます意地の悪そうな笑みを浮かべた。

「取られたくないんだったら、告白しちゃうしかないかもね。もしかすると、あの中にいる女の子の誰かを、本気で好きになっちゃうかもよ～？　それでもいいの？　風かざ見みさん」

「な、な、なんで私に聞くんですか！」

「飛鳥あすかちゃんは？」

「あたしは嫌ですよ！　い、嫌ですけど……」

　花音に言われて、突然あたふたとする飛鳥。

「佐さ藤とうさんはどう？」

「……もしそうなった場合は、〈土龍槍ギガトンランス〉が吠ほえるだけ」

「あー、それはやめて欲しいかな。創世の執行者ニーズヘツグ倒せなくなっちゃうし。藍あい田ださんは？」

「わ、私は……べつに……」

　詩し愛あが、頬ほおを赤くして地面を見る。

　と、そこで花音はポンと両手を叩たたいた。

「じゃあさ、いっそのことみんなで今晩告白しちゃったらどうかな？　だって、みんな隼人くんのことが好きなんだよね？　恋愛なんてタイミングだし、うかうかしてると誰かに取られちゃうよ～？」

　すかさず、玲奈と飛鳥が悲鳴にも似た声をあげる。

「な、な!?」

「と、取られるって!?」

「うん。だって考えても見なよ。悠久騎士フレースヴエルグって男がいないんだよ？　そんなところにやって来たたった一人の男の子。そんな男の子がモテないはずがないよね？　しかも、今からみんなは、もしかしたら命を賭かけるかもしれない大切な戦いへ出向くわけだ。せめてその前に告白くらい──一度の間違いくらい──そう考える子が出て来ても、おかしくないんじゃないかな？」

「い、一度の間違いって！　ええ!?」

「な、ど、どういうことですかっ！」

　玲れい奈なと飛鳥あすかの表情が、まるで電流でも走ったかのような驚いたものになる。

　花か音のんがさらに、からかうように続ける。

「ボクだって、一緒に旅をしてくれるパートナーが欲しかったし、それが彼氏だったら嬉うれしいわけだし？」

「ゆ、夕ゆう霧ぎりくんにちょっかいは出さないでください！」

「……隼はや人とに手は出さないで」

　と、花音がそこまで言うと、詩し愛あが真っ赤な顔で怒鳴り、あかりは槍やりを向けた。

　すると花音は、今度はお腹なかに手を当ててケラケラと笑い始める。

「もしかすると、少しは慌てた方がいいかもねー」

　そして、ひらひらと右手を振りながら、花音は本殿から出て行こうとする。

　そこへ、すかさず琴こと美みが追いかけて小声で話しかける。

「ちょ、ちょっとどういうことですか先輩。あんなこと言っちゃって、せっかくよくなったチームワークが悪くなったら……」

　小声ながらも、琴美の声は怒気を孕はらんでいた。琴美は玲奈たちが変に隼人を意識して、他ほかの皆との人間関係が悪くなることを危き惧ぐしていたのだ。

　こんな時──今から創世の執行者ニーズヘツグを倒すため一致団結しなければならないと話している時に、そんなことをしでかしてしまうなんて絶対によくない。だが、花音は琴美の方を振り返ることもなく、あっけらかんとこう返した。

「だって、今から隼人くんの力を高めなきゃいけないわけでしょ？　だったら、みんなの気持ちを煽あおった方がいいんじゃないかな、って」

「……あ。もしかして、わざとですか？」

「ほら、みんなの隼人くんへの気持ちも強くなるかなーって。指輪の力を強くするために煽ってみたの。どうかな？」

　花音は振り返ると、真顔で琴美に告げる。

「た、確かに…。その通りですね。今の私たちの状況を考えると、隼人くんへの気持ちを煽っておくことは結構大事かも……」

「でしょ？　こんな状況だから、打てる手は一つでも多く打っておかないと。そりゃー不安はあるけど、危険を冒さずに勝てる戦場でもない。最初から博ばく打ちみたいな戦いだろうしね」

　花音の言うことはもっともだ。現在、〈樹術式〉の五割以上が創世の執行者ニーズヘツグに制圧されてしまっており、絶望的な状況でもある。

　少しでも指輪の力が高まるように仕向けるのは、当然のことだ。

「で、でも、それってちょっとだけ、意地悪過ぎませんか？　みんなの気持ちを利用してるというか……」

「ん？　もしかして、琴こと美みちゃんもみんなの気持ちがわかるから反対ってこと？」

「そ、そういう意味じゃなくってですねっ！」

　琴美が赤面しながら怒る。

「あはは。でも、ボクが隼はや人とくんをパートナーに欲しがってるのは本当のことだし、隼人くんに惚ほれちゃう騎士がいてもおかしくないとは本気で思ってるよ？　ボクは何も嘘うそを言ってないし、からかったつもりもない」

「せ、先輩も隼人くんに気があるってことですか……？」

「『も』ってことは、やっぱり琴美ちゃん『も』ってこと？」

　はっと、琴美が口を押さえる。

「だ、だから、そういうわけじゃなくてですねっ！」

「でもまぁ、これから最後の決戦なわけだし、琴美ちゃんも悔いが残らないように頑張んないとね？」

　花音がそこまで言うと、再び社務所から出て行く。

「ああもう、あの人は……」

　そんな花か音のんの背中を、琴美が困った様子で眺めた。

（でも、確かに華はな月つき先輩の言っていることもその通りよね。みんなに気持ちを自覚させれば、隼人くんとの繋つながりは強くなるかもしれないし──それに）

　これから、最後の戦いに赴くのだ。

　きっと、今まで以上に激しい死闘になってしまうだろう。

　そうなってしまえば、今後隼人と満足に話すチャンスすらほとんどないかもしれない。

　だから花音は言っているのだ。悔いが残らないようにね、と。

（……悔い、か）

　琴美は、先日ようやく自分の気持ちと向き合ったばかりだ。

　それこそ、悔いが残らないよう──騎士としての自分だけでなく、普通の女の子として隼人にキスも求めた。

（そして、そこまでした私だからこそ、華月先輩の言っていることはよくわかる）

　ただし、こういうことを考えると、まだよくわからなくなってしまうことが多いのだ。

　琴美は、自分の唇を人差し指でなぞってみた。

　あの日に隼人と交わしたキスの感触は、今もまだよく憶おぼえている。

　隼人のことを『好き』なのは間違いない。

　でも、だからどうしたいのかと聞かれると、わからない。

　なぜなら隼はや人とのことは、他ほかの騎士だって──玲れい奈なだって飛鳥あすかだって、あかりだって詩し愛あだって、特別な感情を抱いているのだろうから。

（──でも）





　　　◆






（──でも、私はきっと夕ゆう霧ぎりくんに、伝えたがっているんだろうな）

　詩愛は、頭からシャワーを浴びながらぼんやりとそんなことを考えた。

　護樹議会ヴアルキユリア本部の社務所には三人同時に入れるシャワー室があり、詩愛やここにやって来た騎士や関係者たちは、そこで身体からだを洗わせてもらっていた。場所柄、何かの都合で悠久騎士フレースヴエルグたちが集まることも多く、複数で使えるシャワー室が作られているのだそうだ。

　先程魔術師ウイザードたちと戦ったこともあって、全身は汗くさい。

　詩愛は両手にボディーソープをすくうと泡立て、全身に塗ってタオルでこすりはじめた。

（伝える、か）

　こんなこと、花か音のんが言い出さなければ意識しなかったかもしれない。

　一度は、そっと胸の奥に仕舞っておこうとすら思った、隼人への気持ち。

　言葉にすれば変わってしまうのかもしれない。

　大切なものが、大切な人たちとの関係が、終わってしまうかもしれない。

　玲奈は間違いなく隼人のことが好きだ。飛鳥だって、あかりだって。

　──もしかすると琴こと美みだって、隼人のことが好きなのかもしれない。

　詩愛が告白してしまえば、隼人だけでなく、彼女たちとの関係も変わってしまうだろう。

（だから、言わない方がよいと思った）

　否、思っていた。そう思っていたはずなのに……。

（なのに、私は今、それが良いとは思っていない？）

　──心の中で、なにかぎしりと軋きしむ音が聞こえる。

　きっと、詩愛の気持ちのなにかが噛かみ合っておらず、それが摩擦する音が聞こえたのだ。

（なにが噛み合ってないんだろう……）

　詩愛はしばらく、自分の『好き』という気持ちについて考えてみた。

　隼人のことが好きな自分。それを黙っておきたいと思う自分。

（──あ）

　そうして、すぐに詩愛は気付いた。

　隼人のおかげで彼女は、変えたいと思うことを自分の力で変えていく勇気と大切さを知った。教わった、と言っても過言ではない。

　なのに、今の状況はそれに反しているのだ。












　変えたいと思う自分と、それに臆おく病びようになる自分と。

　以前のように、誰だれかを恨むわけではない。この気持ちを消したいとも、他ほかのみなに消えて欲しいとも思わない。

　でも、自分は変えようとしていない。

　──あわよくば。運が良ければ。

　そうやって、隼はや人とが自分の方を振り向くことばかりを考えてしまっている。

（他力本願な私）

　自信だってない。勉強も大して出来ない。運動だって出来ない。

　顔は普通。スタイルだって控え目。自己採点だと、おおむねすべてが平均点以下だ。

　そんな自分が、隼人の心を射止めるなんてこと──

　……出来るはずがない？

（違う。そう考えるのが違うと教えてくれたのが、夕ゆう霧ぎりくんじゃないか）

　胸の奥がジンとなる。

　身体からだ全体が火照って、頭の中が隼人でいっぱいになる。

（もどかしい……）

　思わず詩し愛あは、シャワーのヘッドを自分の下半身に向けた。

「……っ……！」

　適度な水圧が大事な部分に刺激を与え、詩し愛あは心地良さに悶もだえた。

　心の中で膨らんでいくもどかしさを、こうすることによって消せないかとか──そんなことを考えてしまったのだ。

（駄目だ、やっぱり私、夕ゆう霧ぎりくんのことが……好きでたまらない）

　詩愛は、どうして自分がここまで隼はや人とのことを好きで仕方が無いのかを考え始めた。

　昔から自分は、妙に理屈っぽいところがある。

　だからこそきっと、自分の心の毒となっている月を消せば世界が平和になるのではないかなんて考えてしまったのかもしれないし、そのような自分が幸せになれる心の構造を作ろうとしていたのかもしれない。

（自分を助けてくれたから？　道を示してくれたから？）

　──いいや、それだけではない。

　きっと、そうじゃない。

　詩愛が隼人に強く惹ひかれるのには、もう少し理由がある。

　そしてそれは、詩愛以外の誰もが──玲れい奈なや飛鳥あすか、あかりや琴こと美みといったみんなが、隼人に惹かれている理由と、きっと同じものだろう。

　──伝えなくちゃ。

　ふと、詩愛は強く、そんなことを思った。

　戦いが始まってしまう前に、隼人に伝えるべき言葉がある。

　そしてきっとそれは、これまでの詩愛と隼人の関係を、変えてしまうものだろう。

（でも──）





　　　◆






　その晩。

　隼人は、寝床代わりに使っていた社務所の裏に出てきていた。

　作戦決行前で慌ただしいせいか、周囲にはそれなりに人が行き来している。

　皆は一様に慌てて物を運んだり、時には理パーマネントの調子を確かめたりもしている。

　隼人に気付いた何人かは、楽しそうに──時には恥ずかしそうに、手を振ってきたりもする。

　隼人はそれに、やや恥ずかしげに慌てながらも手を振って応こたえた。

　──先程、作戦決行が明朝であることを伝えられた。

　だから皆、その準備を急いでいるのだ。

　突然の伝令だが、相手に奇襲をかけるならそのくらいでないと意味がないからであろう。

（消耗しているのはこっちも一緒だが……）

　通常、使用したエーテルを完全に回復するには、数日の休養が必要だ。

　ところが、指輪の契約にはこのエーテルの回復効果もある。

　奏魂の盟ソウルリンクほどではないが、双心の盟フアーストリンクを結んだ相手と隼はや人とのエーテルは、僅わずかにいつもより早く回復していた。

　この回復効果に関してあやめや舞まいは知らなかったようだが、それを考えてもさっさと決戦は済ませてしまった方が都合が良い。

（しかし疲れた、な……）

　エーテルは回復したものの、契約を続けた隼人は、肉体への疲弊感があった。

　今まではこうやって立て続けに連続して何人も契約を結ぶなんてこと──初日に玲れい奈なたち三人と一気に契約して以来だったので、こんなにも疲れが出てしまうものだということを知らなかったが……。

　どうやら、誰だれかと繋つながり、身体からだにエーテルを流しこむというのは、それなりに肉体的な負荷のあることらしい。

（まぁこのくらい、ちょっと寝れば治るだろうけどさ）

　今はまだ、二十時頃ごろだろうか。

　周囲は山奥ということもあってか随分と暗いが、その分──

（月の綺き麗れいな夜だな）

　空に浮かぶ満月を、綺麗に見ることができた。

「……ふぅ」

　隼人は大きく溜ため息いきを吐つきながら、彼を呼び出した詩し愛あを待った。

　お風ふ呂ろで軽く汗を流した後、廊下で待ち構えていた詩愛から、社務所の裏にある桜の樹きの下に来てくれないかと言われたのだ。

　詩愛は一度部屋に戻ってから来るそうで、今、隼人はそれを待っている形になる。

（一体なんの用だろう）

　隼人には、詩愛が自分をここに呼び出した理由というものが、皆目見当が付かなかった。

　ただ、こんな状況でわざわざ呼び出したのだ。

　間違いなく、大切な話ではあるのだろう。

　と、待っているとやがて、見覚えのある影が現れた。

「お、お待たせ」

　詩愛の頬ほおは、ピンクというよりは真っ赤に染まっていた。

　まるで茹ゆで蛸だこのように火照っていて、頭から蒸気が出ているようにも見える。

「だ、大丈夫か？　なんだか熱があるようにも見えるけど……明日のことを考えたら、早く休んでいた方が……」

　さすがにその様を見て、隼人が心配になった。

「い、いえ、だ、大丈夫！　本当に！　これはそういうんじゃなくて！　た、ただ、ちょっと恥ずかしくなって……」

「……恥ずかしく？」

「ああいえ、そういうのでもなくって！」

　詩し愛あが、ぶんぶんと顔を横に振ってさらに強く否定する。

　隼はや人とは、明らかに様子のおかしな詩愛を不思議に思いながら、

「……え、ええっと、で、どうしたんだ？」

　すると詩愛は、上を見たり下を見たりと目を泳がせ、やがて逃げるように地面に視線を落とすと、おどおどと口を開いた。

「あ、あの、夕ゆう霧ぎりくんに、伝えておきたいことがあって……」

「……伝えて？」

「は、はい。そ、その……私の、気持ちというか……。あ、明日は凄すごい戦いが待ってるわけじゃない？　そ、それを考えると、伝えるなら今しかないなーって思って」

　と、恥ずかしそうに言う詩愛に、隼人は思わず何か勘違いしそうになってしまう。

　以前、玲れい奈なが隼人を呼び出した時と同じような勘違いだ。

　まさか彼女は、隼人のことが好きなんじゃっていう、そんな──

　──ドクン。

（え、ええっと……）

　でも、あの時は玲奈が隼人に話したがっていたのは別のことだった。

（落ち着け、落ち着け俺。そりゃ最終決戦前に女の子が告白しにくるなんてシチュエーション、なんだかよくありそうだし本気でそういうことも起こるんじゃないかなって思ってしまわなくはないけど、でもだからって──）

　今回もきっと、そう見せかけて違う話をされるというオチが待っているに違いない。

「え、えっとね、改めてお礼が言っておきたくて」

「お礼？」

　どうやら、やはり違ったらしい。

「ええ。……一度言ったような気もするけど、夕霧くんのおかげで、私はちょっとだけ変われたような気がするから」

「変われたって……べつに俺に逢あわなくても、藍あい田だは元からそんな風になれていたと思ってるよ」

　すると、詩愛がふふっと自じ嘲ちよう気味に笑って。

「いや、違うかも。本当は変わってなんていないんだ。結局私は、綺き麗れいなものに憧あこがれてるし、嫉しつ妬ともしちゃうし──だから今だって毎日、風かざ見みさんには嫉妬してるの。柏かしわ木ぎ先輩にだって、佐さ藤とうさんにだって、飛鳥あすかちゃんにだって。みんな凄いなぁって思いながら見てる。私、あんなに堂々と生きられないから」

「そうか？　寮に入って、藍あい田だは堂々と生きてるように見えるけど」

　すると、詩し愛あが頭上の月を見上げた。

　見事な満月で、煌こう々こうと黄色い光が地面を照らしていた。

「あれから色々考えたけどね、私はやっぱり、月が嫌いだし苦手。だってやっぱり、ズルイもの。そういう心はね、誰だれにどんな言葉を聞かされても変わらない。だから自分も変わってない。変わってないからこそ、変わりたいって思って、これが使えるんだと思う」

　そう言うと、今度は詩愛が理パーマネントである〈重力靴グラヴイテイシユーズ〉を生み出し、履いてみせた。

「……でもね、変わりはしてないけど、そんな自分が少しだけ、受け止められるようになったんだ」

「え？」

「みんなに嫉しつ妬とする自分が、仕方ないなって思えるようになった。結局、消したいのは月ではなくて、月を羨うらやむ自分自身。だから悠久騎士フレースヴエルグになってすぐは、嫉妬する自分が消せればとかそういうことを考えてたんだけど、結局そういうことでもなくってね」

　詩愛が、頭上の月を掴つかむようにしてみせる。

「周囲の人ばかり見てると、なんだか全部が月みたいに綺き麗れいなものに見えて来ちゃって、どんどん自分が汚らしい毒のようなものに思えてくることがあるの。だから私も綺麗な月になろうって思うんだけど、それはそれでどこか──高く綺麗なものを見つめすぎると、強い重力にでもあてられたみたいに、息苦しくなっちゃって」

　詩愛が、なんだか儚はかなげな視線で月を見上げる。

　憧あこがれるというより、純粋に綺麗なものを見ようとする目だった。

「風かざ見みさんはそれで上う手まくいってるけど、私は違うなって思えるようになった。ある意味諦あきらめたのかもしれないけど、でもべつに、投げやりになったってわけでもなくって。私は私の重たさみたいなのを、受け止めてあげられるといいのかな、って。そう思えて」

　詩愛が笑顔で続ける。

「私は、少しだけ自分が認められるようになった。そしてもっともっと、こんな自分を認めてあげて──好きになってあげたいと思ってるんだと思う。それが、私が変えたいと思っている私。重圧で息苦しい世界から、少しでも楽になりたいなって思ってる、そんな私。この身体からだを軽くして、心が無重力にでもなってしまえば、いつかあの綺麗な月にも手が届くんじゃないかって思えて」

　詩愛が、月に手を伸ばした。

「こんな気持ちになる切っ掛けを与えてくれた、夕ゆう霧ぎりくんにもう一度お礼を言っておきたくて。この先、何が起きてもいいように」

　笑顔でそんなことを言う詩愛を見て、隼はや人とは間違いなく彼女は変わったと思った。

　きっと彼女が手に入れたのは、自分を縛る鎖から解き放たれた──余裕だろう。

　隼はや人とは、そんな詩し愛あの言葉を聞いて、心の奥底がじわりと暖かくなるのを感じた。

　これはエーテルの温ぬくもりではない。

　藍あい田だ詩愛という女性に対する優しさと、嬉うれしさのようなものだ。

「そっか。だったら俺さ、藍田と逢あえて良かった」

「え？」

　詩愛が意外そうな声で返す。

「俺、月に憧れてたっていうかさ。……何だろう、誰だれかを助けてやらなきゃって焦燥感みたいなのに突き動かされてここまで来たから、自分が人のためになれたならそれは嬉しいっていうかさ。そういう病気みたいなのにかかっていたから、藍田からそういう風に言われると、凄すごく救われた気持ちになる」

「その病気は、私の嫉しつ妬とと違って凄く人の役に立つ病気だね」

　詩愛の言葉を聞いて、隼人はすぐに頭を振った。

「違うさ。俺のも藍田のとそんなに変わらない。誰かを助けないとって気持ちだって、結局相手に依存してるし、相手のことをいちいち気に掛けすぎている重たい気持ちだろう？　お人ひと好よしも嫉妬も、根っこは似たようなものだと思うよ」

　隼人がそう言い切ると、詩愛が不思議そうに目をパチクリとさせる。

（そう、誰かを助けなきゃいけないなんてのも──結局は病気だ。だから、〈律因の環ニーベルゲン〉だってこんなに強く反応しているんだ）

　ドクドクと、呼吸が荒くなるように鼓動を早打ちさせる、指輪の記憶。




　──助けないと。救わないと。




　自分でも整理が付かない感情に、隼人は不安のようなものさえ覚えていた。

　だからいつの間にか、隼人の表情は怖いものへと変わっていたらしく──

「夕ゆう霧ぎりくん？」

　詩愛が、心配そうに隼人の顔を見る。

「え、あ、いや……な、なんでもないよ」

　先程やったばかりなのに、また似たような失敗をして、苦く悶もんの表情を曝さらしてしまった。

　それがなんとも寂しく、恥ずかしく──

「そう、助けないとな」

　──慌てて、言い繕うように隼人は続けた。

（そうだ、今は他ほかのことなんて全すべて忘れてしまえ）

　詩愛も、そんな隼人の意気込みのような言葉に賛同するように深く頷うなずいた。

「そうだね、助けないと」

　詩し愛あも、強く頷く。

　そして、すぐに険しい表情に変わった。

「立たち川かわさんに天あま羽はねさん。学園長もそうだし、寮に残っているピートだって……」

「……そうだな」

　エイオンは、世界を平和にするために戦っていると言っていた。創世の執行者ニーズヘツグが無む闇やみに人に手を出すことはないだろう。寮にいるピートだって無事のはずだ。

　──そう、思いたい。

　と、そこで詩愛が、ふと隼はや人とから大きく視線を逸そらした。

「……だからね、最後にもう一つ、お願いがあるのっ！」

「え？」

　いきなりの彼女の言葉に、思わず隼人が聞き返す。

「……もう一つ、お願い？」

　こくんと、詩愛が大きく頭を下げた。

「そ、そのね。私がもう一歩強くなるために──いや、強くなれた証あかしとして、これだけは、夕ゆう霧ぎりくんに伝えておきたいなって思ったから」

「え、ええっと……伝えるって、どんなことを？」

「ん、んっと……」

　詩愛が、なにかを悩むような仕草をする。

　そしてそのまま、なにかを言い躊躇ためらうかのようにしていた口を、ゆっくりと開いた。

　かと思うと、急に大きな声で、

「──あのね、夕霧くん！」

「う、うん」

「……その……」

　と、詩愛がそこまで言って、身体からだをもじもじと動かし始めた。

　なにかを躊躇っているような仕草だ。

（……もしかして、やっぱり……）

「い、言っておいた方がいいかなって。そ、その、私が変わった証として、そのっ……！」

　隼人の心音が強くなる。そして周囲を見回した。

　よく見ると、周りにいた他ほかの騎士たちが、隼人や詩愛がなにをしているのかと、興味深そうにジっと見てきていた。

　それはそうだろう。こんなところで思春期の男女が、なんだか意味ありげな様子でずっと二人で話しているのだ。

　しかも、悠久騎士フレースヴエルグとはつまり女の子──それも若い子が多いわけで、必然的に護樹議会ヴアルキユリアに所属する騎士たちは、そういった話題が好きそうな少女ばかりである。

「も、もしかして、これって……」「わ、私こういう現場はじめてみた」「が、頑張って。二人とも！」「あーん、私が狙ねらってたのに」

　もしかしたらなにか甘酸っぱいことを──他ほかの人に聞かれては困るアレでソレでコレなことを話しているのではないかと疑っても当然だろう。

　と、そこへ、

「駄目えええええええええええええええええ！」

　隼はや人とたちを取り囲む騎士の中から、大声とともに玲れい奈なが現れた。

　玲奈は恥ずかしそうにわたわたとすると、ゆっくりと隼人と詩し愛あの方に近付いてきた。

「れ、玲奈……？」

「……風かざ見みさん？」

　隼人と詩愛が、驚くようにして玲奈の方を見た。

「だ、駄目よ藍あい田ださん抜け駆けしちゃ！」

「……抜け駆け？」

　詩愛が、不思議そうな表情で玲奈に聞き返す。

　そうして、すぐに玲奈が考えていることを理解したのか、ぶんぶんと頭を横に振って。

「ち、違うわ風見さん！　私が夕霧くんに伝えようとしてたのは、そうじゃなくって！……え、えっと、名前を……」

「……名前？」

　そこで玲奈は、どうやら自分が勘違いしていたらしいことに気付く。

　詩愛はべつに、隼人に告白をしようとしていたわけではないらしいということだ。

「え、え……？」

　玲奈が困惑する。

「その、風見さんたちは夕ゆう霧ぎりくんのことを名前で呼んでるけど、私は名字だったから。だから……私も、もっと近くにって思ったっていうか……その……」

「……え？」

　と、そこで玲奈は、一瞬キョトンとした後──

「な、なるほど！　隼人のことを名前で呼びたかったから……ああっ！」

　玲奈はようやく納得したのか、一度深く頷うなずいた後、今度は真っ赤になって顔をぶんぶんと横に振る。

「ご、ごめんなさい！　さ、さっき華はな月つき先輩が変なこと言ってたから、てっきり早まったのかと！」

「……変なこと？　先輩が？」

　隼人が聞くと、玲奈は再び「わぁわぁ」と叫びながら頭を左右にぶんぶんと振った。

「先輩がなにを言ってたんだ？」

「いや、なんでもないの！　忘れて頂ちよう戴だい！　忘れて！」

「え？　う、うん……そう言うなら、まぁ……」

　あまりにも玲れい奈なが必死に言うので、隼はや人とはそれ以上は聞かないことにする。

　と、隼人たちがあたふたとやっていると、

「ああもう、風かざ見み先輩はなにをやってるんですか……」

「……目立ってる」

　なぜか、飛鳥あすかとあかりが現れた。

　あかりは、隼人たちの様子をみるためにいつの間にか集まってきた、大勢の騎士たちを見回しながらボソリと言った。

　さらに──

「な、なんだ、みんなもいたのね……」

　琴こと美みまでもが、近くの茂みから現れる。

　どうやら隠れるようにして、隼人たちをみていたらしい。

「ええっと、三人まで……どうして？　というか、みんなはなぜここに？」

　隼人の質問に、玲奈たち四人がびくりと震えた。

「え、えっと、私は、そ、その。隼人にちょっと用事があったから捜してて──」

　玲奈が、慌てながら答える。

「俺に？　どんな？」

「い、いや、だからもう、そ、それはいいのよ！　いいの！」

「……いいのか？　他ほかの三人は？」

　すると、飛鳥とあかりと琴美が、なんだか白々しい様子で答える。

「あ、あたしはちょっと散歩してたら、にーさんたちを見つけたから……」

「……丁度散歩してた。玲奈と違って、隼人に用事があったからってわけじゃない」

「そ、そうそう。私もそんな感じかな～」

　どうやら、三人とも隼人に用事があった様子である。

「な、なんだかよくわからないけど、もし用事があったなら──」

「もうそれはいいの！」「みんなの前で言えるわけないよ！」「……忘れて！」「気にしないで！」

　四人が、顔を紅潮させながら大きな声を張り上げて否定する。

「そ、そうか……？　だ、だったらいいけどさ……」

「そうよ！　だから気にしないで！」

　隼人の言葉に、プイと玲奈が顔を横に向けた。

（……しかしこうなってくると、花か音のん先輩はいったいなにを話したのやら……）

　──みんながここまで焦ること、なぁ。

　花か音のんがなにを思っていたのかをイメージしてみる。

　それがどんなことなのかわかったような気もしたが、なんとなく今の隼はや人とはそれを、知らない方が良いような気がした。

「で、でも、なんだか恥ずかしいな。さっきからの全部、みんなに見られてたなんて」

　隼人の言葉に、詩し愛あの顔がますます真っ赤に染まる。

「そりゃあだって、にーさんがなにかやりださないか心配だし」

「……隼人が夜に女と二人なんて、危険」

　飛鳥あすかとあかりが、互いの言葉に頷うなずきながら言った。

「で、で、どうなんですか？　隼人くんは。詩愛ちゃんの申し出に対して」

「ええっと、それは……」

　一瞬戸惑うが、断る理由などなにもなかった。

「俺はべつに構わないよ。……むしろ、俺も藍あい田だに近付けたみたいだし。ええっと、詩愛、でいいのか？」

　隼人が名前を呼ぶと、詩愛は恥ずかしそうに下を向いたり上を向いたりした後に、

「う、うん。はや、と」

　と、声を振り絞るように返した。

　名字で呼ばれていた相手に急に名前で呼ばれ、隼人は随分と照れ臭くなってしまう。

「むー！　藍田先輩、にーさんとなんかいい感じなんですけど！　今まで味方だと思ってたのに、これは認識を改めないと……」

　飛鳥が頬ほおをぶくーっと膨らませながらぼやく。

「なんか既視感よねぇ、これ。以前こんなことがあった気がする」

　その横で玲れい奈なが、苦笑混じりに呟つぶやいた。

「そういえば、玲奈ちゃんもいつの間にか隼人くんと名前で呼び合ってたわよね」

　琴こと美みがくすくすと笑いながら返す。

「だ、だって、同じクラスなのに、よそよそしいのって嫌じゃないですか！」

「……琴美は今のままでいいの？　呼ばれ方」

　あかりが琴美に質問する。

「私はべつに、呼ばれ方でどうこうって特に思わないし」

「……年上の余裕」

「そ、それに、その先は、えーっと……これ以上仲が進んだ時でいいような気もするし。ね？　隼人くん？」

　と、急に琴美にそんなことを言われて、隼人が両手を上下に振りながらあたふたとした。

「い、いや、先って……」

「ちょっと柏かしわ木ぎ先輩。なにどさくさに紛れてにーさんに変なこと言ってるんですか？」

「……べ、べつに私は変なことは言ってないわよ。ただ、その先があるといいなー、って」

「ああああもう、だからそういうのはやめてくださいって！　というか先輩、なんだかちょっと積極的になってません？」

「え、えへへ～……」

　先日の洞どう窟くつの一件があったせいだろうか、琴こと美みはちょっとだけ発言が大胆になっているようにも思えた。

　と、その時、

　──ドクン。

　急に隼はや人との胸が大きく高鳴ったかと思うと、身体からだの芯しんから強い力の気配を感じた。

　そうして隼人は、わずかにゆっくりと、緑色の発光を始めて──

「これは……」

　隼人は、自分のエーテルが強まっていくのを感じた。

　そして、その理由は──

「指輪の力が、また上がってる……？」

　しかも、先程の五十人と契約した際のものともまた、異なるレベルの力の上がり方。

　そうこうしていると、

「あ、あれ……？　私まで？」

「に、にーさん。これ、どうなってるの？」

　今度は玲れい奈なと飛鳥あすかの身体も発光を始めて、ついにはあかりと琴美と詩し愛あまでもが、

「……強くなってる」

「え、えーっと、これは……もしかして、隼人くんとの繋つながりが強くなったから？」

「だ、だと、思います」

　まるで奏魂の盟ソウルリンクを結んだ時のようにエーテルを発した。

「で、でも、べつになにか特別なことをしたわけでもないのに……」

　隼人が、沸き上がる力に驚きながら言った。

　すると琴美が、なにかに納得したような顔で、

「……な、なるほど。確かに強くなった……」

　発言の意図がわからず、他ほかの五人が一斉に琴美の方を向く。

「なんの話ですか？」

　隼人が聞くと琴美は、

「え、えーっと、なんでもない。なんでもないから！　ま、まぁいいじゃない。力が強くなったってことだから、深いことを考えなくてもさ！」

　と、ごまかした。

「……あたしはなんだか複雑ですけど。あたしだけならともかく、みんな一斉ににーさんとの絆きずなが深まっちゃうなんて。だってこれって、みんながにーさんのことをもっと好きになって、にーさんもみんなのことを好きになったってことですよね？」

　飛鳥あすかが、再び頬ほおを膨らませながら言う。

「え、えーっと……ま、まぁ、そういう勝負は戻って来てからってことで。抜け駆けはなしで、みんなで、ね？」

「しょ、勝負って！　私、そんな気は絶対にないんですけどっ！」

　すかさず玲れい奈なが切り返す。

　飛鳥とあかりは、握にぎり拳こぶしをつくっていかにも勝負するという感じの表情になっている。

（……相変わらず、なんだか反応に困る流れだな）

　困ったように詩し愛あを見ると、彼女もまた同じような表情で隼はや人とを見てきていた。

「……その、ごめんね、藍あい田ださん……じゃなかった、詩愛。こんなことになっちゃってさ」

「ううん、そもそもこういうこと言い出した私のせいみたいなものであるし……」

　隼人は周囲を見回してみた。

　先程よりも多く集まった騎士たちが、興味深く隼人たちの様子を眺めている。

　一連の会話もすべて聞かれてしまっていただろう。

　隼人が再び、やや困ったような口ぶりで言った。

「……本当に、冗談でああいう話するにしても、場所を選んで欲しいというか」

　すると詩愛が、隼人以外の誰だれにも聞こえないような小声で呟つぶやく。

「その時は私も頑張らないとね」

「え？」

　詩愛の言葉に、隼人が呆あつ気けに取られたような顔で彼女の方を向いた。

　すると詩愛は、優しく隼人に微笑ほほえんだ。

「……ううん、なんでもない」





　　　◆






　隼人たちは作戦の時刻まで、社務所の一室で寝ることになった。寝間着にしているのは、着るものがないと困っていた一同に護樹議会ヴアルキユリアが提供してくれた浴衣だ。

　──と、それはいいのだが。

「……あのさ、その……流石さすがにこれは」

　隼人の全身に、玲奈と飛鳥、あかりに琴こと美みに詩愛と──いつもの面子めんつが、群がるようにして抱きついてきていた。

　両腕を奪い合うようにぎゅっと抱きつく玲れい奈なと飛鳥あすか。そして両足には、それぞれに琴こと美みと詩し愛あがしがみつき、身体からだの上に抱きつくようにしてあかりが乗っかってきている。

　隼はや人とは、全身を通してみんなの肌の温ぬくもりやら吐息やらを感じた。

　しかも玲奈たちは、どうも浴衣の下に何も身に付けていないらしく、隼人の肌に擦こすりつけられているのは、彼女たちの軟らかく温かい生肌の感触だ。

「ほ、ほら、さっきだって絆きずなが強くなって強くなれたわけでしょ？　だから、最後まで気を抜かずにというか、し、しっかりくっついておかないと！」

　いつもは恥じらってみせる玲奈も、何な故ぜか今日は積極的だ。

　ささやかな胸を、ぎゅっと隼人の右腕に押しつけてきた。

「ああもう、みんなよってたかって、あたしの許可もなしににーさんの身体に……」

　すると、対抗するように飛鳥も豊満なバストを左腕に押しつけてくる。

「……隼人は飛鳥のものってわけでもないから」

　あかりが、抱っこをお願いする子供のように、ギュっと隼人の胸に抱きついてくる。

「そうですよ。隼人くんはみんなのものですから」

　琴美が隼人の太ふと股ももに、しがみつきながら言う。

　その横で、詩愛が頷うなずいた。

「……うん。隼人くんは、みんなの王おうさまだから」

　──みんなの、か。

　隼人がはじめて指輪を手に入れた日にも、こうしてみんなの王であること、そうして活動していかなければならないことを、リピカに説明された。

　だから隼人は、これからも王であるために頑張らなくてはいけなくて。

　隼人が、そんなことを考えているうち、やがて周囲の皆は眠りに落ちたのか、「すー」と小さな寝息を立て始めた。

　長い時間の車での移動があった上、戦闘もあった。その疲れからも、あっさりと眠ってしまったのかもしれない。

（まぁ、明日は作戦があるからはやいしな。俺もさっさと寝ないと──）

　と、隼人が目を瞑つぶろうとした時、

「にーさん」

　まだ起きていたらしい飛鳥が、小声で話しかけてきた。

「……ん？」

　他ほかの皆を起こしてしまわないように、隼人も小さな声で飛鳥に答える。

「明日、もしピンチになったら、あたしを召喚してね。にーさんはあたしが護まもるって、決めてるから」

「バカ。俺は自分の身くらい自分で護まもれるよ。むしろ、お前を護るのが俺の役目だっつーの」

「バカはにーさんだもん。そうやってすぐに無理をしようとするんだから」

「俺は無理なんてしてないから」

「してるもん。だからいつも心配なの」

「してないって」

「してるもん」

　禅問答のように、何度も同じ受け答えを繰り返す隼はや人とと飛鳥あすか。

　やがて、埒らちがあかないと隼人が観念して飛鳥に言った。

「……わかった、わかったから。無理はしない。なにかあったら飛鳥を頼る。俺が本当に危なくなったら助けてくれ。これでオッケーか？」

　すると、隼人と約束を取り付けて安心したのだろうか、飛鳥は満足そうに笑顔で「うん」と頷うなずき、やがて目を瞑つぶってあっと言う間に「すー」っと寝息を立て始める。

（……ふぅ）

　思えば、飛鳥にもずいぶんと迷惑や心配を掛けてしまっている。

（お兄ちゃん失格だな）

　飛鳥のおかげで随分と助けられているものの、危険な目に遭あわせてしまっていることには罪悪感を覚えていた。

（本当は兄として、そういう状況から護ってやらなきゃいけないのに）

　全部終わったら、飛鳥の好きなダッツのアイスくらいは奢おごってやるべきだろう。

（さて、今度こそ俺も──）

　そう思って、隼人も目を瞑った。

　冷房もなにもない部屋だが、山の奥だということもあってか、夏なのに涼しかった。

　とても気持ち良く寝られそうな夜である。

（……ん？）

　と、隼人はそこで、自分の胸のあたりから起きている人間の気配を感じた。

（最近戦うことが増えたせいか、人の気配には敏感になったよな……）

　そして、この位置にいるのは──

「……あかりちゃん？　ひょっとして起きてる？」

　隼人が小声で聞くと、胸に頭を縦にごしごしと擦こすりつけられた。

　どうやら、起きているということらしい。

「眠れないの？」

「……ちょっと、不安」

　掠かすれるような声で、あかりがそんな答えを返してくる。

「不安って……？」

　隼はや人とがあかりに返すが、彼女はその答えを返さない。

　どうやら、答えたくないことのようである。

「いや、言いたくないならいいよ。ごめん」

　もしかしたら嫌なことを聞いてしまったのかもしれないと思い、隼人は謝った。

　すると、あかりが頭をごしごしと、今度は横に擦こすりつけてくる。

「……この戦いが終わった後、自分になにが残るんだろうって考えると不安」

「戦いが終わったあと？」

「そう。私はこれまでずっと、復ふく讐しゆうのことだけを考えてきたから。だから、今後もしそれを果たしてしまう時が来たら、私はどうすればいいのかと考えてた。もしかするとその時、私にはなにも残らないんじゃないか、って」

「……あかりちゃん」

　あかりが、隼人の胸に抱き付く手の力を強くし、ギュっと顔を埋うずめるようにしてきた。

　確かにこれまでずっと、あかりは兄と自分の住んでいた世界の復讐のことだけを考えて生きてきたのだろう。

　そのための相手を必死に捜し求めて──ようやく、見つけたのだ。

　そんな相手の所属する結社と、明日隼人たちは最終決戦を迎えるつもりでいる。

　戦うこと以外に生き甲斐のなかったあかりだからこそ、終わったあとのことを考えてしまうのはわかる気がした。

「……大丈夫だよ、あかりちゃん」

　隼人は、あかりの頭を優しく撫なでた。

「ふぁっ……」

　あかりが嬉うれしそうに、くすぐったそうな声をあげる。

「あかりちゃんがこれからこの世界でなにをするかなんて、そのあとに考えればいいさ。一人でわからなかったら、寮のみんなだって手伝ってくれると思うよ。だから、べつに未来を怖がる必要はない」

　むしろ、復讐なんてものに囚とらわれない、もっと楽しいあかりなりの生き甲が斐いが見つかるかもしれないし、きっとみんなはそうなるように協力するだろう。

「当然、俺も手伝うから」

　そう言うと、あかりがますます嬉しそうに隼人の胸にぎゅううっと自分の顔を押しつけた。

　そして、嬉しそうに、またごしごしと頭を縦に擦りつける。

（肯定、か）

　そうこうしているうちに、やがてあかりの起きている気配はなくなった。












（……あかりちゃんも寝たか）

　そうして、隼はや人とが一人だけ眠れないままに残される。

　…………。

（眠れない）

　こうなってくると、なんだか眠りたくても眠らなければという義務感のようなものばかりを考えてしまって、逆に寝付けなくなる。

　やがて隼人は、昨晩の舞まいたちとの話──構造システムの話を思い出していた。

　ずっと、隼人の中で構造システムという言葉が引っかかっていたためだ。

（……構造、か）

　物事には構造があり、起源がある。

　たとえば、悠久騎士フレースヴエルグか魔術師ウイザードになるには理パーマネントが必要で──逆をいえば、理パーマネントがあるからこそ悠久騎士フレースヴエルグと魔術師ウイザードが生まれているということにもなるわけだ。

　そうして魔術が発明され、魔術師ウイザードとなり、悠久騎士フレースヴエルグは生まれ、護樹議会ヴアルキユリアが作られた。

　そうしてこの構造の起源となっている、理パーマネント。

（……理パーマネントって、結局なんなんだろう）




『……なるほど。ヌシの妹ならその手のものを持っておっても不思議ではないし、最悪人を霊媒に使うことも可能じゃからの。可能性の高い話じゃ』

『理パーマネントの力の本質は人の魂に近い。もっとも、物理的に解明したわけでも分析したわけでもないのですが、過去の実験例からいくつもそういった結果が出ているのです』




（人の魂に似るということは、つまりどういうことなんだろう……）

　理パーマネントは因果をねじ曲げる力──つまり、既存の構造を無視して、新しい構造を生み出す力だ。

　そして、普通は女性のみが所有すると言われていて、その理由は女性に産む力があるからだとされている。

（産む力があるということは、つまり魂が宿りやすいということ……？）

　──なんとなく、理というものの確信に近付いているような気がしていた。

（もう少しで、なにかが……）

　だが、隼はや人との意識は、段々と深く落ちていって──。





■第三章　激突する因果







　翌日、早朝。

　まだ太陽は沈んだままで、周囲が暗くら闇やみに染まっている時間。

　護樹議会ヴアルキユリア本部の山に、緑色に光る扉が出現した。

　開いた扉からは無数の魔術師ウイザードと悪バ魔グ、そして理術人形ゴーレムたちが現れる。

　──〈転移扉ワープポータル〉である。

「ふふ……どうやらまだ眠っているみたいね」

　嬉うれしそうにそう呟つぶやいたのは、扉から出てきた乃の亜あだ。

『悠久騎士フレースヴエルグは本格的な立て直しを行う前に、学園を狙ねらって奇襲に出る。ならば、逆にこちらから奇襲を仕掛けてしまえ』

　そう作戦を立てたのは、元悠久騎士フレースヴエルグである鷹たか音ねであった。

　だから、他ほかの因果領域を護まもっていた理術人形ゴーレムや悪バ魔グを一度学園に呼び戻し、全力でそれらの戦力で護樹議会ヴアルキユリア本部へと赴く再決戦部隊を結成したのだ。

「……んじゃあ今度こそ、終わらせちゃおっか♪」

　乃亜の合図とともに、理術人形ゴーレムや悪バ魔グたちが山上の本部を狙う。

　大量の悪バ魔グが空を飛び、理術人形ゴーレムが駆けて社やしろに向かった。

「竜ドラゴンを召喚する余力はなかったけど、もうボロボロになった護樹議会ヴアルキユリアくらいだったら、このくらいの戦力でも十分だよね」

　──おそらく、相手は乃の亜あたちが攻めてくることを警戒していないはずだ。

　先日、奇襲した時の件もそうだし、他の因果領域の騎士たちもそうだったが──護樹議会ヴアルキユリアの連中は、自分たちが追われる立場になることに慣れていない。

　今まで、魔術師ウイザードを見付けては狩るという、追う側の立場にしかいたことがなかったからだろう。

　どうせ今回もまた、大した警戒も出来ていないに決まっているはずだ。

（鷹たか音ねは、侮りすぎない方が良いと言っていたけど……）

　だからということもあってか、鷹音や香か澄すみといった戦力の多くは、学園にとどまって様子を見ている。

　もし不利な場合は、後で援軍として駆け付けるということではあったが──

　護樹議会ヴアルキユリアの方からは、警戒しているような様子も空気も感じられない。

「……らっくしょうそうじゃんねー♪」

　見張りくらいは立てているだろうが、悠久騎士フレースヴエルグ、そして護樹議会ヴアルキユリアなんて集団は、所しよ詮せんは護まもられて育った組織だ。

　魔術師ウイザード側よりも強い立場で、相手を罰することで生きてきた強者の衆だ。

　乃亜は、かつて護樹議会ヴアルキユリアと理術具アーテイフアクトを取引していたから、それをよく知っている。

（そもそも、あのへんって利権が絡からみすぎてるのよね。今回の件だって、まさか魔術師側がここまで本気で来るって思ってなかったからこうなっちゃった、てのが大きいんだろうし）

　国と悠久騎士フレースヴエルグは繋つながっているし、悠久騎士フレースヴエルグの元を辿たどれば魔術師ウイザードでもあるわけで──

　結局は、誰だれも彼もが、本当に世界を救う気なんてないのだ。

「なんっか大人たちって汚いんだよな～。でも、だからこそ乃亜は──」

　正直でいられる。

　乃亜には、エイオンと違って、成し遂げたい大義など存在しない。

　どこまでも自分本位な、世界の外がどうなっているのかを知りたいという好奇心を満たすために戦っているだけだ。

　楽しければいいがモットー。だからこそ、戦えればいいという、同じく私欲のために暴れまわっている香澄とは気が合った。

　逆に、良くも悪くも真面目まじめな鷹音とは、どこか話が合わない。

「……ふふ。んじゃあ行こうか、みんな」

　乃亜は理術人形ゴーレムたちとともに、山頂を目指して駆け出す。

　すると、周囲に多数のエーテルの気配を感じた。

　と同時に、無数のエーテルの銃弾や矢といった射撃兵器の類たぐいが、乃の亜あに襲いかかる。

（──待ち構えられていた!?）

　どうやら、騎士側も少しは学習したらしく、乃亜たちの襲撃に構えていたらしい。

「覚悟おおおおおおおおおおおおおおおおおお！」

　刹せつ那な、周辺の茂みから飛び出した騎士たちが、理パーマネントを構えて襲いかかってくる。

「……ふんっ！　でも、このくらいっ！」

　おそらく、本部に残っている騎士は多くても五十人程度だろう。

　対するこちらは、手持ちの魔術師ウイザードだけでも五十人くらいはいるのに加えて、悪バ魔グや理術人形ゴーレムが合わせて百体ほどはいる。

　数だけでも圧倒できるはずなのである。

　だが、乃亜はすぐに、対たい峙じする騎士たちの動きが先日戦った時に比べて俊敏であり、強化されているのを実感した。

（強くなってる？　この短期間で？）

　一昨日おととい出会った時より、僅わずかながらパワーが上がっているのがわかる。

　エーテルは消耗したままなものの、根本的な質が強くなっているのがわかるのだ。

　その差は、通常の魔術師ウイザードでは気付かない程度のものだっただろうが、勘の良い乃亜はすぐにわかった。

（……もしかして指輪の力かな。なるほど）

　どうやら、何もせずにただ襲撃を待っていただけではないらしい。

「でも、このくらいならっ──！」

　乃亜は、自分に襲いかかる騎士たちを理パーマネントで一網打尽にすると、数人の魔術師ウイザードを引き連れて、隼はや人とがいるであろう本部中央にある社務所を目指した。

（とりあえず、狙ねらいはおにーちゃんかなっ。捕まえたら戻って来ていいって言われてるし、そこからは香か澄すみあたりにお任せしちゃうってコースで──）

　と、乃亜が目的地に続く長い石段を駆け上がっていた──その時である。

　これまでとは違う強い気配が現れ、巨大な太刀を力任せに振り上げながら乃亜へと飛びかかってきた。

「──なっ！」

　思わず、乃亜が持っていた鋸のこぎりで斬ざん撃げきを受け止める。

　カキンと、刃同士がぶつかる鈍い金属の音が周囲に響いた。

　乃亜の背丈くらいはある日本刀。

　三魔柱ソフイアである、彼女をも凌しのぐ凶悪なエーテルの量。

　顔を確認するまでもなく、刃を交えている相手が誰だれだかわかった。

「絶壁ね」

「その通りです。乃の亜あ殿」

　──即座。

　乃亜が理パーマネントの力を駆使し、あやめの理パーマネントを解体出来る線を見極めようとする。

　が、あやめは刀を、決して弱点を斬られないように動かした。

　巨大な太刀を、軽々と素早く捌さばいたのである。

（手を止めると解バ体ラされるのがわかってるから……）

　それがわかっているから、そうならないように手数で補おうとしているのだろう。

　しかも、相手の一撃は重たい。

　このまま斬ざん撃げきを受け続ければ、乃亜の鋸のこぎりの方があやめの刀の重みで、粉砕されてしまいそうである。

　すかさず乃亜はあやめから離れると、今度は他ほかの魔術師ウイザードたちに一斉に襲わせた。だが、魔術師ウイザードたちは理パーマネントを取り出すより前に、あやめが振り動かした刀で全身を斬きり刻まれてしまう。

　瞬間、魔術師ウイザードたちの纏まとっていた理パーマネントは砕け、ローブも破れ、下着だけとなった少女たちが恥ずかしそうにしゃがみ込んだ。

「解体の力など使わずとも、エーテルの流れというものを見極めれば自然と急所はわかるものです。人に流れる気と同様に」

「流石さすが、不動の絶壁と呼ばれた剣士だね。でも──」

　乃亜がそう言うと、今度は五人の魔術師ウイザードがあやめを取り囲んだ。

　複数人がかりで、一気に倒してしまおうという算段である。

「さて、指輪を持ったおにーちゃんはどこ？　出してくれるなら、命くらいは保証してあげてもいいけど」

「所在は教えるわけにはいきませぬ。どうしても教えて欲しいというのなら」

　あやめがそう言おうとした、その瞬間──

　いきなり、周囲から巨大な炎の化け猫が大量に出現して、魔術師ウイザードたちに襲いかかった。

「なっ!?」

　魔術師ウイザードたちは、化け猫を相手にするのに必死となる。

「──この炎は……！」

　乃亜は、巨大な緑色の光が溢あふれる本殿を見た。




　護樹議会ヴアルキユリア本部。本殿内の板張りの大広間で、神楽かぐら坂ざか舞まいは一人、扇子の形をした理パーマネントを振るいながら舞い踊っていた。

「……あやめ、外は任せたぞ！」

　理パーマネント、〈天照舞踊扇アマテリウス〉。

　自らを樹術式のような存在とし、事象を生み出す神を模して、自我を持つ生物を『舞踊』によって創つくり出す、召喚の力を持った理パーマネントである。

　召喚された生物たちは非常に強力で、悪バ魔グや理術人形ゴーレムを大きく上回る力を持つ。数多あまたの召喚獣たちに囲まれて、無事にいられる魔術師ウイザードはほとんどいなかった。

　広範囲に対する強力で圧倒的な殲せん滅めつ能力。

　が、この兵器には致命的な欠点があった。

　まず、舞踊を行うための『場』を準備する必要があること。

　これは、簡易的な魔術式のようなもので、エーテルによって描かれたルーン文字のサークルの上に、数本の理の欠片ミスリルを設置することによって完成されるものだ。

　つまり、この力を使うには事前に準備を行った現場を選ぶ必要がある。

　待ち伏せてしか最大限の力を発揮出来ない理パーマネントなのである。

　しかも呼び出した獣たちは、必ずしも舞まいの言うことを聞くというわけではない。

　時には相手を選ばず、無秩序に破壊の限りを尽くす。

〈天照舞踊扇アマテリウス〉の持つ召喚の力は、味方を巻き込んでしまう危険性を孕はらんだ、危ういものなのである。

　今、この場所に残った騎士たちは、この被害を受ける覚悟を持ったものばかりだ。

「あとは頼んだぞ、指輪の王オーデインと柏かしわ木ぎの人間！」

　舞の紡いだエーテルが具現化し、一際大きな猫──いや、九つの尾を持つ狐きつねが生まれた。尾の先端には、めらめらと燃えさかる炎がぶらさがるようにしてついている。

「……いけ、我が僕しもべよ！」




「これは……桜の巫み女この召喚術だね……」

　乃の亜あが、突如出現した巨大な狐を見上げながら、呆ほうけるようにして呟つぶやいた。

「でも、こんな派手なことをしたら、ここにいる騎士たちも──指輪を持ったおにーちゃんたちもただじゃ済まないよ？　だいたい、乃亜たちにはまだ学園に控えた鷹たか音ねや香か澄すみたちが──」

　と、乃亜が「ん？」と自分の言葉に首を傾かしげて──すぐに間違いに気付いた。

　あやめがくすりと笑う。

「ようやく気付いたみたいですね。私たちはあなたたちの奇襲に備えていた──そのわりには、この周囲の護まもりが随分と手薄だったことに」

「……もしかして、乃亜たちは一足遅かったってことかな？」

「そういうことです、三魔柱ソフイアの天才殿。今ごろ夕ゆう霧ぎり殿たちは、柏木の人間や一部の騎士たちとともに学園を目指しています。あなたたちのボスを討つためにね」

　すると、乃の亜あが楽しそうにくすくすと笑う。

「んー……なるほど。一応、鷹たか音ねの読みは当たったわけだね。向こうは向こうで、護まもりを残しておいて正解だったわけだ」

　あやめが頭を振る。

「それを知って尚なお、あなたたちがここに戦力を傾けた時点で、この読み合いは私たちの勝ちですけども」

　と、ここに来てようやく、乃亜が呑のん気きそうな表情を真面目まじめなものにする。

　そうして、鋸のこぎりをあやめに向かって構えた。

「それはどうだろう。乃亜はここを墜おとすつもりできたんだもの。さっさとこっちをやっつけちゃって、鷹音たちに合流すればいいって話だよね。この獣たちだって、あそこで踊ってる巫み女こ自身を止めれば終わる話」

「それが出来ればの話ですけどね」

　あやめが刀の剣線を、乃亜の喉のどに向けた。

「妖あやかしの理パーマネント、〈村正〉。これまで砕いてきた理パーマネントの分だけ硬度をあげ、我が武器であるとともに打を防ぐ盾となっています。──私は、巫女に仕える最強の壁。越えられるものなら、越えてみなさい」
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「始まったみたいですよ」

　激しく揺れる車内の後部座席にて、響ひびきが携帯の通話を切りながらそう言った。

（いよいよ、か……）

　響の隣に座っていた琴こと美みは、とうとう戦いの火ひ蓋ぶたが切られたことを確認する。

　車を運転しているのは一かず葉は。その隣に座っているのが花か音のん。

　四人が乗った車は、柏かしわ木ぎ家のメンバーが乗車した車両を引き連れながら、かつて隼はや人とたちのいた因果第六領域を目指して走っていた。

　目的地は勿もち論ろん、リピカの囚とらわれた学校である。

「でも、良かったの？　琴美ちゃんは、隼人くんのことが心配だったりはしないのかな？」

「……またそうやって、含みのある言い方をして人をからかう。よくないですよ、華はな月つき先輩。私、そういうからかい方、あまり好きではありません」

「あはは、ゴメンね。あまり面白くて、つい」

　すると、響まで嬉うれしそうに会話に加わってくる。

「ま、彼との婚姻話については、この戦いがすべて終わってから、ということで」

「もう、お母さままでっ！　というか、いつの間にそんな話にまでなっているんですか！」

「うふふ。だってあんなにいい物件、この先見つかるとは思えないもの。琴こと美みにはきちんと確保してもらっておかないと」

「でも、オッズが高いみたいですよ？　他ほかの子たちも狙ねらってますし。ほら、ボクたちみたいな仕事をしてると、自分のことを理解してくれる男の人って中々いませんからね。そういう点でも、隼はや人とくんは最適」

「あら、いくら華はな月つきさんとはいえ、娘の未来の旦だん那なは渡しませんよ？」

「それはこっちの台詞せりふかなー」

「なんで二人は争っているんですか」

　琴美は呆あきれてみせたが、彼女たちがべつに本気で言い合っているわけでないのはわかる。

　これから、熾し烈れつな戦闘に赴くのだ。

　緊張を少しでも和らげるため、雑談で気を紛らわせようとしてくれているのであろう。

「さて、そろそろ着きますよ～」

　と、見覚えのある道を爆走して、ようやく学校の正門が見えた──と同時に、一かず葉はは爆走させていた車を急停車させる。

　──近くから、待ち構えるような無数のエーテルの気配を感じ取れる。

　キキイイイイイっと激しいブレーキ音が車内を揺らすと、琴美たちはその反動に勢いづけられるようにして車から飛び出た。

　そして、地面に転がることもなく真まっ直すぐに立つと、理パーマネントを生み出した。

「──接続コネクト、〈自在の水衣フエイズドレス〉」

　同時に、併走していた車も停車して、中から銃火器で武装した柏かしわ木ぎ家の人間たちも現れる。その中には双ふた葉ばもいた。

「魔術師ウイザード……やはり待ち構えてましたね……」

「……みたいだね。護樹議会ヴアルキユリア本部に向かっているせいか、数はそこまで多くはないみたいだけど……」

　花か音のんの前向きすぎる発言に、響ひびきが困ったように花音に突っ込む。

「とはいっても、魔術師ウイザードだけでも十人くらいいそうですよ。悪バ魔グも少々。それに一人、凄すごく大きくて、懐かしい気配が──」

　やがて気配の主が姿を現すと、理パーマネントである鎌かまを大きく振り上げて、琴美たちに向けた。

　上品な縦ロールの髪と、挑発的な切れ長の目。ボンデージのような露出の高い理術具アーテイフアクトに身を纏まとった女の姿を、そこにいた一同はよく知っていた。

　それは、かつての戦友であり、娘であり姉でもあって──

「鷹たか音ね！」

「きっと皆さんならここに来ると思っておりましたわ」

　どうやら、琴美たちが来ることを先読みして学園周辺で待機していたらしい。

　響ひびきの顔が、鷹たか音ねの顔を見て曇る。

「また少し変わりましたね、鷹音」

「お母さまこそ、またお歳としを召されたみたいで。顔の皺しわが増えてますよ？」

「……あれから時間も経たちましたから当然でしょう。いつまでも若くいられるなら、あなた程度──私が倒して差し上げたのですけど」

　騎士としての力は、加齢とともに弱まっていく。

　今の響には、理パーマネントを行使する力は残っていない。

「力を失ってもなお、人を率いる立場でいることを強制される。護樹議会ヴアルキユリアの都合のため、自分の自由を捨ててでも過去のしがらみに奉仕する。哀れなものですわね」

　鷹音の馬ば鹿かにするような言葉に、響は怒りもせずに余裕そうに笑った。

「あなたの言いたいこともわからないでもないけど、お母さんはお母さんなりに楽しく人生を謳おう歌かしてるつもりなんですけどね」

「……誰だれかに利用されているというのに、ですか？」

「人間なんて大なり小なり人に利用されて生きているものです。いちいち腹を立てていたら、生きづらくなってしまうもの。でも、鷹音はそれが我慢ならなかったのよね」

「──っ！」

　響の話に、図星をつかれた鷹音が怒りを滲にじませる。

　と、そこで琴こと美みが響の言葉を止めるようにして前に出た。

「……琴美？」

「べつに、それ以上は言うまでもなくわかってます。私も、お姉さまも」

　柏かしわ木ぎ家の不幸とか、悠久騎士フレースヴエルグとしての宿命とか、そういうのはみんなわかっているのだ。それこそ、響だってわかっていて演じていたことではあるのだ。

　それは、今更あれこれ口論したって仕方のないことである。

「お母さま。お姉さまとは、私が決着をつけます。お母さまと柏木家の者は悪バ魔グたちを。華はな月つき先輩は、他ほかの魔術師ウイザードをお願いします」

　琴美の言葉に花音が驚きながら聞いた。

「一人で戦うの？」

　琴美は迷うことなくこくりと頷うなずく。先日まで、数人がかりで相手にしていたような化け物だ。花音ならともかく、琴美が一人で戦えるような相手ではない。

　それでも──

「私以外の柏木家の者が現役の魔術師ウイザードを相手にするには無理があります。なので、先輩には残りの全員をお願いしようかと……」

　べつに琴美は、無茶を言ったつもりではなかった。

　いや、やろうとしていることは無茶なのだが、琴美たちの戦力と相手の戦力を考えた時、琴こと美みばかりが無茶なことをしているわけではない。

　理パーマネントの使えない柏かしわ木ぎ家の人間に悪バ魔グの討伐を任せるのも随分と危険なことだし、花か音のん一人に他の魔術師ウイザードすべてを相手にしろなんていうのも、無茶苦茶なお願いである。

「……確かに無茶を言うねぇ。んで、琴美ちゃんは鷹たか音ねの相手をしたいと」

「わがままですみません。でも、お姉さまと決着をつけるのは、私の役目だと思ってるんです」

〈越因騎士団イクシード〉の最年長として、三魔柱ソフイアの一人くらいは討ってみせる。

　琴美が水衣から鞭むちを生み出すと、それを地面に振るって、アスファルトに超水圧による亀き裂れつをつくった。

「そのために、私はここにいるのです」

　琴美の水衣が、強力なエーテルの勢いで激しく波立ちはじめる。

（そう、すべてはこの日のため）

　自らの運命を受け入れ、騎士としての自分を磨き続けてきたのは、姉を自らの手で止めて──柏木家の悪あしき因縁を断ち切るため。

　だから、もっと強く変わりたかった。

　──大丈夫、今の私なら。

　琴美の〈自在の水衣フエイズドレス〉が、神々しい緑色に発光していく。

　理パーマネントが真価を発揮し、悠久神化エターナルエヴオルブの領域へと突入したのだ。

　今までは決して辿たどり着くことの出来なかった、理パーマネントの力の全すべて。

　琴美は、試練の洞どう窟くつを乗り越え、そして隼はや人ととの繋つながりを深く強いものとすることによって、いつの間にかその領域に辿り着けるようになっていた。

「ふふ、少しはやるようになったみたいですね。でも」

　が、鷹音も〈漆黒の死鎌デスゲイズ〉を構えると、同じように悠久神化エターナルエヴオルブの領域に力を解放した。

「わたくしも、その程度のこと造作もありませんわ」
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　琴美たちが鷹音と戦いをはじめた、その一方。

　学校の裏手に、ひっそりと数台の車が停車した。

　うち一台から現れたのは、飛鳥あすかとあかりだ。

　他ほかの車からは、突入作戦をバックアップすることになった護樹議会ヴアルキユリアの騎士たちが続々と降りてくる。五十人近くいた騎士たちのうちの半数近くである。

　あかりが、やってきた騎士全員が車から降りたことを確認すると、コンクリ壁に身を隠しながら、学校への裏門を眺めながら言った。

「……上う手まく行ったみたい。こっちは静か」

「だねぇ。そりゃ、あれだけ先輩たちが派手にエーテルをバラ撒まきながら向かってくれれば──」

　学校を正面から攻めた琴こと美みたちは囮おとり役だった。

　車内では予あらかじめ花か音のんが理パーマネントを発現させ、それを車載していた理術具アーテイフアクトで周囲に拡散。彼女の持つ圧倒的なエーテルを周囲に報しらせて、敵が攻めて来ていることを魔術師ウイザード側にわざと教えていたのだ。

　どれだけ上手く奇襲を仕掛けられたとしても、創世の執行者ニーズヘツグが何も対処をしていないとは考えにくい。おそらく、護樹議会ヴアルキユリア側をいくつかの戦力で攻撃してくるだろうし、学校側の護まもりも固めているだろう。

　これが響ひびきや花音、あやめたちの最終的な見解だった。

　あかりたちの部隊は、学校に対する背後からの奇襲を担当していた。

　こちらの部隊を仕切っているのは、あかりである。

　抜ばつ擢てきされた理由は、単純に悠久騎士フレースヴエルグとしての能力の高さに加えて、周辺に対する土地勘があり、何より護樹議会ヴアルキユリアに所属する騎士たちと以前から面識があったことである。

　あかりは、第六因果領域の悠久騎士フレースヴエルグとなる前、一時期各地や各因果領域を巡り歩いていた時、その先々でコネクションをつくってきていた。

　年齢と冷静さに些いささか不安はあるが、号令を出す役として彼女以上の適任者はいない。

「……じゃあ、みんな行こう。本当に危なくなったら各自勝手に退避。もし敵と遭遇した場合は抗戦しつつ、エイオンがいるであろう理事長室の地下を目指す。目的はエイオンの討伐と、第六因果領域の巫み女こである月つく詠よみリピカの保護。では──」

　あかりが後ろにいた騎士たちの方を見て、珍しく大きな声を出して言う。

「作戦開始」

　あかりがその言葉とともに、裏門を抜けて学園敷地内へと駆け込んだ。

　学校内に、生徒らしき人影は一つもない。

　まだ早朝なので当然だろう。

「佐さ藤とう先輩、この調子だったらすんなりと行けそうですね」

「うん。真正面からぶつかれば勝ち目は薄い。陽動が成功してくれて助かった」

「よーし、じゃあこのまま相手のボスを倒して、にーさんにいっぱい褒められちゃいましょう。あ、先に頭を撫なでてもらうのはあたしですよ？」

「……いや、それは私」

「いいや、あたしです」

　この時点ではまだ、あかりたちはまだ理パーマネントを発現していなかった。

　下手にエーテルを出すと、中に残っているかもしれない魔術師ウイザードたちや、琴美たちが引きつけてくれているであろうそれらに見つかる可能性が高いからだ。

（出来れば、このまま敵に見つからず……！）

　あかりが、学生寮へと続く体育館裏を一気に駆け抜けながら、このまま寮を制圧出来るんじゃないかと淡い期待を抱いていた──

　その時、だった。

　──ドカアアアアアアアアアアアアアアン！

　突如体育館が派手な音を立てて爆発して、すぐ傍そばを走っていたあかりたちを巻き込む。

（なっ!?）

　体育館の窓ガラスがバリイイイイイインと派手な音を立てて破砕し、板張りの外壁が物もの凄すごい音を立てて吹き飛んだ。

　周辺に植えられていた植木も粉々になり、あかりの小柄な身体からだが爆風で吹き飛ぶと、何度も勢い良く地面に叩たたきつけられる。

「──っ！」

　あかりは自分の身体が吹っ飛ばされながらも、

「──接続コネクト、〈土龍槍ギガトンランス〉」

　すぐに理パーマネントを発現させて、受け身を取るようにして立ち上がりながら槍やりを構えた。

「ったた……大丈夫ですか、佐さ藤とう先輩」

　砂煙の中、近くから飛鳥あすかの声が聞こえてきた。

「……うん。何かいる、気をつけて！」

　後ろに続いていた他ほかの騎士たちも、攻撃に巻き込まれたことに気付いてすぐ、理パーマネントを発現して構えた。

　あかりは慌てずに、周囲を囲んだエーテルの気配と──その人数を計算する。

（おそらく十……いや、二十以上はいる。これだけの数が一度にとなると……？）

　寮に近いこの体育館で、待ち伏せしていた部隊がいたということだろう。

　陽動作戦を読まれていたのだ。

　やがて砂煙が消え、視界がクリーンになると、そこから見覚えのある巨大な銃剣を持った女が現れた。

「くくく、こっちで待っていて正解だったってことだなぁ！」

　その声は、あかりにとって誰だれよりも聞き覚えのある声。

　決して忘れることの出来ない、呪のろわしき相手だ。

「……香か澄すみ！」

「くはは！　まさかここに来て、ちっこいのが来るなんてな。なんたる偶然、なんたる悪運。腐れ縁もここまで来ると、神さまの悪戯いたずらに感謝したくもなるわなぁ！」

　香澄たちは、琴こと美みたちの部隊が陽動である可能性も考えて、寮に近いこの位置から守備をしていたのだろう。

　香か澄すみは巨大な銃剣をあかりに向けると、遠慮なく銃撃を開始した。

「──っ！」

　あかりはすかさず横に跳んでそれを避よけると、〈咆哮する土龍エーテルボム〉でお返しをする。

　しかしその一撃は、香澄が避けることなく剣で喰くらう。

〈弐銃剣デユアルイーター〉の持つ力。敵の攻撃を喰らい自身のエーテルとしてしまう、理力捕食エーテルドレインだ。

　そこへ、四人の護樹議会ヴアルキユリアの騎士が四方から香澄に襲いかかったが、エーテルを喰らってパワーアップした香澄はその力を使って、

「……しゃらくせぇ！」

「「「「きゃあああああああああああああああああ！」」」」

　思いきり、円を描くようにして剣を振り回し、迫っていた四人の騎士たちを一撃で吹き飛ばした。バタバタと、斬きりかかっていた騎士たちが地面に倒れる。

「残念だったな、ここまでお膳ぜん立だてした作戦に失敗して。お前たちで潜入して一気にエイオンを倒す気だったんだろうが、そうは行かないように寮がすぐ傍そばに見えるこの位置で見張ってた、ってわけでな」

「……読まれてた」

「そういうことだ」

　くすりと、香澄が笑う。

　飛鳥あすかが困ったようにあかりに相談した。

「佐さ藤とう先輩、どうするんですか？　しかも相当ヤバい相手じゃないですか」

　飛鳥が心配するのも無理はない。以前、隼はや人とや玲れい奈な、詩し愛あと琴こと美みを含む全員で歯が立たなかった相手だ。

　若干こちらの方が数は多いものの、それでも向こう側の数とこちらの数はほぼ五分五分。いいとこ、飛鳥と二人がかりで相手に出来るといったレベルだろう。

　だが、この状況に選択肢などなかった。

（それに、これは考えようによっては私にとって幸運。私が理パーマネントを持った意味を、悠久騎士フレースヴエルグとして戦ってきた理由に決着をつけるチャンスでもある）

　あかりはすうっと息を吐くと、冷静さを忘れぬまま──以前のように動じることはなく、ゆっくりと香澄に向けて槍やりを構え直す。

「……倒して、前に進むのみ」

　──怒りに我を忘れることはするな。

　ただ、この怒り望みを、果たすのみ。

　あかりの言葉を聞いて、香澄がにいいいいっと満面に笑みを浮かべる。

「くはは！　面白い！　決着をつけようじゃないか、ちっこいの！」

　と、香か澄すみがあかりを挑発したかと思うと、今度はすぐ傍らから飛鳥あすかが〈守護双斧ガーデイアクス〉を勢い良く投げて狙ねらった。

「……んぬっ！」

　──カキンッ！

　すかさず、香澄が銃剣を振り上げて二本の斧おのを弾はじく。

「あなたの相手は、佐さ藤とう先輩だけじゃないよ。にーさんの世界を護まもるためにも、あたしがアンタをぶっ倒してやるんだからっ！」

　飛鳥の威勢の良い啖たん呵かを聞いて、再び香澄が笑った。

「ふふ、面白い！」
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「……みんな、大丈夫かな」

　上空から学校の様子を眺めていた詩し愛あは、あかりたちも敷地内で交戦を始めたのを確認して呟つぶやいた。

「信じるしかないさ。それより、そろそろかな」

　学校から少し離れた位置の上空に、地上を見下ろす三つの影があった。

　隼はや人とと玲れい奈な、それに詩愛だ。

　いや、正確には三つの影というよりは──

「だ、だったら早く行くわよ！　いつまでこうしているのよ！」

「……あ、あんまり暴れないで玲奈ちゃん」

「ちょ、二人とも揺らすな。離れたら見つかるだろ」

「わかってるけど！　わかってるけど！」

　三つの影というよりは、三人が一つとなった影、という表現が正しいのかもしれない。

　まるで彼を抱き枕まくらか何かに見立てているような体勢で、三人は寄り添うようにして空を飛んでいた。

　隼人の胸板には、前方から抱きつく玲奈の胸が、背中にはやっぱり詩愛の膨らみが、ぎゅうううっと押しつけられていた。目の前には玲奈の顔があり、後頭部には詩愛のそれがある。下半身もまた、三人のものがそれぞれもつれ合うようになってしまっていた。

　少しでも頭を揺らしたりすればぶつかってしまうし──と、そんな状態だから、隼人は男性特有の生理現象というか、よくないものも起立しそうになって──

（……や、やばっ！）

　特に、玲奈の太ふと股ももがよくない。露骨にそこにぶつかっているのだ。こんなものを当てられていたら、いくら拒否をするにも限度というものがある。

　隼はや人とはなんとか身体からだをずらし、そこには玲れい奈なの足がぶつからないよう体勢を変えようとするも、今度は触れ合う玲奈の胸と自分の胸が擦こすれ合ってしまって──

「ぁっ……だ、だから、なんで動いてんのよあんたはっ！　やめてってば！」

「い、いや、そうは言ってもですね！」

「……は、隼人くん。わ、私も、あんまり動かれると、その……もぞもぞして、こそばゆいっていうか、んっ……！」

「あああ、わかった。ごめんごめん、もう動かないから！　じっとしているから！」

（が、頑張って堪こらえるしかないのか……）

　そこまでして、三人がどうしてわざわざこんな状態で空を飛んでいるのかといえば──

「で、でも、認識切断インビジブルにこんな使い方があったなんてな」

　隼人が、なんとかこの状況から意識を切り離そうと、誤魔化すようにして言った。

　──今まで隼人は、認識切断インビジブルの効果は自分の姿を消すのみのものだと思っていた。

　だが昨晩、学校への具体的な侵攻作戦について話し合う過程で、花か音のんがそれに疑問を呈したのだ。

『だって、隼人くんが着用している衣服も一緒に消えているわけだよね？　つまりさ──』

　隼人と物理的に触れているもの──もしくは何らかの形でエーテル同化しているものに対して、この効力は適用されるのではないかというのが、花音の推測であり、実際にそれは正しかった。

　つまり、隼人に密着さえしていれば一緒に姿を消すことができる。

　──これを駆使すれば、学校に侵入する際、魔術師ウイザードたちにバレるリスクを極限まで抑えることができるのではないか。

　それでも、通常時であればエーテルの気配ですぐにバレてしまうだろう。だが、激しい戦闘が起こっている状況であれば、目視できない相手の気配を辿たどって見付けることは難しい。

　正門の部隊と裏門の部隊、その両方を囮おとりにした上であればおそらく気付かれないはずだ。

　──つまり、隼人たち上空部隊こそが、本命の突入部隊である。

「ん、んじゃあ、一気に行くわよ詩し愛あ。隼人は変なとこ触ったらぶっ殺すからね」

「あ、ああ」

（触るとか触らないとか、そういう状況でもない気がするが……）

　口に出しても怒られるだけな気がするので、隼人は黙っておくことにする。

　そうして、三人はゆっくりと学園上空を飛行して、寮の上までやってきた。

「じゃあ、降りるわよ。庭でいい？」

「いや待て──直接、理事長室の窓から入ろう」

「窓から？　開けていくの？」

「今、俺たちは透過しているわけだろ？」

「あ……なるほど」

　認識切断インビジブルは、上う手まくコントロールすれば障壁をすり抜けることも可能だった。おそらく、数人は魔術師ウイザードが潜伏していると思われる寮を渡るよりは、直接理事長室に出た方が早い。

「行くわよ。詩し愛あも」

「……うんっ！」

　玲れい奈なが意気込むと、そのまま窓ガラスに体当たりするようにして理事長室へと飛び込んだ。

　見慣れた黒革のソファーに、〈因果観測機エヴエレツト〉を乗せた机が視界に入る。そのソファーに腰をかけていた見張りらしき魔術師ウイザードは、見えていないはずの隼はや人とたちの方を向いた。

　部屋に侵入してきたエーテルの気配でわかったのだ。

「誰だれだ！」

　魔術師ウイザードが、木製の槌つちの形をした理パーマネントを生み出した。

　こうなってしまっては意味がない。

　すぐに玲奈と詩愛は隼人から離れ、それぞれの理パーマネントで魔術師ウイザードに襲いかかった。

　魔術師ウイザードが槌を振り上げるやいなや、玲奈は〈天翔覇者エリアルブレイド〉を切り上げるようにして槌を弾はじく。

　続いて、詩愛の重力の乗った一撃が魔術師ウイザードの腹に放たれた。

「ぐぁっ……」

　バサリと、情けない声をあげながら魔術師ウイザードが床に倒れる。

「見張りが一人で助かったわね。おかげでスムーズにいけそう」

「……とはいえ、下で見張っていた魔術師ウイザードたちが気付いてすぐに駆け付けてきそうだけどな」

　間違いなく、今隼人たちが戦った気配には気付いただろう。

　隼人たちはすぐ、一斉に部屋にあった本棚を横に動かして、その裏にあるエレベーターの扉を開いた。

「チン」という音とともに、鉄製のエレベーターの扉が開いた。

　するとその時、理事長室のソファの陰から、

「にゃあああああああああああああ！」

「……ピート!?」

　聞き覚えのある声が聞こえてきて、慌てて詩愛が駆け寄る。

　今、この戦闘領域は〈赤気結界オーロラフイールド〉が展開中のはずだ。

　おかげで他ほかに被害が出ることはない。

　にも拘かかわらずピートがここにいるのは、普段、隼人たちとずっと一緒にいるせいで、魔術や理術具アーテイフアクトが生み出す世界の切り替えの影響を、受けにくくなっているせいだろう。

　そして、どうやらこの騒動の中、理事長室に逃げ込んできていたらしい。

　と同時に、理事長室のドアがバタンと開いて、二人の魔術師ウイザードが現れた。

「くそっ、いつの間に中に入ってきてたんだ！」「男!?　ということは、魔ロ王キか！」

　魔術師ウイザードを見た詩し愛あが、隼はや人とと玲れい奈なに叫ぶ。

「隼人くん、玲奈ちゃん、先に行って！」

「え？　でも」

「まだ下にいくつか反応があるし、この後も応援が来るかもしれない。ここは、私が食い止めるから！」

　そうは言うものの、この先何人も現れる魔術師ウイザードをたった一人で相手にしきれるとは思えない。

　だが──

（──だからといって、ゆっくりも出来ない！）

　当然ながら、隼人たちだってここでだらだらしている余裕なんてなかった。

　それに詩愛に限らず、無理をして敵の攻撃を食い止めている面子めんつは他にもたくさんいた。

（──だったら）

「ごめん詩愛。ここは任せる」

「ん。任せて！」

　隼人は地下へと降りるエレベーターのボタンを押し、ドアを閉めた。

　ガチャンとドアが閉まると、そのままエレベーターが地下六十六メートルにある樹術式の間に向けて、下り始める。




「んじゃ、ピート。ちょっとの間、巻き込まれないようにそこに入ってて」

　詩愛はピートを抱き抱えると、近くのクローゼットに素早く押し込んだ。

　詩愛が振り向き、理事長室に入ってきた魔術師ウイザードたちに向かって構えた。

　魔術師ウイザードたちの人数がいつの間にか四人に増えている。

　おそらく、これで寮を護まもっていた魔術師ウイザード全員なのだろう。

　──相手は警戒しているらしく、ゆっくりゆっくりと、詩愛との距離を詰めてくる。

「……ここは通さないわ。隼人くんのため。そして──」

　詩愛は大切なもののことを思い出した。

　隼人はもちろん、騎士仲間であり寮仲間である、みんなのこと。

　立たち川かわさんに天あま羽はねさんといった、クラスの友達のこと。

　そして、今自分が立っている、ようやく手に入れたこの居場所のこと。

「私の居場所を、取り戻すために」





　　　◆






　──ガタガタと音を立てながら、地下に降りていくエレベーターの中で。

「ほ、本当に大丈夫だったの？　詩し愛あ一人に任せて……」

「信じるしかないだろ。俺たちの侵入がバレたということだし、ゆっくりもしていられないだろう？」

「で、でも、一人で相手なんて……」

　玲れい奈なが心配するのはもっともだ。琴こと美みにしろあかりにしろ飛鳥あすかにしろ、他ほかの皆は誰だれかと一緒に戦っている。

　だが、詩愛はそうではない。一人で戦っているのだ。

「大丈夫さ。信じよう。それに、俺たちだって人の心配をしている場合でもないさ」

「……それは、そうね」

　玲奈の顔が深刻なものに変わった。

　今から隼はや人とたちが対たい峙じするのは創世の執行者ニーズヘツグのボスである、エイオンだ。

　昨日、作戦会議の際に花か音のんに説明されたが、その力は三魔柱ソフイアをも圧倒的に凌しのぐらしい。

　そんな相手に、隼人と玲奈は二人で挑もうとしているのだ。

　隼人は、そっと玲奈の様子を見た。

　すると彼女は、ギュっとスカートの端を力強く掴つかみ、視線を落として身体からだをぶるぶると震わせていた。

　きっと、これから戦う相手の力量を想像して、恐怖してしまっているのだ。

　いくら、あれだけの騎士と契約を結び、隼人の力を引き上げたとはいえ、たったそれだけで、鷹たか音ねや香か澄すみすらをも凌ぐ相手にたった二人で勝つことはできるだろうか。

　──勝算なんて、あるのだろうか。

　弱気になろうと思えば、いくらでもそうなれる理由や口実はあった。むしろ、強気になれる根拠が欲しいくらいである。

（でも、それでも──）

「やるしか、ないだろ？」

　隼人が、震える玲奈の手を握りながら言った。

「……あ」

　玲奈は隼人の言葉に戸惑った。

　どう答えるべきか戸惑ったのか迷ったのかもしれないし、あるいは急に手を握られて、動揺してしまったのかもしれない。

　だが、彼女が迷ったのも、ほんの一瞬のことで──

「わかってるわよ、言われなくても」

　パチンと、そんなのは必要ないとばかりに隼はや人との手を払いのけると、ちょっと怒った様子で──でも明るい口調で言ってみせた。

　そう、隼人にだってわかっていた。

　わざわざそんなことを告げなくったって、玲れい奈なはどんな時だって乗り越えるために頑張る女の子なんだってことを。

　どこまでも前向きで、意志の強い騎士なのだということを。

「あのね、隼人」

「……なんだ？」

「…………」

　と、今度は玲奈が、真面目まじめな顔のまま俯うつむいて黙ってしまう。

　なにかを喋しやべろうとしているのはわかった。

　だが、それを躊躇ためらっている様子である。

「どうしたんだ？　言いたいことがあれば言えよ」

　こんな状況だ。言い逃したら、今後言えるかどうかすらもわからなくなってしまう。

　流石さすがにそんなことまでは言えなかったが、隼人は内心そんな風にも思っていた。

　伝えたいことがあるなら、伝えてもらった方が良い。

「……はぁ。やっぱ無理だわ」

「なんだよ、気になるようなところまで言って」

「いや、言いたいことはあったの。確かにあったのよ。でもね、いざってなると、やっぱり難しいな、って」

「な、なんだよそれ」

　隼人はトボけてみせるが、なんとなく玲奈がなにを言おうとしたのかわかった気がした。

　もちろんそれは、隼人が自うぬ惚ぼれていなければであるが。

「ただの、昨日の続きよ。二人きりだからチャンスかなってちょっと思ったけど、やっぱり無理みたい」

　おそらく、玲奈は隼人に──

「……昨日、詩し愛あが話していたじゃない？　自分は結局変われなかったって」

「ん？　うん」

　隼人は、玲奈が急に別の話を振ってきたので、やや拍子抜けしたような驚いたような、微妙な違和感を覚えながら相あい槌づちを打った。

「でも、私は変わるつもりでいた。変わったつもりでいた。あの子とは違ってね」

「……うん」

「でもね、知ってるの。私が根っこのところで、本当のところで自分を変えたりなんて──出来ていないって」

　隼はや人とは、本来の玲れい奈なの姿を思い出す。

　実は、どこまでも要領が悪くて、自信家ではなくて、どこか卑屈で、今一歩のところで頑張れなくて──そんな、どこにでもいるような普通の女の子であること。

　そのくせ極度に意地っ張りで、精一杯理想の自分を演じようとする、物もの凄すごい頑張り屋であること。

「だからね、本当に欲しいものは手に入らないんじゃないかって、臆おく病びようになっちゃうの。それだけは欲しいってものが出来た時、そこに踏み込むのが怖くなっちゃうの。多分、そういうことなんだと思う」

「……なんの話だ？」

「さぁ？」

　玲奈が笑ってごまかす。

　隼人も笑った。べつに答えが聞きたいわけではなかった。

「でもね、変えたいって思ってるのは本当。自分に正直になりたいし、もっと強くなりたい。だからね、この戦いが終わって隼人にも自分にも余裕が出来たら、今の話の続きをしたい」

　──今の話の続き。

　その話の正体に気付けないほど、隼人は鈍感ではなかった。

（ええっと……）

　だが、玲奈がこう言っているのだ。

　ごまかすのも間違っているだろうし、彼女にそれを伝えられたら、きちんと答える必要もあるだろう。

（いや、勘違いでなければの話だけどさ）

　──全すべてが終わって、玲奈が隼人になにかしらの変えたいことを伝えてきたら、その時は。

「……ああ、わかった」

　隼人が鼻頭をかきながら、照れ臭そうに答えた。

（もし、玲奈にその言葉を伝えられた時、俺は彼女との関係をどう変えたいんだろう）

　ちらりと、詩し愛あや飛鳥あすか、あかりや琴こと美みといったみんなの顔が浮かぶ。

（俺は──）

　隼人が考えていると、やがてエレベーターがガチャンと音を立てて停止した。

　目的地である、樹術式のある地下六十六メートルのフロアに辿たどり着いたのだ。

　チンという音とともにエレベーターのドアが開き、幻想的な青い水晶のようなものが溢あふれる洞どう窟くつへと繋つながる。

「いよいよね……」

「ああ」

　隼はや人とと玲れい奈なは顔を見合わせると、「うん」と頷うなずいて洞どう窟くつへと一歩を踏み出す。

　もうここまで来ると、気配を隠す必要なんてない。

　常にエーテルを全身に漲みなぎらせながら、それでいて敵の待ち伏せなどを警戒しながら、じっくりと樹術式のある奥を目指した。

（最初に悠久騎士フレースヴエルグがどうとか魔術師ウイザードがどうとか、そういう話を聞いた時もここに来たっけ……）

　まだ寮生活をはじめて一ヶ月そこらなのに、随分と昔のことのようにも思える。

　その間に、色んなことがあった。

　悠久騎士フレースヴエルグとなり、詩し愛あと戦い、飛鳥あすかも騎士になって、三魔柱ソフイアに負けて、

　──越因騎士団イクシードを結成して。

　そう、みんなと真の意味でチームを組んだ。特訓もした。

　でも、学校が占拠され、理事長も奪われてしまい、

（──こうして、取り返しにやって来て）

　隼人はやがて樹術式〈ユグドラシル〉のある広がりへと辿たどり着く。

　以前見た時と変わらない、幻想的な樹術式の光景だ。

「ねぇ隼人、あれ」

　広間の中央──〈ユグドラシル〉の根元に立つ、赤髪の女を玲奈が示す。女は、漆黒のローブを身に纏まとい、刃が幾重にも重なって鞭むちのようにしなった、蛇腹状の長い剣を手にしている。

　隼人はその女に見覚えがあった。

「……あれがエイオンだ」

　その言葉に、玲奈が納得したように「うん」と頷く。

　エイオンはすぐに、隼人と玲奈を視界に入れ、にやりと笑って言った。

「まさか、こんなところまでやって来るとは……」

　言葉とは裏腹に驚いた様子はなく、まるで隼人がやって来るのを知っていたか、あるいは望んでいたかのようである。

　エイオンのすぐ傍そばには、縄で縛られたリピカがいた。

「隼人に玲奈……」

　リピカも、二人を見て呻うめくように呟つぶやく。

　玲奈が、リピカに向かって強気な口調で言った。

「理事長、助けに来ましたよ」

　そして、きぃっと鋭い眼まな差ざしでエイオンを睨にらむ。

「ふふふ、そう怖い顔をしてくれるな。こっちはあれだけの護まもりをかいくぐって、二人でここまでやって来られたことに賞賛を覚えているんだ。なかなかどうして凄すごいじゃないか。なぁ、お前のとこの騎士は」

　エイオンがリピカを見ると、リピカは「ふふん」と鼻を鳴らして笑った。

「当然じゃ。うちの自慢の騎士じゃからな。すぐにお前も倒してくれるじゃろうよ」

「……ふふっ、私を倒す、か。倒してどうするんだ？」

　エイオンの不敵な質問に、玲れい奈なが怒鳴るように返す。

「決まってるでしょ！　この状況を元に戻すのよ！　みんなを洗脳して、学校を好き勝手に支配するなんて……そんなの許せるわけないでしょ！」

「でも、それが世界のためさ」

「ふざけないで！」

　必死に怒る玲奈だったが、エイオンは窘たしなめるように続けた。

「ふざけてなんていないさ。私が魔術式として活動するようになった理由は世界平和。上下のない、差別のない、選別のない公平社会だ。そうしてようやくその創世計画が、今実行されようとしているだけ」

　甲高い声でそう語るエイオンの目は煌こう々こうと光り、表情は歪ゆがむことなく真剣だった。

　だが、その言葉に正しさはない。

　いや、正しいはずがない。

「そんなの、独善だわ」

　隼はや人とが言うまでもなく、玲奈が叫んだ。

　いくら公平だろうが、誰だれか一人が世界の在り方を決めるなんて、そんな馬ば鹿かげた話はないのだ。

「……同感だ。いくら正しくても、人に正しさを他人に強要する権利なんてない」

　隼人も頷うなずく。もしかするとエイオンの言っていることは、ある意味正義かもしれない。

　そうすることによって、救われる人々はたくさんいるかもしれない。

　それでも──

「人が神になる資格なんてないし、俺はそれを間違っていると思う。だから、魔ロ王キではなく──悠久騎士フレースヴエルグの一人として、俺は」

　隼人の〈救世機巧グラムグリーム〉の両腕部から、白銀の刃が出現した。

　と、そこでエイオンが、隼人の出した刃を見て怪け訝げんそうにする。

　先日までは刃渡り五十センチほどだった刃が、いつの間にか一メートルほどにまで膨れ上がっていたからである。

「たった一日や二日そこらでこの力量の変化。……どんなトリックを使ったんだ？」

「護樹議会ヴアルキユリアにはたくさんの騎士がいたからな。ちょっと力を貸してもらっただけだ」

「……なるほど、指輪の契約の力か」

　合点がいったらしく、エイオンが興味深そうに頷うなずく。

「あいつらがおまえ等などに手を貸したのは意外だったが……」

「世界の危機ともなれば、人は結束せざるを得ないものじゃよ」

「そしてその役割を私が担ったと。ふふ……それは面白いし、皮肉だな。そうして私も、家族も村も──同じようになったというわけか」

　それまでの冷静な声とは一転、エイオンの笑いに狂気が混じる。

　それはまるで、なにか思い出したくない過去に触れてしまったかのような笑い声だ。

　以前、エイオンが話していた、焼き払われたという故郷の話だろう。

「人がまとまる方法は簡単だ。自分より下の人間をつくることだ。自分より綺き麗れいなものを見ると呪のろわしく思うし、恨めしくもなる。そういう時は、スケープゴートを作ってやればよい。月に不快を覚える人間が増えすぎたなら、そいつらには汚らわしいドブ水でも見せてやればいい。自分より汚いものを見れば、人は安心するからな」

「……そういう怒りは、わからないでもないけど……」

　玲れい奈なが、ボソっと呟つぶやいた。少しはエイオンに同情してしまったのかもしれない。

「まぁ、私はなんでもいいさ。その指輪さえあれば、創世計画は完成する。すべての理パーマネントを繋つなぎ、巨大なエーテルを生み出せる因果を律するその環さえあればな。……だから、もう一度言うぞ魔ロ王キよ。我らの味方になれ」

　だが、だからといって隼はや人とがエイオンのやっていることを正しいとは思うはずがない。

「断る」

　どんな身の上話をされたところで、隼人にはエイオンの味方になる義理がなければ、彼女の大義に共感もしない。

　結局彼女が言っていることは、どんなに重たい過去があったとしても──自己中心的で、感傷的でナルシスティックな、どこかで聞いたことがあるような安っぽい人間不信で共産的な思想を持っているにも拘かかわらず独裁者の戯ざれ事ごとのようなもの、にしか聞こえなかった。

「俺はあなたのことをわかってやれないけど……でも、俺の立場からすれば、なにも選べない──楽しいことのない世界なんてものの方が、よほど間違っていると思う」

「その結果、誰だれかが不幸になっても？」

「なくす努力はするさ。本質は変わらなくても、変わる努力はするから──人は頑張れるのだから」

　隼人は、玲奈を見ながら言った。

　玲奈が、強い眼まな差ざしで「うん」と頷く。

　そうだ、俺たちは、この世界で精一杯生きてきたのだから。

「人の力を信じるとか、安っぽい御託でも並べる気か？」

　玲れい奈なが吠ほえるように返す。

「安っぽいってことは、それだけ普遍的ってことよ。マイノリティーを気取って正義振るより──」

　と、ここで玲奈が剣を振り上げて飛び込んだ。

「よほどマシだわ！」

　刹せつ那な、エイオンの剣に軽く弾はじかれ怯ひるんでしまうが、狙ねらいはそちらではない。

　同時に跳ねた隼はや人とは、指輪を構えながら一目散にリピカのいる位置を目指していて。

「──確世歪曲リーデイング！」

　指輪の樹きのレリーフが、ソーンのルーンに変わる。

　隼人の脳裏に、三秒先の未来が映った。

　そこで視みた未来の道筋を使い、エイオンの意表をつく形で傍らのリピカを抱え上げた。

「ちぃっ！」

　隼人の動きに気付いたエイオンが、今度は隼人の方に剣を振るったが、その刃をアームブレードで受け止めて再び距離を置く。

　すかさずリピカの縄を解き、玲奈とともに三人でエイオンに対たい峙じする形となった。

「……すまんの、手間をかけさせた」

「いえ。それよりも無事でなによりです」

　隼人は、抱き抱えていたリピカを地面に下ろす。

　するとリピカも隼人たちと同じように、

「──接続コネクト、〈生命の杖ライフスタツク〉」

　樫かしのような材質でできた、木製の杖つえを作り出した。

「理事長、大丈夫なんですか？」

　隼人は、先日リピカが杖を使っていた時、吐血したことを思い出す。

　無理に再現した理パーマネントの力は彼女の身体からだに大きな負荷をかけているようで、使ってただで済むような様子ではなかった。

「無理しなくても、こいつくらいなら私と隼人の二人でどうにかするつもりだったけど？」

　玲奈も言うが、リピカはそんな二人の気遣いににやりと口元を歪ゆがめ、余裕そうに言った。

「ふん、ここにきて足を引っ張れという方が酷じゃろう。それにワシには、命に代えてもこいつを止める責務があると思ってるからの」

　エイオンがそれを見て、侮ぶ蔑べつの笑みを浮かべる。

　あるいはそれは侮蔑などではなく、ここまできてまだなおたてつく、かつての仲間に対する苛いら立だちでもあったのかもしれない。

　そして、苦々しく叫んだ。

「私を倒す気ならそれでいい。全力でかかってくるがいいさ。リピカに魔ロ王キ、それに思い上がった騎士よ！」

　リピカが、エイオンの言葉を聞いて呟つぶやく。

「のう、隼はや人と。正義の対義語はなにか知っておるか？」

「どうしたんですか急に」

「もう一つの正義じゃよ。悪ではない。それを奴やつに教えてやるんじゃ」





■第四章　革世の罪深き蛇剣







　那な珂かあやめの力は圧倒的であった。

　悠久騎士フレースヴエルグで相手を出来るのは、魔術師狩りハンターの花か音のんと自らが仕えている舞まいくらいのもので、もし魔術師ウイザードで同格を探すとすれば、かつて似たような力量を持っていた鷹たか音ね、そして魔術師ウイザードの中でも戦闘力が最強と目される香か澄すみ──あとは大ボスのエイオンくらいであろう。

　三魔柱ソフイアの中で戦闘能力に関しては一ランク落ちる乃の亜あでは、あやめの相手をするのに力不足。

「っ！　強いとは聞いてたけど、本当に強いんだね……！」

　先程までの余裕はどこへやら、苦く悶もんの表情を浮かべながら乃亜はあやめの連れん戟げきを捌さばいた。

　乃亜は先程から必死に何度も、〈快・昇天パラダイムチエンソー〉の力を使って〈村正〉の解体線を見切ろうとしていたが、いかんせんあやめの手数が多すぎるし、狙ねらわれないような間の形成が上う手まい。

　決して隙すきは見せず、迂う闊かつにならないように距離を取って何度も連打する。

「戦うことを生業にしてきた私と、創つくることを目的としてきたあなたとでは実戦経験が違います。確かにあなたは戦士としても優秀です。でも──」

　あやめは、自分が幼少の頃ころから、同じようにまだ幼かった舞まいにずっと付き添っては警護を続けてきた歴戦の騎士だ。

　柏かしわ木ぎ家同様、理パーマネントを持つことを運命付けられた一族に生まれ、舞の右腕となるべくレールの上を真まっ直すぐ歩んできた。

　それは、なにもかもが誕生の前から決定付けられた人生だ。

　だが、そんな生き様をあやめは恨みも後悔もしなかった。

　理由？　そんなもの、自分でもわからない。

　ただ、自分の居場所が最初から決まっているのも悪くないと思ったし、なにより主君である舞のことが嫌いではなかったからだろう。

　──ただ目の前に見える道で、ベストを尽くす。

　そういう人生だって悪くないと思っていたが故──彼女はただひたすらに、自分に与えられた騎士としての素養を、迷いなく磨き続けてこられたのだ。

「不足した経験を、素養で補うことはできません。生きてきた年齢も違いますし」

「でも、若い方が勢いはあるって、言うけどね～!?」

　それまであやめの刀を狙っていた乃の亜あの鋸のこぎりが、今度は直接肉体を狙った。

　理パーマネントの分割よりも先に、本人を倒してしまった方が早いという思考の帰結である。

「もらった！」

　乃亜が小柄な全身で体当たりを仕掛けるようにして、鋸を構えてあやめに飛びかかった。

　が、あやめはそんな乃亜の渾こん身しんの一撃を半身を引くようにして避よけると、同時に振り上げた上段の構えから、背中に向けて刀を下ろした。

「ぬがっ……！」

　短い嗚お咽えつのような悲鳴とともに、乃亜が地面に顔面から倒れ込む。

　血は出ない。

　フリルドレスの形をした理術具アーテイフアクトが、彼女の肉体を保護したのだろう。

　が、あやめの繰り出した特上の一撃は、乃亜の力となっていたエーテルを全すべて消滅させ、そのまま意識を奪った。

「勝負有り、ですね」

　地に伏した乃亜を見ながら、あやめは言い放つ。

　先程語ったように、そもそも乃亜とあやめでは戦闘における力量が違う。

　にも拘かかわらず、乃亜が怯ひるまず余裕そうに勝負を仕掛けてきたのは、間違いなく若さ故傲ごう慢まんであり、経験不足による計算力の低さからだ。

「さて」

　とはいえ、あやめもまた乃亜との戦闘でずいぶんと力を消耗してしまっていた。

〈快・昇天パラダイムチエンソー〉に〈村正〉を解体されぬよう気をつかって戦うのは、並大抵のことではなかった。

　油断すれば、自分もその場に倒れ込んでしまうだろう。

「って言っても、そうさせてくれるわけでもないんですよね……」

　あやめは、周囲に新しく魔術師ウイザードたちの気配が現れたのに気付くと、自分に向かって放たれた矢を刀で斬きり落とした。

（四人……結構いるわね）

　弱っているあやめを全員で一気に討とうという判断なのだろう。

　おそらく彼女たちの指揮官だったであろう乃の亜あを、保護したいという意図もあるのかもしれない。

（……しかし、この残りの体力で、全員を相手できますかね……）

　と、あやめが困っていると、近くで「ぼうっ！」と巨大な火炎が突進してきて、魔術師ウイザードのうち一人を巻き込んだ。

　舞まいの操る九尾の狐きつねだ。

　あやめはまだまだ元気そうな狐の様子をみて、「ふぅ」っと溜ため息いきを吐つく。

「仕方ないですね。もう一息、頑張りますか」




　舞は、踊りながら考えていた。

　この状況を引き起こした責任は、魔術師側を侮った護樹議会ヴアルキユリアにあったに違いないし、自分が護まもれていたと思えた世界の平穏は、薄氷の上に成立していた幻想だったという事実を。

（これが長年、護樹議会ヴアルキユリアが色々な問題を見ないようにしてきたツケか）

　そう、多分ツケなのだ。

　指輪を信用しなかったことや──国と悠久騎士フレースヴエルグと理術鍛冶ラタトスクと魔術師ウイザードと、それぞれとの繋つながりや腐敗を見直そうとしなかったこと。

　それらのツケが溜たまりすぎて、今このような事態を引き起こしているのだ。

（……そろそろこの因果のツケを支払う時が来たということなんだろうな）

　そしてそれは、当代の護樹議会ヴアルキユリアの巫み女こである舞の役目だろう。

「貧乏くじだな」

　舞はボヤきながらも、侵入してきた敵を一掃すべく舞踊を続けた。





　　　◆






　──パァン！

　柏かしわ木ぎ家の一人──琴こと美みの叔母にあたる未み空そらが発砲した銃弾が、悪バ魔グの額を撃ち抜いた。

「やったわ！」

　その様を見て、魔術師ウイザードのうち一人が驚きよう愕がくする。

「……なっ！」

　理パーマネントが使えなければ、所しよ詮せんはただの一般人である。

　だからきっと、魔術師側は柏かしわ木ぎ家の面子めんつの力を侮っていたに違いない。

（まさか、みんながここまでやれるなんて……）

　琴こと美みすらもが、柏木家の奮闘ぶりに驚いているくらいだ。

　──柏木家の人間が扱っているのは拳けん銃じゆうで、弾丸には銀製のものが使われていた。

　理パーマネント使いの使う理術具アーテイフアクトとは比較にならない程度の乏しい効果しかないが、銀には理の欠片ミスリルに近い性質があるため、エーテルに対する殺傷能力が存在する。

　とはいえ、理パーマネントとの差は歴然であり、普通に考えれば魔術師ウイザードや悪バ魔グを相手に実用できるようなものではない。護身用レベルのものだ。

　──だからこそ、魔術師ウイザード側は甘くみていたのだ。

　たとえ悪バ魔グ如ごときであっても、理パーマネント使いでもない者たちが相手にできるはずがない、と。

　ところが、そうではなかった。

　柏木家の人間たちは、的確に悪バ魔グの弱点を銃弾で撃ち抜き、上う手まく位置取りをしながら戦うことによって、被害も最小に抑えてみせていた。

　ここまでやれているのは、柏木家の面々がかつて騎士として活躍していたり、そのサポートを行ったりしていたという経験が豊富にあるおかげなのだろう。

「さすがですわね、柏木家の人間たちは」

　琴美と対たい峙じする鷹たか音ねも、どうやら同じように感心していたようだ。

「……ちょっとは自分の家のことを見直しましたか？」

「まさか。ますます呪のろわしい家だと思いました。ああいうことを、無理矢理覚えさせられるなんて──」

「でも、考えてみてくださいお姉さま。どんな家にも慣習はあります。大なり小なり、運命は強制的に決められてしまうものです。私たちの場合は、それがちょっとだけ重たかっただけ」

「だからといって、わたくしは柏木家を受け入れようとは思いません」

　淀よどみなく言った鷹音に、琴美はもはや言葉など不要なのだということを再確認する。

　戦って勝ち、間違いを正してもらうしか道はないのだ。

（──勝って）

　それがどれだけ無謀なことか、わかっているつもりではあった。

　いくら強くなったとはいえ、鷹音と自分とではまだまだ実力の差は大きい。

　鷹音だって、それがわかっているのだろう。

「琴美はまだ降参しなくていいんですの？」

　ずたぼろになった琴こと美みの姿を見ながら、鷹たか音ねが嫌味のある口調で言った。

〈自在の水衣フエイズドレス〉は既に原型を留とどめておらず、鷹音の鎌かまに裂かれてあちこちに切り傷があり、引き裂かれた箇所からは血が滴り落ちていた。

「……お姉さまは、私が負けるとでも思っているのですか？」

「むしろ、琴美が勝てる未来が見えませんわ」

「だったら、お姉さまの勘が鈍ったということではないでしょうか？」

「──言うようになったものですわね！」

　鷹音が動くのと同時に、琴美が水精の息吹アクアアロウを放って仕留めにかかる。

　だが、俊敏たる水の矢は鷹音の肩を掠かすめただけで直撃には至らない。

　それどころか、矢をかいくぐるように走り込み一気に琴美との間合いを詰めた鷹音は、〈漆黒の死鎌デスゲイズ〉を横薙なぎする。

　しかし、その行動を先読みしていた琴美が、鷹音よりも早く鞭むちを振るった。

「こっちだって速くなっていますよ！　水神と戯れミーミルウイツプ！」

　一瞬の隙すきすら与えず振るわれた水鞭だったが、

「幽幻の影徒ダブルフアンタズム！」

　鷹音はそれを、左右に分身しながら避よけた。

　刹せつ那な、鞭を振るって隙だらけとなった琴美に、両サイドから鎌を振るう。

「っ！　絶対防御泡ウオーターカプセル！」

　すかさず琴美は鎌かまを防ぐための泡を作り、鷹音の攻撃を避けようとした。

　だが──鷹音の二本の鎌から挟まれるようにして裂かれた泡は、パンと小気味よい音とともに破裂した。

「きゃあっ！」

　水衣を砕かれ、スクール水着姿となった琴美が校門前のアスファルトに転がる。

　幽幻の影徒ダブルフアンタズムを解き、身体からだを一つとした鷹音が、そんな琴美の喉のど元もとに向かって鎌を突きつけた。

「さて……これで終わり、ですわね」

　鷹音が勝ちを確信したのか、ペロリと舌なめずりをした。

「姉妹の仲に免じて、命は奪わないであげますわ。ただし戦いが終わるまでの間──ちょっと眠っていてくださいな」

　上品で、でもどこか蠱こ惑わく的な雰囲気を身に纏まとった鷹音は、躊躇ためらうことなく鎌を琴美に向かって振り下ろして──

「……まだですよ、お姉さま」

　その時、だった。

「水衣緊縛アクアバインド！」

　四散して、アスファルトに散らばっていた琴こと美みの水衣が、ガーゼのようになって鷹たか音ねの全身に張り付いたのは。

「なっ……！」

　振り下ろそうとしていた両手も、両足も──鷹音の四肢が、琴美の〈自在の水衣フエイズドレス〉に縛られてしまう。

「〈自在の水衣フエイズドレス〉にはこういう使い方もあるんです。全力だったら、少しくらいの間お姉さまだって……」

「っ！　こんなものすぐにっ！　どうせ今のあなたにはわたくしを攻撃することなんて──」

「ボクがいるさ」

　鷹音が吠ほえるが、すぐに彼女の背後から声が聞こえてくる。

　そして、声の主である花か音のんは、火の粉を上げる弓にエーテルを膨脹させていき──

「──獄炎の女王ヘル・アリア！」

　やがて鷹音に向かって、巨大な焔ほのおを放った。

「……まさか、どうして……他ほかの魔術師ウイザードは……」

「全部やっつけたさ。さすがにもう、ボクのエーテルも打ち止めだけどね」

　難無く言ってのけた花音に、鷹音が場にそぐわない苦笑いを浮かべた。

　そして、かつての戦友に賛辞の言葉を送る。

「相変わらず、あなたはお強いですわね」

　花音の放った焔が、鷹音に食らい付いて全身を覆った。

　激しい業火が鷹音の身体からだを包み込み、理術具アーテイフアクトであるボンデージの装甲を溶かしていく。

　ダメージでエーテルを失ったのか、持っていた〈漆黒の死鎌デスゲイズ〉もその形状を失い、泡のようになって消えて行く。

　そんな鷹音に向かって、琴美が問いかけた。

「お姉さま……お姉さまは皆に平等に、最適を与えようとしました。いや、そうしようとするエイオンに荷担していました。それは本当に、本心なのですか？」

「この期に及んで、なにが言いたいんですの？」

　敗北を喫した相手を説得する必要なんてない。

　琴美が鷹音に投げかける言葉は、動揺を狙ねらったものなどではなく、ただの純然たる疑問だった。

「お姉さまは完全過ぎたし、潔癖過ぎたのだと思います。だから、少しでも汚いものが気になって仕方がなくなった。考え方が極端なのです。でも、そんなお姉さまだからこそ、柏かしわ木ぎ家や護樹議会ヴアルキユリアというものが持つ汚点や歪ゆがみを、是正していく倫理は持ち合わせていたのだと思っています」

「……過去の話ですわ。結局、わたくしはそうならなかった」












「いいえ、これからの話です。護樹議会ヴアルキユリアがお姉さまの処分をどうするのかはわかりませんが、もしこれからがあるのであれば──」

　琴こと美みは、そこまで言ったところで力尽き、そのまま意識を失った。

　聞いていた鷹たか音ねも、琴美が気を失ったのを確認して、追うようにして地面に倒れる。

　なんの偶然か、倒れ込んだ鷹音と琴美は、互いの手を繋つなぐような形で地面に転がった。

　それを見た花か音のんが、姉妹の仲なか睦むつまじい様子に苦笑する。

「……やれやれ、ボクも限界かな」

　そう呟つぶやくと、花音もまた両手を広げながら仰向けに地面に倒れた。

　残っていた柏かしわ木ぎ家の人間が、無事正門の悪バ魔グを全滅させることに成功したのは、その直後だった。





　　　◆






　──ズドオオオオオオオオオン！

　香か澄すみとあかりの銃口から、同時にエーテルの弾が発射して小爆発を起こす。

「強くなったな、ちっこいの」

「……（こくり）」

　以前のあかりであれば、香か澄すみの威を喰らう弾丸エーテルバレツトを凌しのぐことすらも出来なかっただろう。

　だが、今はあかりも強くなっている。

　隼はや人ととの繋つながり、それに──

「──疾円斧ヤブサメ！」

「ちぃっ！」

　飛来する二本の斧おのを、すかさず香澄が斬きり払うようにして弾はじいた。

　それに、以前のような向こう見ずな戦いを行わなくなり、きちんと味方と協力出来るようになったからだ。

（自分を見失わずに、成し遂げるべきことを……！）

　あかりが地面に槍やりを突き立てて、地震を引き起こす。

「〈激動する大地アースクエイク〉！」

「ぬぁっ！」

　香澄は、絶え間ない二人の連撃に思わず体勢を崩す。

　そこへ飛鳥あすかが、今度は二振りの斧で殴りかかる。

「もらった！」

「……甘いぜ、嬢ちゃん！」

　しかし香澄は、すかさず自分も剣を地面に突き刺すと、あかり同様に地面にエーテルを噴射して、その勢いで空高く頭上に飛んだ。

　十メートルほどの上空から、相手を見失った飛鳥とあかりに向かってエーテルの弾丸を放つ。

　吠ほえる銃口。機関銃のように乱射される威を喰らう弾丸エーテルバレツト。

「っ！」

　あかりと飛鳥は必死に回避を試みるが、弾丸が多すぎて幾つか全身を擦かすってしまう。

「っ！　だったら、こうすればいいよねっ！」

　すると飛鳥が、よろめきながらも二本の斧を連結させ、上下両端に刃を持つ一本の武器を作りあげた。

「──飛雷陣ライトニングサークル！」

　薙なぎ刀なたのようになった斧から、意思を持った雷が迸ほとばしる。

〈守護双斧ガーデイアクス〉から放出された稲妻は暴れるようにして躍り、降り注ぐエーテルの弾丸を喰くらって飛鳥とあかりの身を護まもった。

「……ここからなら」

　あかりは稲妻の加護を受けた状態で、無防備に落下してくる香澄に目掛けて咆哮する土龍エーテルボムを撃った。

「だから、効かないって言ってるだろ？」

　しかし、再びあかりの放ったエーテルは香か澄すみの銃剣に喰くわれてしまう。

（……本当に隙すきがない）

　近付けば絶対的な剣技で捌さばかれ、遠くから狙ねらえば糧とされ、手の出しようがない。

　──せっかく捜し回って見付けた怨おん敵てきというのに、また負けてしまうのか。

（復ふく讐しゆうのために、これまで生きてきたというのに）

　そのために私は、この槍やりを手にしたというのに。

　あかりは勝つための手段を考える。

（実力差のある相手に勝つためには、なにをしたらいい？）

　弱点だ。

　あかりはすぐにそう結論付けた。

　まずは、相手を倒すための弱点を見付け、徹底的にそこを突く。それしかない。

　──では、香澄の弱点とは？

　あかりが、地面に降りた香澄を観察する。

　香澄は、飛雷陣ライトニングサークルを展開する飛鳥あすかを相手に無理に攻撃を仕掛けようとはせず、剣を構えて様子を見ていた。

　このまま放置していれば飛鳥のエーテルが切れてしまうのがわかっているから、そこを狙うか──もしくは飛鳥が飛雷陣ライトニングサークルを止めるタイミングを見計らっているのだろう。

　現状、優勢なのはどう見ても香澄だ。

　焦る必要もないので、じっくりと構えているというのもあるのだろう。

（あの絶対的な実力。圧倒的な自信。もし勝機があるとすれば──）

　──と、あかりはそこで、あることを閃ひらめく。

「飛鳥、私がもし全力を出したらそれに合わせて」

「え？」

　飛鳥があかりの言葉を理解する前に、あかりが全身にエーテルを漲みなぎらせ始めた。

〈土龍槍ギガトンランス〉の本質を理解し、悠久神化エターナルエヴオルブを引き出そうというのだ。

「くはは。本気で強くなったなぁ！　だが、なぁ！」

　あかりが再び、銃口から咆哮する土龍エーテルボムを放った。

　先程よりも一回り大きな質量を持った、エーテルの砲弾が香澄を襲う。

　しかし香澄は、それでもまだ避よけようともせず、挑発するように〈弐銃剣デユアルイーター〉で喰らってみせて。

「でもな、こんなんじゃ喰いたりねぇっつってんだろう！」

「──だったら、ありったけの全力で。激怒する龍牙グングニル！」

　続けざまに、あかりが今度は全力のレーザーを放った。

　極太のエーテルが香澄を襲うが、またもや香澄はそれを避けようとはしない。

〈弐銃剣デユアルイーター〉に力を込め、レーザーに思いきり剣を叩たたきつけて両断しようとする。

　だが──

「──っ、これは重い……なっ！」

　予想より威力があったのか、香か澄すみは苦く悶もんの表情を浮かべた。

　指輪の力もないただの全力だ。侮っていたのもあったのだろう。

　が、それでも、

「……たらぁっ！」

　香澄は激怒する龍牙グングニルを何とか両断した。

　四散するエーテルを見ながら、香澄は自慢気な笑みを浮かべる。

「おらおらどうしたんだ、おチビちゃんたち！　そんなことじゃオレには勝てないぜ！」

　だが、そんな余裕を持てるのは一瞬だった。

　今度はそこに、

「──いっけえええええええええ！　粉砕の雷撃ミヨルニルストライク！」

　飛鳥あすかが、全力の一撃をぶつけてきたのである。

　大きく飛び上がった飛鳥の、頭上から振り下ろすような稲妻の斧おの。

「にーさんのためにも、ここは勝つんだもんっ！」

　滾たぎるように──爆発するように奔流するエーテルが天にも昇る雷を作り、香澄に向かって落雷させる。

「だから、んなもんもだなぁっ！」

　香澄は、今度はその落雷も斬きろうとした。

　喰うか、斬るか。

　彼女の実力を持ってすれば、これまでの戦いはその二択のみで片付いたはずだ。

　しかし、そこに油断があった。

　あかりと飛鳥の一撃は、香澄が思っていたよりも重たく、強い一撃だった。

　そして、あかりのエーテルを何度も受け止め続けていたせいで、〈弐銃剣デユアルイーター〉の刀身には微かすかなヒビが入っていたのである。

　そのヒビが、続けざまに放たれる全力に耐えきれず、刀身に大きな綻ほころびをつくる。

「ぬぁっ……!?」

　粉砕の雷撃ミヨルニルストライクは、雷の性質を持った粉砕の一撃。

　斧の持つ打力を活いかした、破壊を目的とした超衝撃の必殺技である。

　あかりには目算があった。

　いくら香澄とはいえ、自分と飛鳥の猛打を受け続ければ、いずれ凌しのぎきれなくなってしまうだろうと。

　そして現に、やがて二人の連撃に耐えきれなくなった〈弐銃剣デユアルイーター〉は、小さく軋きしむ音を立てながら刃こぼれするように砕けていき──

「……こなくそぉ！」

　香か澄すみが叫びながら、粉砕の雷撃ミヨルニルストライクを砕いた。

「きゃあっ！」

〈守護双斧ガーデイアクス〉が砕かれた飛鳥あすかは、持っていた理パーマネントの力を喪失してその場に倒れ込む。

　が、同時に、香澄の持っていた〈弐銃剣デユアルイーター〉もまた、パリィンと音を立てて砕け──

「……ここっ！」

　あかりが、その隙すきを逃さない。

　全力を出しきり、全すべてを使いきり、ようやく底の底にほんの僅わずかなエーテルを残しただけの状態となったあかりだったが、それっぽっちの僅かなエーテルを掻かき集め、自分の全てを──命すらも燃え尽きてしまいそうなほどの決意を〈土龍槍ギガトンランス〉に託した。

　──あかりが、自分の全身よりも大きな銃槍ガンランスを抱えて、香澄に向かって突貫する。

「……うわあああああああああああああああ！」

　口数の少ない少女が叫んだ。

　普段喋しやべらない分の熱量をすべて乗せて。

　目の前の仇かたきに、すべてをぶつけるため。

　これまでの長いもつれた因果に、決着をつけるため。

　理パーマネントを失い、身動きを取る体力すらも失い、ただその一撃を身体からだで受け止めることしかできなかった香澄は、胸に突き刺さった少女の槍やりを見て、不思議と嬉うれしそうに笑った。

「……くく、くははは！　これでようやく、オレも呪のろいから解放されるというわけか」

　あかりは最初、どうして香澄が笑ったのかわからなかった。

　だが、すぐにその笑みが安堵によるものだとわかり、彼女もまた自分と同じように呪われていたのだということを理解する。

　彼女の場合は、自分の運命を受け入れるために、ただただ強くなることと、強敵を倒すことに喜びを見出すしかなかったのだ。

　戦い続ける呪われた因果を肯定して生きるために、それを前提とした自分なりの生き方を見つけるしかなかったのだろう。

　そう、変わるしかなかったのだろう。

　だとするならば、あかりの果たした復ふく讐しゆうは、同時に狂戦士を不幸な因果から解き放つ、浄化の槍でもあったのかもしれない。

「……りんと立て立て青い槍の葉。たれを刺さうの槍ぢやなし」

「はん？」

　あかりが呟つぶやいた一言に、香澄が「げほぉ」と吐血しながら不思議そうな視線を向けた。

「この世界にある本。宮沢賢治の詩集、『春と修羅』の一節で、稲の育つ様を表している。私はあなたという現象に、『青い槍やり』として育てられた。ただ、なんとなくそんなことを思っただけ」

「つまり、お前に喰われちまったわけだな」

「でも、それがあなたという修羅の本望だったように見える」

「くはは！　どうだろう……な……」

　最後に一つ高笑いをした後、すとんと電池が切れるように、香か澄すみは瞼まぶたを閉じて意識を失った。

「……おにーちゃん、私はようやく」

　あかりも、それに続くようにして目を瞑つぶり、ばたりとその場に倒れた。

　燦さん然ぜんたる喜びを、胸に抱きながら。





　　　◆






　詩し愛あは、理事長室に入って来た二人の魔術師ウイザードを見回しながら、混乱しそうになる思考をなんとか落ち着かせ、状況の打開策を考えた。

　なにしろ相手は二人なのに、詩愛はたったの一人である。

　まずは戦える状況を作り上げないと、あっと言う間に数の差で負けてしまうだろう。

（私は、みんなのように強くないから）

　それでも、ここが天井のない戦場であったならまだ良かったのかも知れない。

　空中戦は詩愛の得意とするところだし、速度を兼ね備えた詩愛であれば、自分に優位な距離を探しながら二人を同時に相手するのも、難しくはなかったかもしれない。

　だが、ここは天井もある狭いフロア。詩愛にとっては不利な戦場。

　でも──

（だからって、諦あきらめるわけにはいかないもの）

「重力加速グラヴイテイアクセル！」

　詩愛はまず、加速して片方の魔術師ウイザードに蹴けりを放つ。

「なっ……！」

　魔術師ウイザードは持っていたトンファーで詩愛を殴ろうとするが、至近距離からの超加速に反応しきれるほど速くはなかった。

（速度なら私の方が上！）

　詩愛はすかさず魔術師ウイザードの腹に自分のすねをぶつけると、その足を大きく回すようにして魔術師ウイザードを蹴り飛ばし、もう片方の魔術師ウイザードにぶつけた。

　二人の魔術師ウイザードが折り重なるようにして理事長室の壁にぶつかって外へと叩たたき出される。

　詩愛はすぐに窓の外へと追って出ると、すかさず地面に落ちた魔術師ウイザードたちに全力の〈重力の万力グラヴイテイボール〉を放った。

　重力の鎖が片方の魔術師ウイザードを地面に縛り付ける。

（このチャンスを逃すわけにはいかない。一気に決めないと）

「一人で……！」

　そう、詩し愛あは言い聞かせるように叫んだ。

　いつもならこうやって詩愛が相手を束縛した際、誰だれかが続けて攻撃してくれていた。

　それは先日のチームワークの特訓以前からもそうだったし──今になって考えれば、詩愛の持つ〈重力靴グラヴイテイシユーズ〉の性質は、個人で戦うことよりも誰かをサポートするような状況に向いていたような気もする。

　だが、今は自分一人しかいない。

　自分だけで、なんとかしなきゃいけない。

　不思議だな、と詩愛は思った。

　過去の彼女は一人でいるのが当たり前で、誰かと一緒にいることを恐れていた。

　それがどうして、いつの間にかこんなにも人を頼れるようになっていたのだろう。

　しかもそれは、誰かに助けを請うという意味ではない。

　空に浮かぶ不快な月を、消し去って欲しいと願うことではない。

　ともに、語らい、戦うためだ。

　多分そういう人たちのことを、友達とか仲間と呼ぶのだと思う。

　そして、そんな人たちのことを知った私だから──

（だから、一人でもやれるんだから！）

　孤独が怖くない。

　みんなと違うことが、怖くない。

　──できないことが、怖くない。

「どんな時でも、自分が怖くないから！」

　詩愛の履いた〈重力靴グラヴイテイシユーズ〉にエーテルが集まり、彼女の全身を緑色の光が包む。

　悠久神化エターナルエヴオルブとともに撃ち放たれたのは、一際大きな重力の万力グラヴイテイボールだった。

　──ズドオオオオオオオオオオオオン！

　重力の楔くさびはそのまま地面に巨大なクレーターを作り、魔術師ウイザード二人を地上へと押し込んだ。

　地中にめりこんだ二人の魔術師ウイザードからは、もうエーテルの気配は感じない。

「……一人でも、やれた」

　詩愛は喜ぶと、すぐに気を引き締め直して理事長室へと戻った。

　また新しい気配が、そこに迫っているのに気付いたからである。

　すると、理事長室のドアを開けた先から、続々と理術人形ゴーレムが侵入してきた。

　どうやら、まだ居残り組がいたようである。

「これはまた、厄介だわね……」

　全部で四体ほどの理術人形ゴーレム。

　この程度の人数であれば、今の詩し愛あの敵では無かっただろう。

　でも、困ったことにそれだけではなかった。

　理術人形ゴーレムたちを率いるように、魔術師ウイザードが三人ほど入ってくる。

　しかも、うち一人は見覚えのある魔術師ウイザードだった。

　ボブカットの、地味な顔付きのローブ姿の魔術師ウイザード。

（あの人は確か──）

「ふふふ、ここで逢あったが三度目の正直！　新につ田たやや子だ。覚えているか、悠久騎士フレースヴエルグ！」

　最初に出会ったのは、まだ騎士でなかった頃ころの飛鳥あすかが暴れ狂う破者トランプルという魔術結社にさらわれて、それを救出に行った時だ。

　やや子は結社の一員として、詩愛たちに襲いかかってきた。

　二度目に出会ったのは、その十日後くらいだったか。

　べつの魔術結社と結託して、自分の所属していた魔術結社が潰つぶされた恨みを晴らすために、再び詩愛たちの前に姿を現した。

　だが、当然その時も詩愛たちが勝利。

　確か悠久牢獄ニヴルヘイムに連行したはずであるが……。

「牢ろう獄ごくへと連行される最中、運良く逃げ出すことに成功してな。こうやってお前たちへの復ふく讐しゆうの機会を窺うかがっていたというわけさ！」

「し、しぶといというか……凄すごい悪運の持ち主ね」

「悪運？　違うな。天が私に与えてくれた命運だ！　百ゆ合り香かさんの仇かたきを討つための、な！」

（そう言えばこの人、暴れ狂う破者トランプルのボスの仇を討つために、私たちを付け狙ねらってきてたんだっけ……）

　おそらく、彼女にとってそれだけ百合香という存在が大きかったのだろうが──。

　自分だって、たとえば同じ寮の皆が誰だれかにやられでもしたら、その仇を討つために必死になってしまうだろう。

　それこそ、やや子でなくとも、あかりと同じように。

　ましてやそれが、隼はや人とだったりすると──。

（彼女もまた、誰かのために戦っている、か）

「──接続コネクト、〈刺廻天殺ニードルスピナー〉！」

　やや子が理パーマネントを生み出した。

　彼女が武器とする、ヨーヨーの形状をした棘とげの理パーマネントだ。

（でも、こっちだって……）

　負けるわけにはいかない。

　負けられるはずがない。

　このエレベーターの先には、エイオンを止めようと頑張っている隼はや人とがいるのだ。

　そして自分は、そんな彼のためにここに残って、追っ手となる魔術師ウイザードをすべて食い止めようと決めたのだ。

　相手が何人いようが。悪バ魔グだろうが理術人形ゴーレムだろうが、はたまた竜ドラゴンが出てこようが。

「──私は、負けない！」

　１対７。魔術師ウイザードだけでも３人。

　以前の自分なら怯ひるんでいたであろう戦だが、詩し愛あはただ勝ち筋のみを考える。

（いや、違う。勝たなくてもいいんだ。こいつらを止めさえ出来れば！）

　そう考えるや否や、詩愛は〈重力靴グラヴイテイシユーズ〉を通じて、全力でエーテルを周囲へと展開した。

　重力の万力グラヴイテイボールがエーテルを一点に集中して放つ圧縮型の技だとすれば、これは周囲一帯に対する広域の技。

「超重力結界グラヴイテイフイールド！」

　詩愛の言葉とともに、部屋全体にズンと激しい重力がのしかかる。

　中に入って来ていた三人の魔術師ウイザードと理術人形ゴーレム──そして技を使っている詩愛本人さえもが、場に形成された重たさで動けなくなる。

「こ、これは……」

　やや子が驚いた。

「こうすれば、みんな動けないわよね？　しばらく一緒にジっとしていましょう？」

「くっ……！」

　思えば、自分はいつも重たかった気がする。

　まだ自分が魔術師ウイザードだった頃ころ、隼人に救いを与えられた時だって、勝手に勘違いして気持ちを暴走させて、この人なら自分を助けてくれるんじゃないかって、そんなことを思ったりもした。

　だから、この靴を履いて軽くなろうと思った。

　空を飛べるくらいに、身軽になりたいと思った。

　だけど、結局自分の本質はそこじゃないのだ。

　自分を受け止め、孤独を受け入れた詩愛は、ようやくこの靴の本当の使い方をも理解出来た気がした。

　もっともっと、解き放てばいい。

　自分の重たさを。

「藍あい田だ詩愛という人間の重たさ、見せてあげるんだから」





　　　◆






　奮い立つエーテルの勢いで、エイオンの赤髪がゆらりと揺れていた。

　彼女が、挑発するように隼はや人とたちに向けて告げる。

「ふふ、どうした。来ないのか？」

「……っ！」

　隼人が声を殺しながら、エイオンを睨にらむ。

　玲れい奈なとリピカも同様だ。

　べつに、三人は動かなかったわけではない。

　動けなかったのだ。

　圧倒的で隙すきを見せない、エイオンの気配に。

「しからば、こちらから行くぞ！」

　エイオンの持つ蛇腹状の剣──〈革世蛇剣レボルテイツクスワロウ〉から刃が一枚一枚剥はがれ、それぞれが自律した兵器のようになって隼人と玲奈とリピカを目掛けて飛んできた。

　勢い良く襲ってくる飛行兵器のようなそれらを、隼人は両腕の刃を使って無心で防ぐ。

　玲奈とリピカも同じように、剣や杖つえを使って必死に捌さばいた。

「ふふふ、どうした？　まだまだ私は本気じゃないぞ？」

　エイオンが宣言すると、彼女の操る刃の動きがいっそう俊敏になる。

　刃のうち一枚が隼人の肩を掠かすると、その箇所の装甲がジュワっという音とともに溶けた。

〈革世蛇剣レボルテイツクスワロウ〉には、物を溶かす力があるのだ。

（当たるとやばいんだよな、これ）

　先程までは規則的だった刃の動きも、段々と無軌道で読みづらいものへとなっていく。

「だが、こっちだって！」

　隼人は、五十人の騎士と繋つながることによって生み出すことに成功した、莫ばく大だいなエーテルを奮い立たせる。

「──確世歪曲リーデイング！」

（未来が見えれば、こんな刃くらい！）

　以前であれば、エーテル量の問題もあって安易な使用の躊躇ためらわれた確世歪曲リーデイングであるが、五十人もの騎士と契約を果たした隼人には、もうその必要もなくなっていた。

　無尽蔵に近いエーテル量で、エイオンの攻撃を見切るべく未来を視み続けながら、反撃の一手を探る。

「こっちも！」

　玲奈も〈天翔覇者エリアルブレイド〉の力を引き出し、悠久神化エターナルエヴオルブの領域へと突入して、自身の反射速度を極限まで向上させた。

　超速度となった玲れい奈なは、迫り来る刃を踊るような剣技で全すべて受け流す。

　──しかし。

（……理事長は!?）

「大丈夫じゃ。このくらいであれば、ワシもまだやれるよ」

　リピカも、杖つえを棒術のように振り回しながら、引退済みの悠久騎士フレースヴエルグとは思えない速度で刃を受け流した。

「ほう。なかなかやるじゃないか、リピカ」

「力を失って長いとはいえ、かつてはヌシとともに理パーマネントの力を究めた身じゃよ」

「そのお前の失った理パーマネントのおかげで、私は今もこうして現役でいられる。身体からだが老いることなく、野心を失うことなく、な」

「じゃからこそ、ワシが自分の手で始末をつける必要があるじゃろう」

「歳としを取っても威勢は変わらないか。が、いつまでももつかな？」

　確かに、このままでは埒らちがあかない。

　なによりもエイオンの言う通り、無理をして力を行使しているリピカは長くもたないだろう。

（理事長も戦えるうちに、打って出ないと！）

　万全の態勢のうちに、勝負は決めてしまった方がいい。

「──確世歪曲リーデイング！」

　隼はや人とは未来を視みながら、エイオンの懐に潜り込む。

（刃が壊せないなら、本人を狙ねらうだけ！）

　エイオンの懐に潜り込んだ隼人が、アームブレードでその腹部を狙った。

　が、既にその動きを察していたエイオンは、一度刃を集結させて本来の〈革世蛇剣レボルテイツクスワロウ〉を作り、それから隼人が避よけられないような剣筋で長い剣を振るわせた。

「くっ──!?」

　巨大な尻尾しつぽのように振るわれた剣に横腹と鎧よろいを抉えぐり溶かされ、隼人は勢い良く洞どう窟くつの壁に叩たたきつけられる。

「隼人!?　このおおおおおお！」

「杖よっ！　魔を打ち払え！　聖黎球セイントスフイア！」

　そこへ玲奈が斬きりかかり、リピカが杖先からエーテルの光の球を飛ばしたが、どちらもエイオンの長い蛇腹剣で上う手まく斬り払われる。

　玲奈とリピカは、そのままエイオンを牽けん制せいしつつ、一度間合いを取るようにして隼人のところへと近付いてきた。

「隼人、大丈夫？」

「ああ、このくらいは大したことないさ」

〈救世機巧グラムグリーム〉の一部が溶けてしまったものの、戦闘の続行に問題はない。

　隼はや人とはエイオンに向かって、二本の刃を構えた。

「君がいくら未来を視みようと、私はその先を行くだけだ。私にはそれだけのことを、成し遂げる覚悟がある」

　再びエイオンが刃を飛ばし、三人を狙ねらった。

（もう一度近付いてもいいが──）

　それだと、先程の二の舞になる可能性がある。

（この刃を壊せれば……！）

　指輪の樹きのレリーフが消え、空白に変わる。

「自在変形メタモルフオーゼ！」

　そして、その形を二本の斧おのへと変えた。

　飛鳥あすかが使っている理パーマネント、〈守護双斧ガーデイアクス〉である。

　隼人はすかさず二本の斧を連結させると、斧にエーテルを注いで周囲に稲妻を迸ほとばしらせた。

　飛雷陣ライトニングサークルを使って、飛来する刃をすべて撃ち落とそうという作戦である。

　隼人の目もく論ろ見みを察した玲れい奈なとリピカも、エイオンではなく周囲の刃に向かって力強く剣を振るう。

　すると刃は、パリンと硝子がらすの割れるような音を立てながら、次々と砕けていった。

　もともとは幾重にも重なることによって成り立っている剣である。

　分離した状態ならば脆もろいのではと踏んだのだが、実際にその通りだったようだ。

「今だっ！」

「こうなってしまえばこっちのもんね！　覚悟しなさい！」

　隼人と玲奈は、全すべての刃の破壊を確認するとすぐに、武器を失ったエイオンを挟み込むように再び斬きりかかった。

「逃げ場はないぞ、エイオン！　観念せい！」

　リピカも、二人に続くような形で正面から聖黎球セイントスフイアを放つ。

　エイオンは抵抗する武器を持たず、ただ三人にやられるのみ。

　三人とも、そう確信していた。

　だがしかし──

「ふふふ……」

　柄つかだけとなっていた〈革世蛇剣レボルテイツクスワロウ〉から、燃えるような蒼あおい焔ほのおが生まれた。

（なっ……!?）

　そしてエイオンは、新しく生まれた業火の剣を鞭むちのようにうねらせると、回転するようにして横に一いつ閃せんし、迫っていた隼人と玲奈と聖黎球セイントスフイア、そのすべてを同時に斬り払う。

　刹せつ那な、身の危険を感じた隼人は〈守護双斧ガーデイアクス〉で、玲奈は〈天翔覇者エリアルブレイド〉でその焔を防いだ。

　しかし、〈守護双斧ガーデイアクス〉と〈天翔覇者エリアルブレイド〉の刀身が、灼しやく熱ねつに溶かされ蒸発してしまう。

「なっ──!?」

　身の危険を感じた隼はや人とは、すかさず後ろに下がって再びエイオンと距離を取った。

　同時に、玲れい奈なも隼人のもとへと下がってくる。

「ふふふ。これが私の持つ〈革世蛇剣レボルテイツクスワロウ〉の本当の力。世界を変えるための本当の形だよ。君たちが壊したのは、本体を隠すための鞘さやに過ぎなかったというわけさ」

　エイオンが余裕の笑みを浮かべながら隼人と玲奈に告げた。

　どうやら、〈革世蛇剣レボルテイツクスワロウ〉の刃が物を溶かしていたのは、彼女の理パーマネントが持つ本質──その熱の強さ故だったらしい。

「蒼き焔ほのおに喰くわれて果てるがいい」

　エイオンが剣に生まれた焔を、放射するようにして隼人たちに向かって放つ。

　一瞬、その焔の勢いと激しさに虚を衝かれた二人は、避よけることができずに立ち尽くしてしまって──

「いかん！」

　刹那、リピカが二人の前に立ち塞ふさがり、杖つえを構える。そしてエーテルの結界を展開して、二人を庇かばった。

　無事、焔は退けられ、間一髪リピカに救われる形になった二人だったが、

　──ばたり。

　直後、リピカがその場に倒れ込む。

「「理事長！」」

　隼人と玲奈が声を揃そろえ、倒れたリピカを抱き起こす。

「……まさか、ここまで強くなっているとはの……」

　事切れそうな小さな声で、リピカが言う。

　二人はエイオンの方を見た。

　エイオンは剣を下ろし、余裕そうに笑みを浮かべながら三人の様子を眺めている。

「さて、どうだ？　そろそろ観念して私と手を組んでくれる気になったか？」

「……だから言ってるだろ断るって。大体、そこまでの力があるなら指輪の力なんてなくっても、どうにかなるんじゃないのか？」

　確かに、指輪には凄すごい可能性があるのかもしれないが、それを上回るほどにエイオンは強くて圧倒的だ。

　そんな彼女に力が欲しいと言われても、隼人はピンとこない。

「私程度の力では足りないのさ。樹術式を創つくり、維持するということは、世界を創造し運営するということに等しい。逆を言えば、その欠片かけらを集めて繋つなぎ直せば、それは世界を紡ぐレベルの力となる」

「その欠片かけら？」

　そのというのがなにを指すのかがわからず、隼はや人とが聞き返す。

　すると、エイオンは少し考えるようにして、玲れい奈なが再び広間に戻ってくるのを待つと、ゆっくりと説明するように告げた。

「理パーマネントは人の魂の性質に似ていて、エーテルというものを生み出すものでもある。そして、世界の因果を紡ぎ出しているのはエーテルである。推測だが、理パーマネントというものは魂なのではないかと私は考えているのだ」

「……魂？　人間の、ってことか？」

　突然不可思議なことを言い出したエイオンに、警戒心を崩さぬまま隼人が問う。

「いいや、樹術式のだよ。もっと言えば、世界はいくつかの樹術式から構成され、因果というものが紡がれている。つまり、世界の魂ということでもある」

「「「……世界の、魂？」」」

　エイオンの言葉に、隼人だけでなく玲奈とリピカも声を揃そろえた。

　すると、エイオンは自分に刃向かう三人の顔を見回しながら、真面目まじめな顔で続ける。

「そう。世界は壊れた時に理パーマネントの姿となり、別の世界へと彷徨さまよい込む。もともと別の世界の因果であった理パーマネントはその世界の樹術式に干渉されないし、独自の法則を創つくることも可能である。実際、乃の亜あに調べてもらったデータによると、理パーマネントが発生する際、同時に世界の外側で巨大な因果の消失が観測されることがあるそうでな。まぁ、あくまでも推察程度のものなのだが──」

（理パーマネントが、別の世界の魂……）

　──ふと、そこで隼人は、昨晩考えていたことが腑ふに落ちた。

「だから、女性にのみ宿る。別の魂をその身に宿すことができるのは、男ではなく女の性質だから」

「察しがいいな、私もそう考えた。歳としとともに理パーマネントを使う力が衰えていくのは、子を宿す機能が衰退していくからだ。私のような身体からだになれば、話は別だがな」

　そしてそう考えるなら、隼人がいつも見ている指輪の夢にも納得がいく。

　もし指輪の夢が他の世界のものであるなら、その世界は滅びていてもおかしくない。

　ただしその場合、どうしてこの町の光景なのかってことにはなってしまうが。

「志半ばに壊れてしまった世界の魂は、別の世界へとワープして、自らの無念に近い人間を宿主として寄生する。無念とは、世界が壊れる原因となってしまったなにかに対する変えたいという気持ちのことだ。そうして理パーマネントは人を選び、その世界の因果を超える力を与える。そして魔術とは、別世界の樹術式の破片──理の欠片ミスリルを元に、擬似的な樹術式を創りあげる行為のことである」

　所しよ詮せん推察でしかないのだろうが、隼人は、エイオンが言っていることはなんとなく筋が通っているような気がした。

　確かに、理パーマネントが別世界の因果の規則そのものであり、魔術がそれを代行するような行為なのだとすれば、それを無理に適用させればこの世界の樹術式が揺らぎ、傷付いてしまうのもまたわかるような気がする。

「そしてその指輪は──その世界の魂を集約して、世界の滅びを防ぐ特殊な理パーマネントなのだよ。予見書に書いてあった通りに、世界を護まもる存在であり、世界を滅ぼし創つくり変える存在でもあるというわけだ」

「……なるほどのう」

　リピカが、倒れたまま納得したように頷うなずく。

「ええっと、なんだか面倒なことばかり話してていまいちわかるようなわからないよな感じだけど……ちょっと待って、じゃあその予見書ってのはどこからきたの？」

　疑問に思ったのか、玲れい奈なが尋ねる。

「さぁ、私に聞かれてもそれは知らないさ。ただわかるのは、この世界の未来がそうだったように、世界は放っておけば滅びを迎えてしまうということだ。人は愚かだから争うのだよ、理パーマネントなんてものを持ってしまっては余計にな」

　そこまできて、隼はや人とは何な故ぜ未来にこの世界が滅んでしまうのか、エイオンがそれをどう推察しているのか──わかったような気がした。

「つまり、あなたは最終的に、悠久騎士フレースヴエルグか魔術師ウイザードのいずれかが世界を壊すと、そう思っているわけですね」

「そう。だから今ここで、そうならないように世界を安定に導く必要があるのだよ。これ以上人が間違えないためにもな」

「……なるほど」

　エイオンとリピカが見たという未来の光景。

　そこに終しゆう焉えんがあったのだとして──確かにそういった状況を作り上げる可能性が高いのは、騎士か魔術師ウイザードか、あるいはその両方だろう。

　だからこそ、自分が世界を安定させたいという気持ちは隼人にもわかる。

　わかるのだが──

「もしかしたら、その理由があなたかもしれないんじゃ？」

　そう、隼人がエイオンに聞くと、エイオンが「はは」と楽しそうに笑った。

　そして、いたって冷静に答える。

「そうだな。だが、大した世界でなければ滅んでしまっても仕方のないことだろう」

「なっ──」

　玲奈が小さく声をあげたあとに言葉を失う。

　──結局は、これがエイオンの本心であり本音だった。

　以前に話した時からわかっていたことだが、彼女が救いたいのはあくまでも、彼女が信じる世界の形。

　自分が正しいという前提の上に成り立つ、彼女のための世界の話だ。

　すると、一連の会話を聞いていたリピカが、呆あきれたように言う。

「わかったじゃろ？　結局こいつは自分の信じる世界のことしか考えておらん」

「なるほど。ちょっと今、納得して同意しかけちゃっていたわ。つまり、結局は自分の都合のいいように言って、私たちを騙だまそうとしていたってわけですね」

「そういうことじゃ」

　エイオンが嘲あざけるように笑う。

「べつに騙すつもりなんてなかったさ、私は本心を言っているだけだからね。それに、もはや勝ちが決まっているようなこの状況で、キミたちとわざわざ口で戦う必要なんてないからね。もっとも、素直に共感してくれた方が、私としてはやりやすいのだけど」

「お断りだ。それに、まだ勝ちが決まったわけでもないだろう？」

　隼はや人とは言い返してすぐ、〈守護双斧ガーデイアクス〉を消して指輪に戻した。

　確かに〈守護双斧ガーデイアクス〉の刃は消えてしまったが、あれはあくまでも指輪で生み出した模造品だ。〈律因の環ニーベルゲン〉に直接的なダメージはない。

　指輪の樹きのレリーフが再び空白を描き、今度は〈土龍槍ギガトンランス〉へと姿を変える。

「咆哮する土龍エーテルボム！」

　すぐに、銃口からエーテルの砲弾を発射して、エイオンを狙ねらった。

「まだ戦うか魔ロ王キ！」

　だが、エイオンは蒼あおい焔ほのおでエーテルの砲弾を蒸発させると、剣先から大量の火の粉を隼人と玲れい奈なの二人に向けて飛ばしてきた。

　すかさず隼人が、今度は〈律因の環ニーベルゲン〉を〈自在の水衣フエイズドレス〉へと変える。

　そして、玲奈とリピカを庇かばうように絶対防御泡ウオーターカプセルを作り上げ、火の粉を防いだ。

「そりゃ戦うに決まってるだろ！　お前を倒して、この学園を取り戻すためにな！」

「勝てないと言っているのに！」

　すると、エイオンが直接迫ってきたので、

「玲奈、理事長、ちょっと飛びます」

「……え？」

　すぐに〈律因の環ニーベルゲン〉を〈重力靴グラヴイテイシユーズ〉へと変え、玲奈とリピカをそれぞれの腕で掴つかむと後方に加速した。

〈重力加速グラヴイテイアクセル〉の速度には、流石さすがのエイオンもついてこられない。間合いを取るくらいのことなら容易にできる。

　やがてエイオンが動きを止めたので、隼人も移動を止めてゆっくりと玲奈とリピカを下ろした。

　すると、玲れい奈なが何な故ぜか、こんな危機的状況にも拘かかわらず、くすりと笑みを零こぼした。

「ねぇ隼はや人と。この状況さ、なんだか似てない？」

「……俺も、似たようなことをちょっと思ってたよ」

　もう抗あらがう術すべなどないのではないかと思えるような、絶望的な状況。

　剣を失った玲奈と、それを庇かばう隼人。

　まるで、ヨルムンガルドと対たい峙じして、玲奈と奏魂の盟ソウルリンクを結んだ、あの時のようである。

　あの時も、隼人は諦あきらめなかった。そして玲奈も──諦めなかった。

　二人とも、絶対に諦めたくないと思った。

　諦めるような人間になりたくないと、強く願ったのだ。

「なぁ玲奈。俺はさ、この世界のことが好きだ。だからあいつの言っていることが、かなり嫌いだ」

「私もわかるわ。だから、倒したいわけよね。でも、この状況からどうするの？」

　すると、隼人がリピカを見た。

「理事長、お願いがあります。一か八か、試してみたいことがあるんです」

　そう言うと、隼人は樹術式を見上げた。

「なるほど。……ヌシはワシに随分と無理をさせるの」

「ここまでくると、甘えざるをえないでしょう」

　隼人が玲奈とリピカの腕を、再び掴つかんだ。

　そして、上空へと加速する。

　目指した先は、樹術式だ。

「──待て、まさか！　お前！」

　エイオンが、すぐに隼人がなにをしようとしているかに気付き、蒼あおい焔ほのおを伸ばした。

　だが──

「それはさせんよ、エイオン！　隼人、巻き込まれぬよう手を離せ！」

　空中でリピカが、先程そうしたように杖つえの力を使ってエイオンの焔を防いだ。

「っ！　行け、隼人！」

　リピカは、エイオンの剣から放たれた焔を四散させると、力尽きたように地面に落下する。

「理事長、感謝します！」

　そして、その間を使って、隼人は──




〈ユグドラシル〉に、キスをした。




　刹せつ那な、物もの凄すごい量の、これまでにないくらい膨大なエーテルが隼はや人との中に発生する。

　もし理が樹術式の魂であり、指輪がそれと契約しているのであれば、現存する樹術式とも繋がることが出来るのではないか。

　隼人はそう考え、この賭かけに出た。

（だって、俺はこの世界を愛しているし、きっと世界だってそのはずだから！）

　過去、今、そして未来と──隼人を創つくり上げる因果そのものが、この世界そのものが、自分を護まもろうとする隼人に力を与える。

「な、そんなことが──！」

　エイオンが慌てて、隼人に向かって再び焔ほのおを伸ばした。

　だが、隼人から溢あふれ出すエーテルが、その焔をいとも容易たやすく消してみせる。

　樹術式の魂ではなく、生きているそのもので樹術式の持つエーテルの量は、そんなレベルのものではなくて──

　この世界と繋がった隼人の前に、エイオン如き敵ではない。

「まさか、そんなバカな！　世界と繋つながってしまうなんて、そんなことは……！」

　とはいえ、〈律因の環ニーベルゲン〉は決定打に欠ける。

　だから隼人は、信頼のある騎士に、トドメを託して──

「玲れい奈な！」

「……ええ！」

　隼人は宙に浮いたまま、〈重力靴グラヴイテイシユーズ〉を指輪の状態に戻すと、玲奈をエイオンに向けて放り投げながら彼女に向けて指輪を構えた。

　指輪の樹きのレリーフが、成長を司つかさどるベルカナのルーンへと変化する。

「騎士覚醒アウエイク！」

　指輪から放たれた強い緑色の光が、玲奈を優しく包み込んだ。

　隼人のエーテルを託された玲奈は、〈天翔覇者エリアルブレイド〉に刃を取り戻した。

　復活した〈天翔覇者エリアルブレイド〉の刀身からは、溢あふれんばかりのエーテルの緑色が、煌こう々こうと光り輝いている。

「あのね、エイオンさん。あなたにどんな過去があったとしても、そのやり方は間違っていると思う。だから──ごめんなさい！」

　最後に一言謝ったのは、玲奈なりの哀れみだったのかもしれないし、彼女の境遇に対する同情だったのかもしれないし、果たそうとする正義に対する共感だったのかもしれない。

　だが、いずれにせよ玲奈は──そして当然隼人は、エイオンと同じ道を歩むことはなかった。

　だって二人とも、この世界を愛しているのだから。

　玲奈が、〈天翔覇者エリアルブレイド〉を大きく振り上げ、纏まとっていた鎧よろいをその刀身へと集結させ大剣の形態へと戻した。

　そうして形成された大剣の刀身からはエーテルが溢あふれ始めて、そのまま大きく膨れ上がり、やがては超巨大な刀身となって──

「──〈覇者の牙レーヴアテイン〉！」

　巨大なエーテルの刀身が、エイオンに向かって振り下ろされる。

　当然エイオンも対抗しようとするが、まるで相手にならない。

　革世を目指した蒼あおい焔ほのおが、月誓の気高き光の剣に押し包まれる。

　玲れい奈なの放った極大のエーテルは〈革世蛇剣レボルテイツクスワロウ〉を破壊し、エイオンの纏まとっていたローブを吹き飛ばして、

「見事だよ、私の負けだ。でも、人に変えたいという意思がある限り、きっとあの未来のように、この世界は──」

　やがて、その意識を奪った。












■第五章　律因の環ニーベルゲン







　あれから、一ヶ月ほど。

　夏もますます猛暑となり、一学期を締めくくる期末考査の時期となった。

　そんな時期、隼はや人とは玲れい奈なの部屋で、二人で試験勉強をしていた。

　二人とも、お風ふ呂ろは済ませたので室内着である。

「あのさぁ、玲奈。やっぱ狭くないか？」

「……で、でも、勉強は机でやった方がいいでしょ？」

「いや俺はべつに床でも構わないし、なんならリビングでやるって手も……」

「わ、私はイヤなの！　じ、自分の部屋じゃないと落ち着かないし！　つ、机じゃないと落ち着かないし！　それにそれに、ええっと……とにかく、机でやるの！」

「わ、わかったよ」

　隼人は、玲奈の横に置いた椅い子すに座り、肩をぶつけるようにして同じ机に向かっている。

　昔、一緒に勉強した時と同じようなスタイルだ。

　最近隼人は、夜のあいた時間に玲奈の部屋に来て、試験に備えて勉強を教えていた。

　どうやら、今度こそ総得点で隼人に勝ちたいらしく、そのために苦手科目を完かん璧ぺきにさせて欲しいとのことだ。

（勝ちたい相手に勉強を教えてもらうって、なんか違う気がするんだけどなぁ）

　とは思うものの、隼人も玲奈に勉強を教えること自体はべつに嫌いでもないので、断る理由もない。ただ、ちょっとだけ困ったことがあるとすれば──

「あ、あのさ、隼人」

「なんだ？」

　隼人が聞き返すと、玲奈は頬ほおをかぁっと染めて、しばらく口をもごもごさせた後、

「や、やっぱりいい！」

　と言って、それ以上はなにも言わなくなってしまう。

　玲奈は、最近こういうことがやけに多かった。

　特に、一緒に勉強するようになってからは毎日のように続いた。

「……そうか？」

「う、うん……」

　とはいえ、隼人にも玲奈がなにを言おうとしていたのかわかっていないわけではない。

　おそらくだが、先日エイオンとの決戦に出向く際に彼女が言おうとした言葉の続きを、伝えようとしているのだろう。

（──自信過剰でなければ、だけどさ）

　だが、隼はや人とだって玲れい奈なにそれを伝えられたとして、どう答えればいいのかわからない。

　もし彼女がその先を伝えてきた場合、どう返すべきかを、まだ決めてはいない。

　いや、本当に、本当の本当に、玲奈が隼人のことをそういう風に思っているのであればだが。

（もし違ったとしたら、ずいぶんと恥ずかしいよな……）

　そもそも、自分は玲奈のことをどう思っているのだろうか。

　隼人はそんなことすらも考えてしまって。

（すべての戦いが終わったら、続きを言うとは言ってたけど）

　結局、自分にとっても答えが出ない方が都合がいいから、この話はここで終わりにしてしまうのだ。

　この学校と因果領域を巻き込んだ、悠久騎士フレースヴエルグと創世の執行者ニーズヘツグとの戦いは終わった。

　学校はといえば、戦闘中は〈赤気結界オーロラフイールド〉に包まれていたこともあってか、特に被害はなく、元通りの姿となっていった。

　町に関しても同じだ。つい先日まで創世の執行者ニーズヘツグに支配されていたというのに、その名残はどこにもない。

　みんな何事もなかったかのように、平穏な日常を取り戻していた。

（誰だれも知らない、すべては歴史の陰で起こった出来事……なんてな）

　悠久騎士フレースヴエルグにしたって魔術師ウイザードにしたって、普通の人間は知ることのない存在だ。

　隼人たちがこの町を──世界の危機を救ったということを知っている人間なんて、ほとんど存在しない。

（でも、それでいいんだと思う）

　べつに、誰かに知られたいから世界を護まもったというわけではない。

　隼人は、玲奈の部屋の窓から覗のぞいた、夜空に昇る月を見た。

　月だって、誰かに感謝されるために夜道を照らしているわけではない。

　そして、そういうものだから隼人は憧あこがれたのである。

（……でも）

　でも隼人の心では、まだ引っかかっていることがあった。

　確かに創世の執行者ニーズヘツグを倒して、平和は取り戻せた。

　護樹議会ヴアルキユリアは以前のような機能を取り戻すのにまだしばらく時間がかかるという話だし、各地の樹術式や悠久騎士フレースヴエルグも人手不足でてんやわんやという話だが、今まで一番の騒動を巻き起こしていた最大の魔術結社がいなくなったのだ。一応なんとかなっているらしい。

　この寮のみんなだって同じだ。今まで通り隼人たちが住み、それを樹術式の巫み女こであるリピカが仕切って、魔術事件が起こった時のために待機している。

　もっとも、あれ以降一度も魔術師ウイザードによる事件は起こってはいないのではあるが……。

　唯一変わったことといえば、花か音のんがまた寮を出ていったことくらいだろうか。

『護樹議会ヴアルキユリアが大変そうだからさ、こんな時くらいはちょっと手伝ってあげてくるよ。ま、あれはあれで、無くなると面倒な組織だからね』

　だから、今のところ世界は普通に回っているはずではあるのだけど、それでもどうしても隼はや人とには気がかりなことがあった。

『人に変えたいという意思がある限り、きっとあの未来のように、この世界は』

　エイオンが残した最後の言葉と、リピカとエイオンの二人が見たという未来の話だ。

　もし彼女たちが見た未来が本物であれば、この世界は崩壊を迎える運命のはずである。

　それに、まだ他ほかにもある。〈律因の環ニーベルゲン〉が隼人に見せる夢のことだ。

　エイオンが言っていた、理パーマネントが世界の魂であるという話がもし本当だとすると、どうして〈律因の環ニーベルゲン〉の世界に隼人はいたのか。

　そして、その光景がこの町であるのか。

（結局、二つの予見書のこともよくわからないままだしな）

「隼人、なにを考えてるの？」

「……ん？　いや、なんでもないよ」

「嘘うそ。今なにか真面目まじめなこと考えてたでしょ。最近多いわよ？」

　さすがに、こう付き合いが長くなってくると、嘘は見抜かれてしまうものらしい。

「世界のことを考えてた」

「……なんでわかるんだ？」

「言ったでしょ、付き合いが長いからわかる、って。それに、私だって時々考えちゃうもの。もしかしたら、エイオンさんを止めたのは、間違いだったのかなぁなんてことも」

　エイオンの計画に隼人が付き合っていれば、この先の世界が安泰だったという可能性。

　あの時隼人たちが彼女を止めたことが、本当に正解だったかどうか誰だれにもわからない。

「まぁでも、それはないと思いたいけどな」

「私もそう思ってるわ」

　それに、いくら気になっても、考えても仕方がないことだしわからないことである。

「まぁまぁそんなことより、今私は次の試験のことが気がかりなの！　で、次のこの問題のことだけどさ！」

　そうして玲れい奈なが参考書のページを捲めくって、シャーペンの先でわからないと言っている問題を指そうとする。

　すると玲奈が慌てすぎていたのか、手を滑らせてシャーペンを机の上に落とした。

　シャーペンがころころと、隼人の方へと転がってくる。

　だから、隼人がそれを拾ってやろうとしたわけだが、同じく拾おうとしていた玲奈と手が重なってしまう。

「「あ……」」

　二人同時に、恥ずかしそうに声をあげ、頬ほおを赤らめる。

　そして、そのまま静止したかのように、視線を重ねて──

　──ドクン。

　隼はや人との胸が高鳴るのがわかった。

　と、そこで隼人は急に恥ずかしくなり、慌てて手を引っ込めた。

　だが、タイミングが悪く同じように玲れい奈なも丁度手を引いていたところで、その勢いに弾はじかれてシャーペンが床に落ちてしまう。

「「……あ」」

　再び、声を揃そろえてしまう二人。

　すぐに隼人がペンを拾うため、しゃがもうとするが、

「え、ええっと、私が拾う！」

　玲奈がそう言って立ち上がり、シャーペンを拾うためにしゃがみこんだ。

（……世界のこともだけど、目の前のことも、か）

　ふと、隼人はそんなことを考えてしまう。

　結局隼人は、あの決戦の日に、エレベーターの中で玲奈が伝えようとしていた言葉の続きを聞いていない。

　──もし聞かれても、どう答えるべきかの準備すらできていない。

（結局俺は、どうするんだろうな……）

　そう思いながら、床にしゃがみこんだ玲奈を見る。

　するとなぜか──

（……え？）

　玲奈は、隼人の方にお尻しりを向けて、スカートの中から青い縞しま々しまのパンツを覗のぞかせる四よつん這ばいの格好になっていた。

　膝ひざを床につけたまま、のめりこむようにして上半身を前にのばしすぎなのだ。

「あれ？　どこいったのかしら。おかしいわね……」

　そんなことを言いながら、玲奈は床に落ちたシャーペンを必死に捜し回っていた。

　どうやら、見つからないらしい。

　隼人はすぐに、見てはいけないと思って玲奈から視線を逸そらそうとした。

　だが──

「……隼人、今見たでしょ」

「え？」

　玲奈が、なぜかその格好のまま隼人の方を振り向いてくる。

　べつに怒っているわけでもなく、頬を紅潮させた恥ずかしそうな表情。

「今、パンツ見たでしょ」

「な、な……!?」

　隼はや人とは焦った。そして困惑した。

　──どうして玲れい奈なはこんなことを言っているんだ!?

　しかも玲奈は、そのままむちっとした縞しまパンを履いたヒップを、扇情的にふりふりと動かしてきた。

「あ、あのね。最近、ちょっと思ってることがあるの。隼人ってさ、エッチじゃない？　隙すきあらば人のパンツを覗のぞいてくるような性格というか」

「いや、ちょっと待て。なんで当然のように俺がエッチって話になってるんだ!?」

「だからね、私思ったの。そ、そんなに見たいなら、他ほかの子のじゃなくてね、私のを──」

　玲奈が、隼人の言葉を無視してそんなことを言っていると──

　──バタン。

　勢い良くドアが開いて、飛鳥あすかが飛び込んで来た。

「ちょっと、どういうことなんですか玲奈先輩！　またにーさんを誘惑して！……って、待って、本当に誘惑してる!?」

　そして、糾弾するように言い放った後、不思議な格好をしている玲奈を見て驚き叫ぶ。

　玲奈が顔を真っ赤にして、慌てて立ち上がった。

「ち、ちちち、今のは違うの！　シャーペンを落としたから拾おうとしてただけで！」

「う、うう、嘘言わないでください！　か、顔を真っ赤にしてにーさんに向けてお尻しり振ってたじゃないですか！　い、今のはどう見ても発情した動物でしたよ！」

　飛鳥も目撃した状況があまりに恥ずかしかったのか、声を引きつらせた。

「う、嘘うそじゃないってば！　だ、だいたい、なんでこの時間にアンタが！　今はお風ふ呂ろに入っているはずじゃ……!?」

「あたし、知ってるんですよ!?　風かざ見み先輩があたしのお風呂の時間を調べて、その隙すきににーさんを誘い込んで勉強してること！」

「ぐっ。だ、黙っててってみんなに念を押したのに、どうして……」

「にーさんも、どうしてこんな女の言うことに従って、あたしに隠し事をしてるのかな？　かな？　しかも今、風見先輩のお尻になにをしようとしていたのかな？」

　飛鳥が〈守護双斧ガーデイアクス〉を発現させると、二振りの斧おのをブンブンと振りながら近付いてくる。

　その瞳ひとみにはどこか狂気が宿っていて、持っている物の物騒さも相あい俟まってかなり怖い。

「待て待て落ち着け飛鳥。俺はべつに玲奈のお尻になにかしようとしてたりはしねーよ！　そしてべつに悪意なんてなく……ただ、お前に喋しやべったら面倒なことになるだろ？」

「なにがどう面倒になるの？　べつにちょっと妨害するくらいだよ」

「やっぱり面倒なことになってるだろ!?」

　少なくとも玲れい奈なは困ると思ったので、隼はや人とは黙っていたのである。

「べつにあたしは誰だれにも聞いてないよ。ただ、最近毎日、あたしがお風ふ呂ろに入っている間ににーさんが勉強道具を持って部屋を出て行ってたから、これはなにかあるなーって思って今日は引っかけ捜査をしてみただけで……」

「待て待て待て！　なぜお前は自分が入浴している間の俺の行動を知ってるんだ？」

「……ん？　んー……」

　隼人の言葉に、飛鳥あすかはしばらく考えるような仕草をした後、

「なんでだろうね？」

　ごまかすようににこりと笑った。

（絶対なにか仕掛けられてるな……あとで調べておこう）

　最近の飛鳥の隼人に対する行為は、日に日に激しいものになってきている。そろそろ犯罪の域に突入していてもおかしくはないはずだ。

　しっかりと自衛していく必要があるなと、隼人は溜ため息いきを吐つきながら気を引き締め直す。

「……さっきから騒がしい」

　そうこうしていると、玲奈の部屋にあかりがやって来た。

　どうやら、玲奈と飛鳥の騒ぎを聞きつけ気になったようである。

　すると、続けて詩し愛あまでやって来た。

「どうしたの？　エーテルの気配がしたけど……」

　飛鳥が理パーマネントまで出して暴れていたのである、確かにみんななにがあったんだと気になって当然なのかもしれない。

「あー、もうほら、アンタのせいで騒ぎになっちゃったじゃない」

　玲奈が非難するように飛鳥に言う。

「なにを言うんですか。もとはといえば風かざ見み先輩がにーさんをたぶらかしていたのが悪いんでしょう？」

「だから、私はべつにたぶらかしてたわけじゃないってば！　ただ、勉強を教えてもらってただけだし！」

「それでお尻しりを振るんですか？」

「うっ──！」

　あかりと詩愛が、「お尻？」と不思議そうに言いながら玲奈の方を見た。

「ま、まぁ、俺がただ風見に勉強を教えていただけだよ。それでちょっと騒ぎになっただけだから……」

　隼人が、苦笑いを浮かべながら言う。

　玲奈が尻を振っていたのは本当だが、そのことを説明するとややこしくなる。

「あ、だ、だったら、たまには私も教えてもらいたいな。いつも玲奈ちゃんばかりずるいって、ちょっと思ってたし」

　すると、詩し愛あがそんなことを言った。

　その隣りにいたあかりも「うんうん」と深く相あい槌づちを打つ。

「それは賛成。私もわからないところが多いから、隼はや人とに教えてもらいたい。ぶっちゃけ玲れい奈なはずるい」

　玲奈が、そんな二人の言葉を聞いて、「ぎりっ」と彼女たちを睨にらんだ。

「……もしかして詩愛とあかりちゃん、私への牽けん制せいのつもり？」

「いや、べ、べつにそんなんじゃないけど……」

「……べつに？」

「ふ～ん？」

　玲奈が、必死に言い繕おうとする二人に疑惑の眼まな差ざしを向けた。

　隼人はといえば、その様をみてやっぱりこんなことを思ってしまう。

（世界よりもまずは目の前のこと、かなぁ……）

　とりあえず、自分がなにかしらの引き金になっているのは間違いないだろう。

「はいはい。みんなで勉強するんだったらリビングはどうかしら？　実は、さっきクッキーを焼いたから、おやつもあるわよ～？」

　そうこうしていると、今度は琴こと美みまでもが玲奈の部屋にやってきた。確かに、この人数が一緒に勉強するのであれば玲奈の部屋は狭すぎる。リビングに移動した方が良い。

「どうする？　玲奈」

　隼人が聞くと、玲奈はなにかを諦あきらめたように「はぁ」と溜ため息いきをついた。

「そうしましょうか」





　　　◆






　その夜、みんなが王オーデインの間で寝静まった後。

　隼人は一人、理事長室へとやって来ていた。

「んで、なんのようじゃ？　こんな時間に」

「いえ、ちょっと寝付けなかったから、理事長と話がしたくて」

　今日、玲奈とエイオンのことについて話したせいもあったのかもしれない。

　なんとなく隼人は、指輪や世界のことについてぐるぐると考えてしまって、眠れなくなってしまっていた。

「珍しいのう。夜よ這ばいか？」

「違いますよ！」

　からかうような一言に隼人が怒りつつ返すと、リピカは余裕そうに「ふふっ」と笑う。

　──エイオンとの戦いの時、リピカはずいぶんと無理をしていたものの、幸い大きな後遺症もなにも残っていないようだ。

『ちょっとは寿命が縮んでしまったかもしれんし、もう二度とあんなことはできぬじゃろうがの。……まぁ、いつか死んだらその時はその時じゃ。葬儀は任せたぞ』

　そんなことも言っていたが、よくよく考えてみれば、リピカには家族がいないのだ。

　もし隼はや人とが生きている間に本当にそうなってしまった時は、冗談のつもりだったかもしれないができる限りしてやれることはやってやりたいなんて、そんなことも思っていた。

「んで、どんな話がしたいんじゃ？」

　隼人はどう話を切り出したものか悩む。これは、あの事件以降ずっとリピカに聞こうと思っていたが、なんとなく聞けないままになっていた話だ。

　──目の前のことではなく、世界のこと。

　先程玲れい奈なと話していて、思い返してしまったことでもある。

　隼人は「すぅ」っと小さく息をすうと、ようやく決心を済ませて、

「理事長は、このままでいいと思ってるんですか？」

「……このまま、とは？」

「世界が滅びる運命について、です。もし未来にそういう光景があったのだとすれば、それを防ぐのが指輪を持つ俺の使命なわけですよね？」

　リピカの表情が、困ったようなものに変わる。

「でも、世界はエイオンを討つことによって変わったかもしれないわけじゃろ？　あやつがやろうとしておったことこそが、世界の危機じゃったのかもしれん」

「……俺は、変わってない気がするんです」

「どうして？」

　どうして、と聞かれても困る。

　ただ、なんとなくだが、隼人にはそういう予感があった。

　もしそこに、強いて理由を探すのだとすれば──

「指輪がそう告げている気がするんです。本当に予感、なのですが」

　それ以上、なんと説明すればいいのかわからないが、隼人には確かにそう思えたのだ。

「融因シンクロ、かもしれんの」

「え？」

「指輪の過去と記憶が、おヌシになにかを報しらせている可能性は十分にあるじゃろう。その指輪が、世界を救うために発生したものなら尚なお更さらじゃ」

「世界を救うために……」

（──いや、違う）

　そうなのだが、そうじゃない。

　合っているけど、それだけじゃない。

　確かこの指輪は、なにかを恨み、復ふく讐しゆうを果たそうとしているんだ。

　その相手については、隼はや人とはわからないけど。

「まぁ、ワシの推測だけ言おう。おそらくじゃが、世界は救われてはおらぬ。きっとヌシが思っているのと同じ理由じゃ」

「やっぱり、理事長もそう思いますか」

「変な話じゃが、ワシはエイオンを信頼しておったからのう。あやつが創つくりたがった世界の是非は別にして、世界を壊すようなヘマをするとは思っておらんかった。むしろ、もし計画が成功しておったら、それはそれで平和な世界が出来ておったんじゃないか。そうも思っておる」

「……なるほど」

　どうやら、リピカも隼人と同じ考えらしい。

　いや、それは隼人に限った話ではないだろう。

　玲れい奈なだって、他ほかの寮のメンバーだって、護樹議会ヴアルキユリアの面々だって、似たようなことを考えているかもしれない。

　べつにまだ、世界が救われたわけではないのだと。

「しかしもし、それについて知ることができるとすれば、それはヌシだけじゃろうな」

「……え？」

「ヌシがもし、もっと指輪との融因シンクロを深めて記憶を辿たどることができれば、何らかのヒントを得ることができるかもしれぬじゃろう？」

　確かにその通りである。

　そしてそれは、隼人にしかできないことだ。

「まさに、世界の命運はヌシに委ねられておるというわけじゃの」

「……責任を重たくしないでくださいよ」

「くくく。ワシは本当のことを言っておるだけじゃよ」

（でも、確かに──）

　もし、この世界がまだ危機に瀕ひんしていて、それでいてその世界を救う切っ掛けをつくることができるとするならば、その手段を探し求めることこそが、隼人の使命のようにも思えた。

　指輪に選ばれた、王オーデインとして。
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　その日、隼人は夢を見た。

　いつもの崩壊した世界の夢だ。

　壊れた結むすびヶが原はらの街で、隼はや人とは一人ボロボロになった学生服を着て立ち尽くしている。

　そこで、世界に向かってこう叫ぶのだ。

「我は魔ロ王キ、夕ゆう霧ぎり隼人だ！　力を持たないが故、屈辱を味わった男だ！　だが、だからこそ、だからこそだ！　──必ず、この世界を救ってみせるぞ！」

　隼人はその夢の世界で、ジっと考えていた。

　誰だれが、この世界を壊した？

　世界がこうなるように仕向けた奴やつ等らの正体は、いったい誰だ？

〈終焉の日ラグナロク〉と呼ばれたその日、世界では誰と誰が戦っていた？

　誰がどうすれば、このようになってしまう？

『見事だよ、私の負けだ。でも、人に変えたいという意思がある限り、きっとあの未来のように、この世界は──』

　──そうだ。

　なんのことはない、誰かが壊したいと思えば、誰かが強い意識を持って世界を混乱させれば、あるいは騎士と魔術師ウイザードがぶつかり続ければ、樹術式はすぐに朽ち落ちていくだろう。

　またいつかどこかで、エイオンよりも強力で、彼女よりも残忍な魔術師が生まれてしまえば。

　そしてそういうものが生まれてしまう可能性は、世界という広い舞台と長い歴史における尺度の中で、そうも珍しいことだろうか？

　隼人は、自分の回りにいる少女たちのことを考えてみる。

　玲れい奈なは、ただ意地っ張りなだけの不器用な普通の女の子だ。だからこそ、完かん璧ぺきを目指した。優秀な騎士を目指した。

　詩し愛あだって、ただ弱気で世間を恨んでいただけの普通の女の子だ。だからこそ、世界から綺き麗れいなものを消して、自分に優しい世界を創つくろうとした。

　本人たちが言うように、玲奈と詩愛はよく似ている。

　玲奈だって、なにかボタンの掛け違いのようなものがあれば、魔術師ウイザードになっていたのかもしれない。詩愛も逆に、最初から騎士になっていたのかもしれない。

　飛鳥あすかだって、あかりだって、琴こと美みだって。

　人が変わりたいと思うのは自然なことで、そこに弱さが生まれるのも、あるいは強さが生まれるのも当然のことだ。

（ああ、そうか……）

　隼人は、この世界を壊したものの正体を、わかった気がした。

　そう考えれば、ある意味エイオンのやろうとしたことは間違っていなかったのだろう。

（神システムだ）

　それは、規則であり運命であり。そして、この世界を壊してしまったものの正体であり──

（かつて、別の世界の俺が恨んだ存在）

　もしかすると、最初は今の神システムでも良かったのかもしれない。

　だが、どこかで掛け違えて、不幸な流れが生まれてしまった。

　──それこそ護樹議会ヴアルキユリアのように、構造の寿命を迎えてしまったのだ。

　隼はや人との心に、〈律因の環ニーベルゲン〉との記憶が重なっていく。

　世界の外にある別の世界。

　隼人たちの住む世界に良く似た因果情報を持つ世界。

　俗にいう、並行世界。

　並行世界が壊れる時、その世界の魂であった樹術式と仲の良かった隼人は、彼女と約束をしたのだ。

　ふと、ぼろぼろになった隼人の前に、緑色の髪を地べたまで垂らした、裸の少女が立っていた。

　隼人は、少女の名前をよく知っている。

「……初めまして、〈ユグドラシル〉」

「くすくす。おかしなことを言うのね、あなたは私のことを良く知っているじゃない。先日、契約だって済ませたわ。それに私はずうっとあなたのことを知っているわ。それこそ、あなたが生まれた時からずうっとね」

　少女ははにかみながら、てとてとと隼人に駆け寄ってくると、ずっと巡り会えなかった恋人に再会したかのように、愛いとおしそうにギュっと隼人を抱きしめた。

　そして、夢の中の隼人が嵌はめた〈律因の環ニーベルゲン〉を見ながら、懐かしむように言う。

「おそらくこれは、この夢の世界で死んだ私の魂ね」

「そうだろうな」

　そうして、この並行世界で生まれた〈ユグドラシル〉の魂は、隼人の意思とともに別の世界を彷徨さまようことになった。

　いつか自分が辿たどり着くであろうもう一人の自分が、そして彼女が愛していたであろう隼人が、同じように滅びの運命を辿らないようにだ。

　二つの予見書は、おそらく指輪が世界を移ろい行く過程で生まれた、その世界の指輪の所持者による予想のようなものだろう。

　時には騎士が正しいと言い、時には魔術師ウイザードが正しいと言い、〈律因の環ニーベルゲン〉は真相に辿り着けないまま、いくつもの世界を渡り歩いて──

　ようやく、別の自分の世界へとやって来たわけだ。

「なぁ、〈ユグドラシル〉」

「なに？」

「わかったよ、世界の救い方」

　隼はや人とが言うと、ただの少女にしか見えない『世界』は、にいっと笑って。

「そっか、それは良かった。じゃあ、私をよろしくお願いね。神システムに逆らう魔王さま」




　──この世界を、よろしくお願いします。
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　翌日、隼人は学校を休んで舞まいと逢あうために護樹議会ヴアルキユリアへと向かった。

　世界にとっての本当の厄災とはなんなのか、そしてどうすれば救えるのかはなんとなくわかったが、そのためにはまず護樹議会ヴアルキユリアの協力が必要不可欠だ。

　電車に揺られること数時間。さらに駅からバスで一時間。それから迎えの車で一時間ほど山を登り、ようやく目的である護樹議会ヴアルキユリア本部となる集落へと辿り着く。

　車を降りると、隼人は一緒に付いてきたみんなとともに、本殿に続く石段を登った。

「しかしまぁ、本当によくこんな人の来にくい場所につくったわよねぇ」

「そりゃあ、山全体がちょっとした集落になっているわけじゃし、その一角には捕まえた有害な魔術師ウイザードたちを閉じこめておく悠久牢獄ニヴルヘイムもあるわけじゃしな。まぁ、もともと樹術式のあったこの場所に建てたというのが正解じゃろうが」

　玲れい奈なが不思議そうに呟つぶやくと、隼人の背におぶさったリピカがそう答える。

　──隼人は、リピカを背負いながら石段を登りつつ、心底不思議そうに尋ねた。

「ところで、ですね。どうして俺は理事長をおんぶしているんですか？」

「そりゃ、この石段は年寄りには酷じゃからのう。しかもワシは普段部屋で引き籠こもってばかりじゃ。長い階段など登れる気がせぬ」

「だったら寮に残っておけば良かったでしょう。他ほかのみんなだって、べつについてくることはなかったのに……」

　最近はめっきり事件が減ったものの、この隙すきに向こうでなにか事件が起こらないとも限らない。

　一応、一かず葉はと双ふた葉ばを寮に呼んで、代わりに〈因果観測機エヴエレツト〉を見張ってもらってはいるものの、彼女たちは騎士でもなんでもない。

　それを考えると、ただ寮に残って待ってもらっているだけのようなものである。

　すると、琴こと美みがむっと頬ほおを膨らませながら言う。

「さすがにそれはないんじゃないかな。私たちは今まで一緒に魔術師ウイザードと戦ってきた仲間じゃない？　なのに、こういう時だけ仲間外れにするなんて」

「す、すみません。でも、わざわざ悪いなって……」

「……水くさい」

「そうそ。それにさ、ここって一度にーさんを襲った人たちがいるとこだよ？　そうでなくても、もしかしたら創世の執行者ニーズヘツグの残党だってにーさんを狙ねらってる可能性だってあるわけだし、一人で遠出なんて絶対に駄目！　ちゃんとあたしも連れて行かないと！」

　あかりにもつっこまれ、飛鳥あすかにも心配（？）をされた。

「そ、それに、最近みんなでこうやってお出かけすることもなかったし……私は、嬉うれしいな」

　詩し愛あはといえば、何な故ぜか先程から顔がニヤついて上機嫌だ。

　考えてみれば、寮のみんな全員で外に出たのは、創世の執行者ニーズヘツグと戦ったあの日が最後だったかもしれない。

（まぁ、皆がいいならいいか）

「んで、結局アンタがやろうとしていることってなんなの？　結局教えてくれなかったけど……」

「いや、具体的にどうすればいいのかは俺もまだわかってないからさ。そこも含めて、今日話せればいいなって思ってたんだ」

　もしかすると、どうにもならないかもしれない。その可能性だって十分にある。

　だが、もし可能なのであれば、その鍵かぎはおそらく彼女が握っていることだろう。

「しかし、意外じゃったな。牢ろう獄ごく入りした、しかも超危険級の魔術師ウイザードを簡単に表に出すとは……。いくらヌシの願いで、それが世界安定に必要なこととはいえ。それだけ、護樹議会ヴアルキユリアの巫み女こ殿に隼はや人とが気に入られたってことかのう」

　リピカの言葉に、まずこめかみをぴくりと動かしたのは、玲れい奈なと飛鳥だ。

「なに？　アンタまた誰だれかに手を出したの？」

「にーさん、まさかあの時キスまでやったんじゃ……」

「だからなにもないって！　お前たちはいちいち反応しすぎだ！」

　その二人の様子を見ていたあかりが、ふうっと肩を動かす。

「……余裕のない人たち」

「あらあら、あかりちゃんは最近ちょっと大人になったの？」

「……先日読んだ本に、モテたいならまず大人の女性を目指せと書いてあった。子供になるのはここぞという時だけにしろ、と」

　詩愛が困惑しながら驚く。

「べ、勉強熱心なんだね」

「……（こくり）」

　そうこう話しているうちに、隼人たちは石段を登り切る。

「じゃ、理事長。下ろしますよ」

「うむ」

　隼はや人とはリピカを下ろすと、鳥居をくぐって社務所へと向かった。

　すると、建物の前には隼人たちを待っていたあやめがおり、ペコリと頭を下げる。

　服装は先日も見た袴はかま姿だ。彼女の普段着でもあるのかもしれない。

「長旅ご苦労様です、ようこそお出いでくださいました」

「お久しぶりです、あやめさん」

　隼人も辞儀を返す。

「では、舞まいさまと彼女は中でお待ちしております故。中へと参りましょう」




　以前、舞や響ひびきたちと話をした和室に、一同は通された。

　するとそこには、畳の上に正座をしてお茶をすする舞と──

「あ、魔王のおにーちゃんだ。お久しぶり」

　両手を理術具アーテイフアクトの鎖で縛られ、無理矢理正座させられている元三魔柱ソフイア、乃の亜あの姿があった。

「助かったよ、牢ろう獄ごくって本当に暇でさー。理術具アーテイフアクトの研究もさせてくれないし、お前は危険人物だからーって一人で部屋に閉じこめられるし。仕方がないからずっと本を読んでんだけど、それでも暇でさー。ねぇねぇ、おにーちゃんの権限でどうにかならないの？　乃亜みたいな天才を牢獄で放置しとくなんて、世界的な損失だよ？」

「あはは……そ、そっか」

　閉じこめられたストレスが溜たまってたのか、マシンガンのように言葉を吐き続ける乃亜。

　隼人は反応に困りながら、とりあえず軽く相あい槌づちを打った。

　舞が湯飲みを盆に置くと、隼人たちに向かって軽く頭を下げる。

「遠いところからご苦労だったな」

「いえいえ、こちらこそ。お忙しい中、急なこちらの願いを聞いて頂いて……」

　隼人が辞儀を返す。

「こちらとしても、護樹議会ヴアルキユリアの危ないところを助けてくれた相手を、無む碍げに扱うわけにもいかんし、なによりヌシの相談してきたことがことだからな。世界の危機に関することとなると、私個人としても立場としても、無視できる話ではないよ」

　舞の言葉に、リピカが「はん」と苦笑いを浮かべた。

「以前はワシやエイオンの話を信じず、指輪や予見書のことを一切聞こうともしなかったのに……この短期間で随分と態度を変えたものじゃの」

　長年、辛酸を舐なめさせられていたのだ、嫌味の一つくらいは言いたくなったのだろう。

　すると、あやめが冷静な口調でリピカに返した。

「お言葉ですが、月つく詠よみ殿。状況が移ろえば、人や組織の考え方も変わるものでございます。特に、世界を揺るがすような大きな事件が起こった後には。創世の執行者ニーズヘツグの引き起こした此こ度たびの事件において、もし良いことがあったとすれば、その筆頭に老人たちの発言力の衰退があるでしょう」

「騒動の責任を老いぼれに上う手まく転嫁して口を封じたか。さすが、護樹議会ヴアルキユリアの絶壁。見事な手腕じゃのう……」

「恐れ入ります。それでも長年護樹議会ヴアルキユリアとやりあってきたあなたさまや、柏かしわ木ぎ家の面々ほどではないと、身の程は弁わきまえております故に」

「喰くえないやつじゃのう……」

　あやめのしっかりと自身の意見は言いつつも相手を立てる喋しやべり方に、リピカは心底感心するようにボヤいた。

（一度俺の命まで狙ねらってた人のはずなんだけど、不思議と不快ではないんだよなぁ……）

　確かに、隼はや人ともリピカと同じようなことを思っていたので、心の中で同調した。

「それで隼人殿は、どのようなことを彼女に聞きたいのですか？」

　あやめが乃の亜あの方を向く。

「え、ええ……ええっとですね、その前にまずは、この世界がどうして滅んでしまうのかっていうことを、皆さんに説明しておいた方がいいかなと」

　そう言うと、隼人は先日夢の中で見た指輪の記憶と、〈ユグドラシル〉から聞いた話について説明した。

　まず、エイオンの推測はあっていて、理パーマネントとは別の世界における樹術式の魂であること。

　それがこの世界に流れ着き、誰だれかに寄生して力を与えているということ。

　その結果、いずれ再びエイオンのような──あるいはもっと性質の悪い魔術師ウイザードが現れて、世界を滅ぼしてしまうに至ること。

　もしくは、騎士側の組織が腐敗して、世界が崩れてしまうという可能性もあること。

「つまりですね、この世界に危機を与えるのは理パーマネントです」

　隼人の言葉に、一同がハッとなった。

「だから、もし世界を滅びの運命から救いたかったら、理パーマネントをなくすしかありません」

　シンプルな解答だ。

　世界を壊してしまうのが人の手に余るのであれば、それをまず手放してしまえば良い。

　だが、隼人の言葉に舞まいが神妙な顔を示した。

「だが待て隼人。まずこの世界から理パーマネントを全すべて探してなくすというのが難しい話だし、なにより理パーマネントは別の世界から流れてきて増え続けるものだぞ？　それをどうやってなくすというのだ？」

「そこで、彼女を呼ぶことをお願いしたんですよ」

　隼人が、乃亜の方を見る。

「え？　おにーちゃん、乃の亜あにどうして欲しいの？」

「お前の力で、別世界から理パーマネントが流れてこないようにできないのか？　あと、この世界にある理パーマネントを一斉に見つけ出す理術具アーテイフアクトを作ったりとか」

　隼はや人との質問に、乃亜が難しそうな顔をする。

「最後のは時間をかければできるかもしれないけど、あとは難しいんじゃないかなぁ。今悠久騎士フレースヴエルグが使っているやつなんかよりずっと精度の高い観測機は作れるだろうけど、それでもこれから先ずっと出てくる理パーマネントを拾い続けるってのも難しいんじゃない？」

「そ、そっか……」

　期待をあっさりと裏切る乃亜の言葉に、隼人は肩を落とす。

　そういう理術具アーテイフアクトさえあれば、簡単にこの世界から理パーマネントが消せてしまえたからだ。

　天才的な理術鍛冶ラタトスクの彼女であればと思ったのだが、どうやら無理だったらしい。

「ああでも、先回りして理パーマネントをなくしていくことは不可能じゃないんじゃないかな」

「……え？」

　と、そこで乃亜が、不思議なことを言った。

「先回り、じゃと？」

　リピカも彼女の発言の意味がわからなかったのだろう。

「うん。つまりね、こっちから別の世界に行くんだよ。そして、一個一個世界を回って、そこにある理パーマネントを全部壊していけばいい。そうすれば世界は壊れなくなるでしょ？」

「別の世界って……そんなことが出来るのか？」

　乃亜が、「ちっちっちっ」と指を振った。

「一度話したよね？　乃亜は他ほかの世界に行く方舟を創つくろうとしている、って」

（そういえば、確かこいつ、そんなことを言ってたっけ……）

「護樹議会ヴアルキユリアが保持しているであろう、全領域の〈因果観測機エヴエレツト〉が計測した過去の揺らぎデータ。それにおにーちゃんの指輪の力があれば、わりと簡単に作れちゃうんじゃないかな」

　乃亜のとんでもない言葉に、その場の一同の表情が驚きに変わった。

　玲れい奈なが、声を震わせながら乃亜に聞く。

「か、簡単に……出来るっていうの？　べ、別の世界に行くことが？」

「うん。〈律因の環ニーベルゲン〉──というよりそれを扱うおにーちゃんが持つ馬ば鹿かみたいなエーテルも勿もち論ろん有用なんだけどさ、それよりも──と、その前に指輪は過去に別の世界を渡ってきてるってことで合ってるよね？　世界を救うだの救わないだの言われてたくらいだし、予見書なんてものまであるし、乃亜は勝手にそうだと思ってたんだけど」

「ああ、合ってるが……勘がいいな」

　どうやら乃亜は、一人で指輪の真実に近付いていたらしい。自分の推論が当たっていたことに満足した乃の亜あが、にまっと子供らしい笑みを浮かべる。

「だからね、指輪が持ってる記憶を引きだして、別世界を参照するアドレスのマップみたいなのを作っちゃうの。そうしてそのマップを元に上う手まく樹術式のある反応を見つけて、世界のデータを掘っていけば、多分外にある世界のアドレスへ飛んでいけると思うよ？　んで、次飛んだ世界から、また近くの世界を探して～って繰り返せば、世界一周ならぬ世界世界一周が出来るんじゃないかな」

「言っていることはよくわからないけど……つまり可能だってことだよな」

　つまり、別世界に飛ぶことは出来るし、その世界の理パーマネントを壊して回ることは可能なわけだ。

　そして、それを繰り返していけば別の世界を含む全体の理パーマネントの総量は減らせるわけで、そうすれば少しずつ他の世界も壊れるリスクが減っていく、と。

　そうか、そうすればこの世界は──

「って、ちょっと待って！」

　玲れい奈なが叫びながら立ち上がった。

　他ほかの皆は玲奈の方を見ず、なにやら隼はや人とと乃亜の方を呆あきれた顔で見ている。

「あのね、それって一体どれだけ別の世界があるの？　そもそも一つの世界にどれだけ理パーマネントがあるの？　そんな気の遠くなる作業、どうやって──」

　玲奈の言葉に、周囲の皆が「うんうん」と頷うなずいた。

　だが、隼人は反論する。

「って言われても、やるしかないだろ？　それに、別の世界にいる悠久騎士フレースヴエルグに協力してもらって、その世界の理パーマネントの回収を任せられるかもしれない。それにだな、他ほかの世界にはこっちの世界よりも効率的に理パーマネントを壊していける方法を知っている奴やつがいるかもしれないだろ？　もしかしたら、いちいち理パーマネントを壊して回らなくてもこの世界を保護する方法を知っている世界だってあるかもしれないし……」

　──無理だとは、言い切れない。

　それに、今の状況を放っておくよりははるかにマシである。

　そうして、隼人の話を聞いた一同は、みな一様に「はぁ」と溜ため息いきを吐ついた。

「どうやら、隼人くんはやる気みたいだね～……」

　苦笑いを浮かべながら、最初に呆れるような様子で呟つぶやいたのは琴こと美みだ。

「……隼人は時々無茶苦茶」

　あかりも琴美の言葉に同調するように、「うん」と頷いた。

「にーさんの思考ってつくづく単純だよねぇ」

　行動基準がいつだって安直な、飛鳥あすかにすらもそう言われてしまう。

「で、でも、やらなきゃいけないっていう結論は、確かにその通りなわけだし……」

　詩し愛あはそうは言っているが、言葉からは「もう少し考えてみるべきではないか」という風なニュアンスを感じる。

「やれやれじゃな」

　いつもは無茶振りする方のリピカすらも、肩をすくめている。

「あやめ、これまでの我々に足りなかったのは、こういう行動力だったのかもしれないな」

「失礼ですが舞まいさま、隼はや人と殿は少し前のめりに動きすぎかと」

　感心する舞と、それにつっこみを入れるあやめ。

「なになに？　他ほかの世界に行くの？　楽しそうだね、ボクも交ぜてよ」

「って、うわっ！　花か音のん先輩いつからいたんですか!?」

　いつの間にか隣に座っていた花音の言葉に、隼人が驚く。

「用事があってここに来たんだけど、なんだか聞き覚えのある声が聞こえてきたからさ～」

　にこにこと花音が笑う。

「で、みんな困ってるけど、この案に付き合うんでしょ？　多分他に方法もないんだろうし」

　花音が言うと、みんなは困ったように「まぁ」と頷うなずいた。

　隼人はそんなみんなの様子を見て「うん」と深く頷き、決意を改めると、

「というわけで、舞さん、あやめさん。彼女を牢ろう獄ごくから出して、理術具アーテイフアクトの開発を進めるような手配をしてもらってもいいですか？　見張り付きで構わないでしょうし、上う手まく監視しながらにはなるんでしょうけど……」

　隼人が乃の亜あの方を見ながら言った。

　あやめが乃亜を冷たい目で睨にらむようにしながら言った。

「一人に任せるのは危険なので、他の理術鍛冶ラタトスクも何人か付いてもらいますし、仰おつしやるように監視の騎士も十分に付けますが……」

　そうして、舞の方をちらりとみる。

　過度の問題を起こした魔術師ウイザードを牢獄から出すということについて、どう思っているか巫み女この意見を確認したいのだろう。

「ま、仕方ないだろう。他に手がないのなら」

　舞は、内心あまり快くは思っていなさそうながらも、渋々といった感じで頷いた。

「え？　じゃあ、これで乃亜は晴れて自由の身ってこと？」

　乃亜が嬉うれしそうに、両手を繋つながれたままぴょんぴょんと跳びはねる。

「聞いてなかったのか？　自由ではないし監視付きだ」

「問題は、監視するとはいっても、この化け物がどう脱走しないようにするかが難しいところですが……」

　あやめが、頭が痛いといった風に右手で額を抱えた。

「だったら、とりあえず俺がこの子と双心の盟フアーストリンクを結べばいいんじゃないですかね」

「え？」

「指輪の力さえあればこいつはすぐに呼び戻せるわけでしょ？　そしてこうすることで理パーマネントの命運が俺と一いち蓮れん托たく生しようになる。無茶が出来なくなるというわけです。な、どうだ？」

「アンタはよくもまぁ次から次へと強引なアイデアを出してくるわね」

　呆あきれているのか感心しているのか、玲れい奈なが呟つぶやく。

「確かに。……それなら、問題はクリア出来ますね」

　あやめはどうやら納得したようだ。

「では隼はや人と殿、お願い出来ますか？」

　隼人は立ち上がると、〈律因の環ニーベルゲン〉を出して、乃の亜あに近付いて指を乃亜に差し出した。

「というわけだ？　どうだ？　乃亜」

「乃亜は外に出してくれるならそれでいいよー。それにおにーちゃんのこと結構気に入ったし、一緒にいると退屈しなさそうだし」

　乃亜がくすくすと笑いながら、両手を縛られたまま立ち上がった。

　そして、ぴょんと小さくジャンプして、

「乃亜のファーストキス、受け取ってね」

　──とても器用に、何な故ぜか指ではなく、

　隼人の唇に、キスをした。

　生暖かい感触とともに、二人の間に巨大なエーテルが生まれて──

「って、違うよ乃亜ちゃん！　唇じゃなくてこっち！　指で良かったの！」

「え？　だって、指輪との契約ってキスをするんじゃないの？」

「そういえば、以前元魔術師ウイザードとやった時も同じ勘違いをされてたような気がするな!?」

　隼人は詩し愛あを見ながらいうと、彼女は恥ずかしそうに顔を赤くして俯うつむいた。

「え？　なに？　乃亜やり方間違えた？」

　乃亜は状況が飲み込めていないようで、きょとんとした様子でみんなを見ている。

「そもそも、なんでいきなり奏魂の盟ソウルリンクが結べてるのよ！　おかしいでしょ色々と！」

「そうだよ！　にーさんはいつの間にこの子をたらし込んだわけ？」

「……こんなに小さい子にまで手を出すなんて、最低」

　玲れい奈なと飛鳥あすか、そしてあかりが、こめかみをヒクつかせながら隼人を見た。

「お、お祖じ父いちゃんが言ってました。小さい女の子が好きになる男性は、心に深い傷を負っているケースが多いって。……だ、大丈夫ですか？　隼人くん」

「奏魂の盟ソウルリンクを結ぶの、私はあんなに苦労したのに……」

　琴こと美みや詩し愛あも、流石さすがに狼ろう狽ばいしている。

　だが、一番状況についていけていないのは隼はや人と本人だ。

「ちょ、ちょっと待て！　俺だってよくわからないぞこの状況。べつになにか深い絆きずなを結ぶようなこともなかったし──」

　その様子を見ながら、花か音のんが呑のん気きにけらけらと笑う。

「でもまぁ、契約が結べたんならいいんじゃないの？　指だろうが唇だろうが」

　リピカも、にやにやとしながら「じゃのう」と頷うなずく。

「い、いや、それはそうなんですけど、俺は変な疑いかけられてますし！」

　そうして隼人が困っていると、指に嵌はめた指輪が隼人に話しかけてきた。

『私の力だよ』

「──〈ユグドラシル〉？」

『今の王オーデインさまは、私と繋つながった状態だから。私には因果を形成するため、人とすぐに繋がる性質があるの。そんな私と繋がったあなたもまた、すぐに人と心を繋げる力を手に入れてるってわけ』

「え、えっと……それは指輪持ちとしては便利かもしれないが……」

「って、アンタはさっきからなにをもごもご言ってるのよ！」

　ちなみに、〈ユグドラシル〉との会話は他ほかの皆に聞こえていない。

　だから他の皆には、隼人がなにか言い訳をするように口くち籠ごもっているようにしか見えなかったのである。

　すると、玲れい奈ながゆらりと立ち上がった。

　そして──

「接続コネクト、〈天翔覇者エリアルブレイド〉！」

「おい、なにを出してんだお前！」

「だ、だって流石さすがにこの子は犯罪でしょう？　わ、私には二ふた桁けた行ってるように見えないんだけど？」

「失礼な。乃の亜あは十二歳だよ」

「どのみち小学生じゃない！」

　玲奈が声を張り上げる。

「だ、大体、欲求不満なら私がいくらでもパンツを見せてあげるって、この間言ったばかりでしょ？」

「え……え～？　そんなこと言ってたの？　玲奈ちゃん」

「……それはそれでどうかと」

　玲奈の言葉に、思わず琴美とあかりのつっこみが入った。

「パンツ、私も見せた方がいいのかな……」

　なぜか詩し愛あは、自分のスカートをひらひらさせながらなにかを考えている。

「と、とにかく、小学生に欲情するようなバカには──」

　そして玲れい奈なが、隼はや人とに向かって剣を振り上げ──

「あ、なんか懐かしいぞ、この感覚……って、ちょっと聞けよ！　悪いのは俺じゃなくってだな！」

「やっちゃってください、風かざ見み先輩！」

「しかも、いつも助けてくれる飛鳥あすかが玲奈を応援してる!?」

「問答無用！　ロリコンは反省しなさい！」

　ガツンと、容赦なく隼人に向かって剣が振り下ろされた。

　舞まいとあやめは、珍しいものでも見るかのような目で見ながら、「ずー」とお茶をすする。

「騒がしい人たちですね、舞さま」

「世界を救ったやつらとは思えないのは確かだな」

　──こうして、世界を救うための作戦は始動することとなり、隼人にはロリコンのレッテルが貼はられた。





■エピローグ







　あれからさらに三ヶ月後。

　乃の亜あの完成させた方はこ舟ぶねを使って、隼人たちは別の世界へとやってきていた。

　水世界〈アクア〉と呼ばれる、ほとんど陸が存在しない水上都市と海中都市ばかりで構成された世界だ。

　大半の植物も生物もすべて水中で育ち、というか人間すらもが住居によっては生活の大半を水の中で過ごしている。そんな世界である。

　隼人たちは今、そんな世界の水上を、〈自在の水衣フエイズドレス〉で作った舟で移動していた。

　目的地は、今回の敵となる魔術師ウイザードたちのいるアジトである。

「で、この世界では今、数少ない陸を取り合う戦争が国家間で勃ぼつ発ぱつしていて、争いはいくつかの国がまとまって出来た二つの連合軍の間で熾し烈れつ化。その仕掛け人のバックに悠久騎士フレースヴエルグと魔術師ウイザードがいる。──これまでに調べてわかったことは、大体こんなところかな」

　琴こと美みが説明すると、飛鳥あすかが舟に寝転がりながら空に浮かぶ太陽を見上げた。

　この世界にもきちんと太陽や月があるらしい。

「なんだか随分と面倒な話になってきたよね。あー、あんまり長引いて変な事件にでも巻き込まれることになったら、明日また学校休むことになっちゃう。そうなると困るなぁ」

　飛鳥あすかが、困ったように言う。

「……先日は魔術師ウイザード側のテロ活動に巻き込まれて面倒だった」

　あかりもボヤいた。

「まぁでも、ほら、逆に授業を堂々とサボれてるって思えば」

　詩し愛あが、慰めるように言う。

「あたし受験生ですよ～？　それに先輩たちはまだいいんですよ。あたしの中学には理事長いませんし……」

「まぁでも、もうすぐ卒業じゃない。卒業したらうちの高校に来るんでしょ？　受験だってべつに点数足りなくてもどうにでもなるわよ」

「先輩、今さらりと凄すごいことを言いましたよね」

「使えるものは使わないと～」

　飛鳥がちょっと引き気味に驚くが、琴こと美みは「普通よ～」と言わんばかりに笑顔を返した。

　玲れい奈なもちょっとうんざりしたような顔で呟つぶやく。

「私はこの活動のおかげで、皆勤していた出席に赤が増えていくのが気になってるんだけどね」

　確かに、別世界に来ての活動は、今までの悠久騎士フレースヴエルグの活動と違って明らかに学校生活に支障が出ていた。

　そんな玲奈をフォローするように、詩愛が言う。

「……で、でも、色んな世界を見て回れるし、私は好きかな。まさか、生きてるうちに別の世界に行けるとは思わなかったし」

　死んで行けるかどうかもわからないが、確かにそうだろう。

「まぁ、確かに楽しいけどさ。それに……はぁ……結局、全部戦いが終わったら言おうと思ってたのに、これじゃ一体いつになっちゃうのか……」

　と、玲奈が隼はや人との方をジィっと睨にらんだ。

「……なんの話だ？」

　どう反応していいのかもわからないので、隼人はトボけることにする。

「ふんっ！」

　玲奈が怒って、隼人から顔を背けた。

（まぁでも、だってこんな状態になっちゃったら……なぁ）

　隼人たちの戦いはまだまだ終わりそうにない。

　というか、この先どのくらいかかるのかもわからない。

　でも、だからと言ってこの旅と戦いを途中で降りることは許されなかった。

　隼人たちの世界を救うためにも、他ほかの世界を救って回る必要がある。

「まぁ、いいわよ。みんなでこうやってなにかの目的に向かって頑張るのも、十分に楽しいし。なんなら私は──」

　と、玲れい奈なが諦あきらめたようになにかを言いかけると、近くに大きなエーテルの反応を感じた。

　水中に、なにかが発生しそうになっているのだ。

　この世界では、樹術式が不安定になりすぎて天災として自然現象的に化け物が出現するようになっていた。

「はぁ、またか。樹術式が本格的に安定しなくなるとこんな面倒な世界になるのね」

「……でかいですよー、多分これは」

　水中から、派手に水みず飛沫しぶきをあげながら巨大な竜が出現した。

　尖とがった鱗うろこを何枚もつけつつ、鋭い眼光で舟の上の隼はや人とたちを睨にらんできている。

　琴こと美みが、竜ドラゴンを見上げながら言った。

「これに似たタイプの竜ドラゴンを知ってます。ええっと、私たちの世界ではですね、水竜〈リヴァイアサン〉と呼ばれるタイプです」

「……まぁ、分類はどうでもいい」

　あかりが理パーマネントを発現させて、〈土龍槍ギガトンランス〉を竜ドラゴンに向かって構えた。

　玲奈と詩し愛あも理パーマネントを取り出し、それぞれ空へと舞い上がる。

　隼人は指輪の力で〈自在の水衣フエイズドレス〉を生み出し、琴美が形成する舟の面積と装甲を拡張させた。水上戦では足場を確保するのが最優先だ。

　飛鳥あすかもまた、二本の斧おのを竜ドラゴンに向けて構える。

「いくぞみんな。あかりちゃんと飛鳥の攻撃を軸に、玲奈と詩愛は攻撃しながらなるべく相手を攪かく乱らん。俺と先輩は舟を護まもりつつ、様子を見てあかりちゃんと飛鳥に続く感じで」

　隼人の言葉にみなが頷うなずくと、各自持ち場に分かれて竜ドラゴンへの攻撃を始めた。

（そうだな、玲奈。お前がさっきなにを言いかけたかわかる。ずっとみんなとこうして旅をしていても、それはそれで楽しいんじゃないかって）

　世界を救うための旅である以上、流石さすがにそれはまずい考えだろうが、時々隼人はそんなことを思ってしまうことがあった。

　きっとそれだけ、みなと一緒にこうして〈越因騎士団イクシード〉として活動することが、楽しくなってしまったのだろう。

　だから、この先どんな壁が待ち受けているとしても、それを乗り越えることが楽しみになってくるような気さえする。

「なに笑ってるのよ、隼人」

「……玲奈と同じこと考えたら、笑っちまっただけだよ」

「なによそれ」

　──なんなら、ずっとこうしていたい。

　世界が滅びるとか救うとか、そういうことすらも関係なく、ただただ愛すべきこの因果の中に、いつまでもいられればいい。

　でも、隼はや人とたちの世界がいつか滅んでしまう運命にあるのなら、それを止めなければいけないのもまた、難儀な因果なのであって。

（いずれにせよ、今度は必ず助けてやるさ。なぁ、ユグドラシル）

　隼人の想おもいに応こたえるように、〈律因の環ニーベルゲン〉が仄ほのかに光る。




　──こうして隼人たちは、世界の破滅という運命を越えるために、今日も旅を続けるのだった。





あとがき




　えっと、七なな烏う未みです。というわけで最終巻です。

　実はまだまだ続く構想があったりなかったりもしたのですが、今回は５巻で完結ということとなりました。

　今回は、初めて小説のシリーズを書いてみて思ったことなんかを少し。




　まず、やっぱり「難しい」なぁということ。ボクはこれまでゲームのシナリオを書いていたのですが、ゲームと違って連載的に刊行されていくライトノベルのシリーズは、風ふ呂ろ敷しきを広げてもどこまで畳みきれるかわかりません。

　かといって風呂敷を広げないとシリーズ物であるメリットも消えてしまうしで、なにかシリーズであることの「核」を持たせようとしたり、もしくは物語の「具材」になるものを放り投げてみたりはするわけです。

　もちろんこれは作者さまによって、きっちりと綿密に設定を考えた上で書かれたりとか、もしくはある程度外側だけ作っておいて後で中身を考えたりとか、色々とやりようがあるのだとは思います。

　しかしいずれにせよ、はじめから物語を開いて閉じることを想定しているゲームとはやっぱりちょっと性質が違うよなぁと、ごくごく当たり前のことを、シリーズを通して書いてみて再認識してしまったわけです。

　ゲームではキャラやシナリオに不都合が生じた際、過去のテキストファイルを弄いじって該当箇所を削除してしまえばいいのですが、小説ではそれができません。

　でも逆に、そういうライブ感というか、あらかじめ組んでいた設定をその都度変更したり、その場で考えたりするような執筆がなかなか楽しいなぁと思えたりもして。

　巻を増すごとに物語やキャラクターが徐々に定義付けられていく感覚に、なんだかとても新鮮な気分になれたりもして。

　つまりは、楽しかったということなのですが！




　このような機会を与えてくださったＭＦ文庫Ｊさま、担当の池いけ本もとさま、当時お話を進めてくださってました某氏、他の編集さま営業さま、そしてなによりも読者の皆さまには、本当に感謝してもしきれないくらいです。皆さま、本当にありがとうございました。

　今回思ったことや反省点、その他諸もろ々もろあったりもしますので、それをまた次シリーズをやる時に活いかせるようにできれば、と！

　ではでは、また次のシリーズでお逢あいできれば……！


　　　　──２０１４年、暑いのか寒いのかよくわからない春の日のこと。七烏未奏そう
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